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    登場人物


    



    笠木兼亮（かさぎ・かねすけ）●夕陽ヶ丘高校一年。『赤ずきん』の読み手


    



    帯刀月夜（おびなた・つきよ）●夕陽ヶ丘高校二年。蒼い瞳を持つ


    



    笹森伊吹（ささもり・いぶき）●夕陽ヶ丘高校一年。『かちかち山』の読み手


    



    生駒千鳥（いこま・ちどり）●夕陽ヶ丘高校二年。『白雪姫』の読み手。


    



    村瀬一郎（むらせ・いちろう）●夕陽ヶ丘高校二年。『青髭』の読み手。


    



    萩原きいろ（はぎわら・きいろ）●夕陽ヶ丘高校一年。『金の卵を産むガチョウ』の読み手。


    



    煮雪日和（にゆき・ひより）●中学一年。兼亮の親友・煮雪瞑つむりの妹。


    



    印南玄紀（いんなみ・げんき）●夕陽ヶ丘高校のスクールカウンセラー。

  



  
    プロローグ　騒がしい夜


    



    　一冊の絵本を胸に抱いて、日ひ和よりは廊下を駆けていた。


    　騒がしい夜だった。校門の前にはマスコミや野次馬たちが押し寄せ、校内の至る所に停とめられた消防車やパトカーが、赤い回転灯を回している。


    　校舎内からひとり、またひとりと、担架に乗せられた生徒たちが救急車へ運ばれていった。


    



    　打って変わって煮に雪ゆき日和の走る廊下は、しんとした静けさに包まれていた。


    　蛍光灯の明かりに照らされて、日和と、その側そばを並走する黒猫シュシュの影が伸びる。


    　応接室の前に防護服を身に着けた警察官を発見して、日和は安あん[image: ]どした。


    「あのっ！　すみません、事件のことを調べてるんですよね。私、事情を知っています。この学校で、殺人鬼に追われてた……！」


    　何と説明するべきなのか。どう話せば、この異常な現象を伝えることができるのか。簡単に信じてはくれないだろう。それでも日和は、懸けん命めいに声を張った。


    「一六冊の絵本が、あるんです。この騒ぎは全部、絵本の仕し業わざなんです。この町で起きてる事件は……女子中学生の連続失しつ踪そうも、バスジャックも、全部絵本に描かれた悪役が原因なんです。私の兄も、悪役に取り憑つかれて死んだ」


    　言って日和は、胸に抱いた絵本を警察官へ差し出した。絵本の表紙には、鉤かぎ爪づめを構えたフック船長が描かれている。


    「これがそのうちの一冊。残酷で、最低な絵本なんです。絶対に、読んではいけないんです」


    　ワーストエンド・シリーズ一〇番目の絵本。タイトルは、『ピーター・パン』。


    「……ある人を見つけてほしいの。黒い髪で、白い肌で、蒼あおい目をした人。早く見つけないと、危険なんです。〝帯おび刀なた月つき夜よ〟って言って、この学校の生徒で……この絵本を、作った人」


    　日和は必死に訴えた。


    「助けてください！　この学校にはまだ、恐ろしい悪役がいる──！」


    



    　事の始まりは、数時間前に[image: ]さかのぼる。


    　放課後の学校では、金管楽器の音色が響いていた。運動場からは汗を流す運動部の掛け声が、校舎からはパタパタと駆け回る生徒たちの足音が聞こえていた。


    　夕ゆう陽ひヶが丘おか高校。秋晴れに燃える夕焼けが、校舎をオレンジ色に染めていた、そのとき。


    　ある女子生徒の鼻先が欠け、その顔面に、亀き裂れつが入る。


    　ひとりの生徒を皮切りに、恐怖は次々と、学校中に伝染していった──。

  



  
    第一話　ヒビ割れた放課後


    



    　放課後のホームルームが終わったと同時に、クラスは喧けん騒そうに包まれた。


    　弾はじかれるように廊下へと駆け出した女子生徒の背中へ、笠かさ木ぎ兼かね亮すけは慌てて声を掛ける。


    「待って！　萩はぎ原わらさん」


    　名前を呼ばれた女子生徒はぴたりと足を止め、制服の上に羽は織おったストールをなびかせる。振り返った彼女は、辺りに花を綻ほころばせて笑うのだ。


    「やんっ、きいろって名前で呼んで？」


    「ああ、と。ええっと、きいろさん。ちょっといいかな」


    「何？　兼亮くん」


    　ふんわりとした柔らかな髪を整えて、きいろは小首を傾かしげる。その声色には緊張が混じる。何、と訊きいておきながら、その答えを知っているかのような。


    「ああ、話が、あるんだけど……その」


    　兼亮はさり気なく辺りを窺うかがった。つい、きいろを呼ぶ声に力がこもってしまったからか、いつの間にやら喧騒が消え、四方八方から突き刺すような視線を感じる。


    「ここじゃ、何だから──」


    　萩原きいろは、何気にクラスメイトからの支持率が高い。


    　コロコロ変わる人ひと懐なつこい表情と、居眠り後などに見せる無防備な、いわば「ふにゃあ」な表情などが多くの男子生徒の庇ひ護ご欲よくを刺激し、学級新聞の主催するクラス人気投票女子部門において、第三位を誇る人気っぷり。


    　さらにはその幼顔のわりに実り豊かな胸と、むっちむちな太ももなどが相まって、「浮気相手に選びたい人」第一位という、親には見せられない名誉をも獲得していた。


    　そんな彼女が、クラスでも若干浮き気味の「笑顔が気持ち悪い人」第一位の眼鏡めがね男子に呼び止められたのだ。自然と無ぶ粋すいな視線が二人に集まることになる。


    「──ちょっと、人ひと気けの、ない所に……」


    「えっ」


    　きいろはわざとらしく目を瞬しばたたかせ、それからもじもじと視線を落とした。


    「……うん、わかった」


    　──ざわっ。きいろが頷うなずいたと同時に、教室の温度がわずかに上昇する。


    　兼亮はきいろを連れてクラスを後にする。廊下へ出た瞬間、教室は再び喧騒に包まれた。


    「おい、笠木が行ったぞ。無謀すぎる」「何だよ、最近仲良いと思ったんだ。あいつ勘違いしちゃったんだろ可哀かわい相そうに」「何考えてんのあの眼鏡。うけるんだけど」


    　教室から届く哀あい惜せきや[image: ]ちよう笑しようを背中に浴びて、兼かね亮すけは教室を早足で出る。きいろは従順にトテトテ駆けて、その横に並んで歩いた。


    　兼亮はそっと彼女の横顔を覗のぞき見る。きいろは頰ほおを薄く朱に染め俯うつむいている。


    



    　兼亮が指定したのは、屋上だった。特別教室の並ぶ静かなフロアの、さらに階段を上がった人ひと気けのない場所。


    　屋上へ出るドアを開けたすぐ側そばには、使い古された机や椅い子す、文化祭に使用される張りぼてなどが積み重ねられている。倉庫代わりとして使われているこの屋上には普段訪れる者もなく、閑かん散さんとしていた。


    　赤く染まった空の下、今はただ、兼亮の声だけが響き渡る。


    「……驚かないで、聞いてほしい」


    「は、はい」


    　兼亮はきいろを正面にして、ゆっくりと口を開く。その声に、きいろはびくりと背筋を正した。いつもの緩ゆるんだ笑顔ではなく、珍しく唇を固く結んでいる。


    「あの……俺たち。俺や生い駒こまさんや帯おび刀なたさんで、さ。ずっときいろを追いかけてたろ？　きいろが『金の卵を産むガチョウ』の読み手だからさ。その絵本の回収のために、二回くらい……」


    「三回」


    「そう三回。三回くらいは、その……何というか……」


    「襲った」


    「そう襲った。でも全部失敗した。きいろは俺たちの包囲網を破って、毎回毎回うまいこと逃げ延びた」


    　きいろが絵本の読み手だと判明してから、兼亮たちは何度もきいろを捕獲しようと試みていた。しかし卵を産むだけのこの少女が、不思議となかなか捕まらない。


    　マンション前で待ち伏せすれば、その部屋はすでに引き払われているし、こっそり後をつけても、全力で追いかけても、いつもどこかで見失ってしまう。


    「素直に凄すごいって思うよ。こっちには生駒さんの〝鏡の中に入る能力〟だってある。鏡の中から監視することだってできるのにさ。きいろが夜まで家に帰らないのは、その能力が夜には使えないの知ってるからだろ？　俺たちはきいろを追いかけてるのに、未いまだにきいろの今の住まいさえわからない」


    「えへへ……」


    　兼亮の賞賛に、きいろは素直に頰を緩ませる。


    「……」


    　その無邪気な笑顔に引き寄せられるように、兼亮は腕を伸ばした。


    「わうっ、何、何するんですか。またきいろを捕まえようと!?」


    　きいろはすぐに笑顔を引き締め、構えた両手をチョップの形にして警戒する。


    「はっ。ごめん」


    　兼かね亮すけは我に返って腕を引き、気まずさを誤ご魔ま化かすように、その腕で頭を搔かいた。


    「違うんだ。今回は違う。……実は、その。実は……」


    　言い淀よどむ兼亮へ戦闘ポーズを取りながら、きいろは怪け[image: ]げんな顔を傾ける。


    「あの、俺さ、もしかして〝金の卵を産むガチョウゴールデン・エツグス〟には、〝誰かの望みを産む能力〟ってだけじゃなくてさ、そういう力も備わってるんじゃないかって思うんだよ」


    「そういう、力……？」


    「そう。だって金の卵を産むガチョウってさ、飼い主である農民の心を奪っちゃうんだろ？　農民は、ガチョウなしじゃ生きられないってくらいに、依存しちゃうわけだろ？」


    「……兼亮くん。きいろには、兼亮くんの言おうとしていることがわかんないよ」


    「だからつまり！　何度も何度も追いかけてるうちに、俺、気づいたんだよ。きいろの可愛かわいさっていうか、その……魅力に」


    「え」


    　腕を構えたまま、きいろはきょとん、と目を丸くした。


    「驚くのも無理はないさ。だって俺たちは敵同士だ。信じてもらえないかもしれない。キモ、って引かれるかもしれない。けど俺は……。どうやってきいろを捕まえようとか、どんなふうに追い込もうとか、最近はそればっか考えてた。そうやってふりふり逃げるその尻しりを追いかけているうち、捕まえたいという想いからいつの間にか、触れてみたいと」


    「尻かよ」


    「いや違う！　俺はきいろの全体が好きなんだ。胸も」


    「胸かよ」


    　きいろは構えを解き、自らの体を抱き締めて後あと退ずさる。


    「いや、待ってくれ、違う。違うんだ。ごめん、体とかじゃない。その強したたかさとか、笑顔とか、卵産んじゃう母性……とか？」


    　しどろもどろになりながらも、きいろの魅力を羅列してゆく兼亮を、きいろは[image: ]いぶかしげにじっと見つめていた。


    「……だってだって。兼亮くん、ロリコンなんでしょ……？」


    　きいろの言葉を受けて、兼亮の表情はみるみるうちに悲しみに満ちてゆく。


    「……みんなそう言う。これが〝噓つきオオカミライアー・フアング〟に惹ひかれた読み手の宿命なのか……。二言目にはロリコン、ロリコンってさ。今や不名誉なロリコンキャラが定着してしまった。けど、俺が本当にロリコンに見えるか？　きいろにだけは知っていてほしい。俺は幼女〝しか〟愛せないわけじゃない。幼女〝だって〟愛せるんだ」


    　きいろは嫌悪に顔を歪ゆがませた。


    「……ロリコン」


    「……いや、やらしい意味じゃないよ？　そこ誤解しないでほしいなって──」


    「わかった」


    　言ってきいろは頷うなずき、身を守っていた腕を解とく。


    　頰ほおを朱に染め俯うつむいたまま。ちらと兼かね亮すけを上目遣いで見て、恐る恐る口を開いた。


    「……でも、そんなこと言って困るのは兼亮くんの方だよ。農民は……ガチョウに愛されたせいでガチョウに依存して、結局不幸になっちゃうんだよ？　ガチョウの愛は、それほど重いんだよ？　きいろは女の子だから……好きって言われちゃったら、好きになっちゃうよ……？」


    「……きいろ」


    　兼亮はきいろの両肩に手を添え、真まっ直すぐにその瞳を見つめる。


    「俺はそれでも構わない。そんなきいろが、俺は好きなんだ」


    「あ……ありがとう」


    　注がれた幸せが自然と[image: ]あふれ零こぼれるように、きいろは笑った。その笑みを向けられた者は自分が今、世界一の幸せ者だと、そう信じて疑うことのないような、そんな、素敵な笑顔だった。


    「きいろ……。俺のために、産んでくれるか……？」


    「か、兼亮くん……」


    　兼亮は胸の内より沸き上がる衝動そのままに、きいろをひしと抱き締める。人ひと気けのない屋上で、きいろと兼亮は抱き合った。そこは二人きりの世界だった。


    　敵もなく、味方もなく、邪魔する者は何もない。


    「兼亮くんが、望むなら……」


    　きいろの腕が兼亮の背に回されたその時を待って、兼亮は叫んだ。


    「今だっ、生い駒こまさんっ！」


    　瞬間、屋上入り口側そばのガラクタ群の中に動く影。ボロ布が[image: ]めくれ上がり、その布の隠していた姿見が露あらわになる。鏡面から登場したのは、〝鏡の中に入る能力〟を持つ生駒千ち鳥どり──一〇歳児の体をした、ちび千鳥。肩には白いフェレット、その手に荒縄を握って叫ぶ。


    「そのまま捕まえててよ兼亮っ！」


    「早く俺ごと！　俺ごと取っ捕まえても構いませんからあがががががああっ!!」


    　千鳥が縄を巻く前に、兼亮は大きく仰のけ反ぞり悲鳴を上げた。膝ひざから崩くずれ落ちる兼亮。ぽつんと立ったままのきいろは、笑顔のまま頰に手を添える。


    「やーん。噓うそつきオオカミは怖いよーう」


    　その手に握られていたのは──スタンガンだった。


    「こわっ！」


    　千鳥は急ブレーキを掛け、縄を構えたままきいろと距離を取る。


    「あんたねっ！　スタンガンなんて、ワーストエンドの読み手失格だわっ。能力で戦いなさいよ能力で」


    「えー。卵産む能力でどうやって戦えばいいんですかあ」


    　無む垢くな笑顔で千ち鳥どりへ向けたスタンガンからは、バチバチッと凶悪な電気音が響く。


    　屋上に追い詰めたはずが、逆に追い込まれる形に。一歩、二歩と近づくきいろに、千鳥は青ざめて後退する。


    「ちょっと、たんまっ！　バリアっ！　バーリア！　一回落ち着こ、ね？」


    「えー。きいろは落ち着いてますよう？　焦あせってるのは、千鳥さんの方じゃないですかあ？」


    　と、きいろの背後に、兼かね亮すけが突如立ち上がった。


    「ぬあああああっ！」


    　兼亮を立たせているのは執念だった。捕まえるために、絵本を奪うために、告白劇などという茶番まで演じたのだ。逃がしてなるものか。その執念が兼亮を立たせ、きいろを後ろから抱き締めさせる。


    「んきゃ」


    　拍子にスタンガンを落とすきいろ。それを千鳥がすかさず蹴けり飛ばす。


    　状況は一気に形勢逆転。千鳥は再び縄を構えた。


    「でかしたっ、兼亮」


    「早く！　縄を、その縄で俺ごとっ──」


    　言いながらその手の平に、柔らかいものを感じた。ぽにょ。な、何だこの感触は。信じられない。これが人間の一部だというのか。これが、女の子、というものなのか──！


    「あんっ」


    「あ、ごめっ……」


    　きいろの艶なまめかしい声に、兼亮は思わず手を離してしまう。


    　きいろはその隙すきを突いて踵きびすを返し、屋上入り口のドアへ駆けた。


    「ちょ、何逃がしてんのよバカっ」


    「い、いやだって……」


    　千鳥はすぐにその後を追う。きいろは階段を二段飛びで逃げてゆく。階下には人払い役をひとり配置してあるが……できるだけ頼りたくはなかった。


    　仕方なく、千鳥は階下に叫んだ。


    「日ひ和よりっ！　ごめん、そっち行った！」


    「ええっ!?」


    　折り返した階段の下から、素すっ頓とん狂きような悲鳴が届く。


    　階段下で待機していた煮に雪ゆき日和は、目の前の階段を走り下りてくるきいろへ両腕を広げ、立ち塞ふさがった。


    「と、ととと止まって！」


    　前には日ひ和より、後ろから千ち鳥どり。階段の途中で挟はさまれたきいろはまたしても絶体絶命。しかしそれでも止まらなかった。脇わきの手すりに手を付いて、隣の階段へとジャンプする。


    「とーう」


    　だん、ときいろの着地する音が響く。それからたったっ、と階段を駆け下りてゆく音。


    　両手を広げたポーズで固まる日和は、その後ろ姿を見送るしかなかった。


    　千鳥が足を止めて、歯は嚙がみする。


    「あ……あと少しだったのに……！」


    　まんまと逃げられた悔しさに、千鳥は荒縄を鞭むちのようにしならせた。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「たるんでるわっ」


    　ばんっ、と黒板を平手打ちして一いつ喝かつし、千鳥は部室を見渡した。


    　文芸部部室にいるのはわずか三人。千鳥を除けば会議テーブルを挟んで向かいに座る、兼かね亮すけと日和だけだ。


    　黒板には大きく〝ガチョウ捕獲計画〟と書かれている。その題目の下、箇条書きで並ぶ四つの作戦には、その全ての文頭に失敗を示す×が付けられていた。今日新しく×の入れられた四番目の作戦名を、兼亮は改めて口にする。


    「……〝どっきどき胸キュン捕獲作戦〟……」


    　酷ひどいネーミングセンスだった。どっきどき、とちょっと跳はねているのがまた鼻につく。そりゃあ失敗もするだろう。だがもっと酷いのは、矢印で引っ張られた先の一文である。


    　──敗因：兼亮が乳揉もんでたから。


    「隊長！　自分納得いかないであります」


    　兼亮は挙手の後、黒板前に立つ小さな作戦隊長へ抗議の声を上げる。


    「その敗因は、明らかにおかしい！　それじゃまるで失敗の原因が、俺が萩はぎ原わらさんの胸揉んでたせいみたいに読める」


    「だからそう書いてんのよ」


    「不当だ！　原因はそこにあるのではないっ」


    「でも揉んでたでしょう？　どさくさに紛まぎれて後ろから、えいと言わんばかりに揉んだでしょう？　〝胸キュン〟って胸引っ張ることじゃないのよ、わかってんの？」


    「わかってるわ！」


    　隣の日和が「……最低」と言葉を添えて、虫を見るような目で兼亮を睨にらんだ。


    「いや、でもね、日和ちゃん。事故だったんだ。むしろ俺は生い駒こまさんを救ったんだよ。だってあいつスタンガン持ってたんだぜ？　俺がああしなかったら今頃生駒さんは」


    「でも揉もんでた！」


    　日ひ和よりへの釈明を、千ち鳥どりが再びの大だい喝かつで一いつ蹴しゆうする。


    「くっ……おのれ邪魔しやがる」


    　兼かね亮すけは不満たっぷりの視線を千鳥へと送った。


    　千鳥は腕を組み、一切の受信を拒否するように、ぷいとそっぽを向く。


    　短いスカートに細い足を隠すニーソックス。肩からおさげを垂らしたその小さなシルエットは、どこから見ても一〇歳の女の子だ。しかしこの少女、中身は一七歳の女子高生である。前回の戦いで〝乙姫タートル・メイデン〟の能力により七年分の年齢を吸い取られた千鳥は、未いまだ子供の体のまま、ちび千鳥のままであった。


    「まあ失敗したものはしょうがないわ。次の作戦を考えなきゃ」


    　千鳥はパイプ椅い子すを引き、日和と兼亮の正面へ座った。


    　しかし千鳥が大学ノートにペンを立ててすぐに、日和が声を上げる。


    「あれ？　シュシュがいない」


    　シュシュ──連れてきた黒猫を捜して、日和は机の下を覗のぞく。


    　肩まで届くボブカットの髪に、まだあどけなさの残る日和は一三歳になったばかりの中学一年生である。当然ここ夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の生徒ではなく、襟えりとスカートに特徴的なチェックをあしらった中学校の制服を着ている。


    「本棚ゾーンかな……」


    　日和は椅子から立ち上がり、部室後方に立ち並ぶ本棚の列へ目をやった。


    　本棚が並び立つ光景を正面にすると、息苦しい圧迫感を覚える。図書室から流れてくる古本はこの本棚群の許容を超え、あぶれた書物は床に積み重ねられている。そこは文芸部部員さえ敬遠する魔の迷宮だった。


    「シュシュー？」


    　呼んでみても返事はない。


    「逃げちゃったんじゃないの？　だから猫なんか連れてくるなって言ったのに」


    　千鳥がテーブルにノートを広げながら、意地悪く呟つぶやく。


    　それを受けて日和は、テーブルの真ん中でくぅくぅと寝息を立てている千鳥のフェレット、スノーホワイトを指差した。


    「千鳥ちゃんだって！　フェレット連れてきてるじゃん」


    「スノーはいいのよ。賢いから大人しくしてるもの」


    「うちのシュシュだって賢いんですけど!?」


    　会議テーブルを挟はさんで言い合いを始めてしまった二人を、兼亮は交互に見やった。


    　日和と千鳥は、どちらも事情があって帯おび刀なた家に居候中である。二人はひとつ屋根の下に暮らすルームメイト。しかし仲はどうも芳かんばしくない様子だ。


    「賢いってんなら、トイレくらいちゃんとさせなさいよ。リビングだったり廊下だったり、至る所にされたら堪たまらないわ。一日何回足洗わせんのよ」


    「それはまだ引っ越してきたばっかだから、シュシュも勉強中なんです！　千ち鳥どりちゃんこそ、ちゃんと見てないから踏んじゃうんじゃないの？　日ひ和よりは踏んだことないよ？」


    「は？　あのバカ猫、あたしを狙ねらってんの？　あと〝ちゃん〟付けはやめてって言ってるでしょ。あたしの方が年上なんだし、……それに、作戦隊長だし」


    　日和はふんと鼻を鳴らし、なぜか勝ち誇ったように腕を組んだ。


    「だって。年下にしか見えないんだもん」


    「人を見た目で判断するべきじゃないわ。大人になりたいなら肝に銘じておきなさい」


    　部室内に不ふ穏おんな空気が流れる。ちょうどぶつかる二人の視線の間にいたスノーホワイトが目を覚まし、事態がわからず戸惑い始める。


    　兼かね亮すけは何とか場を収めようと、二人の少女に両手を広げた。


    「まあまあ、落ち着いて。二人とも知ってる？　少女を輝かせるのは化粧でも宝石でもないんだ。じゃあ何だと思う？　そう、それは笑顔──」


    「うっさい、ロリコン！」「ロリコンは黙っててもらえます!?」


    　二人の少女に同時に傷つけられ、兼亮はしゅんと目を伏せた。なんだよ、息ぴったりじゃないか、などと言えばまた怒鳴られてしまうのだろう。


    　日和は再び千鳥の方を向いた。


    「この前シュシュ、千鳥ちゃんがいないときに言ってたよ。『あの女、うざいぜ』って」


    「そういえばスノーも隠れて言ってたわ。『あのガキ、生意気だ』って」


    「フェレットは喋しやべらないでしょ！」


    「猫だって喋らないじゃない！」


    　ぎりぎりと見合った末に、日和はふん、とそっぽを向いた。


    「兼亮さん、本棚ゾーン入っていい？　シュシュ捜してくる」


    「……ああ、電気のスイッチはドアの側そばな」


    　日和が電気を点つけ、本棚へ向かうその背中を見届けてから、兼亮は声を潜ひそめた。


    「なんで喧けん嘩かするんですか」


    「……わかんないわよ。子供の気持ちなんて」


    　千鳥は腕を組み、唇を尖とがらせる。小さな子が拗すねているようだ。体たい軀くが小さくなった分、不機嫌オーラも縮小しているように感じる。ちび千鳥は、あまり怖くはなかった。


    　自分だって子供じゃないか、などとは言うまい。


    「よく喧嘩するんですか？」


    「あの子が言うこと聞かないから」


    「生い駒こまさんは自分にも他人にも厳しいから、それを重く感じてるんじゃないかな」


    「……そんなこと、言ったって……」


    「二人っきりだと気まずそうですね。帯おび刀なたさんの家からここまでの道のりは当然、二人っきりでしょ？」


    　文芸部部室の隅には、縦長の姿見が置かれている。千ち鳥どりが訪れるようになってから設置した、千鳥専用の出入り口だ。一〇歳児の姿である千鳥は、堂々と高校へ出入りはできない。だから『白雪姫』の〝鏡の中に入る能力〟を使い、鏡を通して部室を訪れる。今回も千鳥と日ひ和よりの二人はわざわざ上履きまで持参して、あの姿見から登場していた。


    「……別に、四六時中言い合ってるわけじゃないわ。でもたぶん……気まずいから、猫を連れてきたんじゃないの？」


    　目を伏せた千鳥を見て、兼かね亮すけはこっそり苦笑した。


    　ワーストエンド・シリーズの悪役に惹ひかれる読み手たちはどうも、人付き合いが苦手であるらしい。兼亮の知る限り、『かちかち山』の読み手は人の話を聞かないし、『青あお髭ひげ』の読み手などは、相手を殺傷してしまいそうだ。


    『赤ずきん』の〝噓うそつきオオカミ〟に惹かれた兼亮自身もまた、気心の知れない相手と話すには、それなりの勇気がいる。


    「シュシュー！　どこー？」


    　本棚の向こうから、日和の声が聞こえてくる。一部の蛍光灯がチカチカと明滅していた。


    　そうだ、蛍光灯を取り替えるのを忘れていた。月つき夜よと初めて会った日を思い出す。誰もが入ることを躊躇ためらう埃ほこりだらけの本棚ゾーンを、あの帯刀月夜だけは、嬉き々きとして進んでいった。


    　本が好きだと話すその表情はやはり、無機質で変化のないままであったが。


    　ふと、興味を抱いて尋たずねてみた。


    「帯刀さんと日和ちゃんは、仲いいんですか？」


    「意外といいわ。ちょっとびっくりするくらい」


    　千鳥は面白くなさそうに頰ほお杖づえをつき、虚こ空くうを見つめる。


    「例えば、食後に三人でソファーに掛けてテレビを観てるとするじゃない？　何かベタベタの。韓流ドラマってやつ。視聴者を泣かせよう泣かせようって魂胆が見え見えでさ、むしろ笑っちゃうわ、と思って横見たら、ほろほろ泣いてんのよ日和。やれやれこれだからお子様は、ってその向こう覗のぞいたら、月夜は号泣してんの。無表情のままぼろぼろ涙流しててちょっと怖いくらい。え、あたしが変なの？　って焦あせったりする」


    「食後に並んでテレビなんて観てるんですか……」


    　兼亮はその光景を思い浮かべる。泣いてる泣いていないよりも、この三人が仲良く並んでテレビを観ている日常が想像し難くて変だ。


    「そのドラマにあった〝学校帰りに友達とアイス買い食い〟ってシチュエーションに月夜が興味を持っちゃってさ。日和がそれに賛同して、今度三人で行くことになったのよ。めんどくさいけど、一対二じゃ分が悪いわ」


    　言って千ち鳥どりは背もたれに体を預ける。ぶうぶう言うのなら断ればいいのに。兼かね亮すけは苦笑いを浮かべた。〝友達と買い食い〟は、千鳥にとっても初めての経験なのかもしれない。


    「……あの帯おび刀なたさんも、韓流ドラマが好きなんですね」


    　兼亮は改めて、月つき夜よの姿を頭に浮かべた。透き通った白肌に夜を纏まとったような漆しつ黒こくの長い髪。ひと際異彩を放つのが、あの感情のこもらない蒼あおい瞳だ。


    　その神秘的な存在感からは、韓流ドラマに夢中になる庶民的な姿がイメージし難い。だが思い返してみれば確かに以前、昼ドラを嗜し好こうしていると胸を張って言われたことがあった。歯の浮くような純愛やドロドロした三角関係が、かの無表情な人形の心を打つというのだろうか。


    　だが彼女を知る今となっては、それは不自然でないような気もする。


    　一見表情の変化に乏しい月夜だが、その胸の内には人一倍強い感受性が宿っていることを、兼亮は知っている。


    「日本やアメリカのドラマより好きみたいよ。韓国語は読めないから、物語に集中できるんだって。登場人物を見分けるのは大変そうだけどね。人物が登場するたび、あたしか日ひ和よりがこいつは誰かって、教えてあげんの」


    「ああ、そっか。役者も文字として見えちゃうんだ」


    　帯刀月夜の最大の特徴は、人間を文字の塊かたまりとして認識する、ということだった。顔であれば目、鼻、口、頰ほおなどの単語の寄せ集めとして。人間の全体像は、文字の塊が服を着ているように見えるのだという。


    　また、相手の感情や思考も、湧わき出る文字の羅列として読んでしまう。


    　だから月夜の前では隠しごとができない。感情までコントロールできる一流の役者でなければ、月夜を泣かすことはできないのだ。その点、韓流ドラマであれば、役者から読める文字が韓国語のため、余計な情報を読んでしまうことはないのだろう。


    「難儀な能力だな……。せめてオンオフができればいいのに」


    「ずっとオンの状態だもんね。だからだと思う。超寝るの早いよ、あの子。疲れちゃうんじゃないかな。十時までには寝てる。最速で六時半だったわ」


    「え。夕方の？　へえ」


    　未いまだ[image: ]なぞの多い月夜の実態が見えてくるのは楽しい。次はどんな質問をしようか。兼亮が考えていると、突き刺さるような千鳥の視線に気がついた。


    「……どうしました」


    「やっぱり、好き……なんでしょ」


    「何が？」


    「月夜のこと、気になるんでしょ。スケベ」


    「……」


    「……」


    　言って千ち鳥どりは立てた大学ノートのページの間に顔を隠す。無言のまま何も答えない兼かね亮すけを窺うかがいちらと覗のぞいては、目が合って顔を隠した。


    　ノートの表紙には黒板と同じく〝ガチョウ捕獲計画〟とタイトルが打ってあり、ご丁てい寧ねいにも大きく〝秘〟と記され、丸で囲まれている。それ書かない方が機密性を保てるんじゃないか。兼亮はこれ見よがしに大きな溜ため息いきをついた。


    「……何ですか、スケベって。だって気になるでしょう、あんな不思議な人の日常は」


    「ふうん」


    「別に好きだからってわけじゃないですよ」


    「ふうん」


    　千鳥は乱暴にノートを寝かせ、再びペンを手に持った。いつだって千鳥は不機嫌だ。まだ何も書かれていないまっさらなページに視線を落としたまま、独ひとり言のように呟つぶやく。


    「……じゃあ、嫌いなんだ」


    「いや、嫌いってわけでもないですけど。極端だな」


    「ふうん！」


    　なぜ急に素っ気なくなってしまったのか。訳がわからず、兼亮は首を傾かしげる。


    　話題の帯おび刀なた月つき夜よは現在、二年クラスで追試験中である。追試が終われば、ここ文芸部部室に来て合流する予定だった。


    　兼亮は会議テーブルに置かれたバスケットから、ポッキーを選んで箱を開けた。


    「人の思考が読めるのに、どうして赤点なんか取っちゃうんだろ、帯刀さん。前の席の奴の頭ん中は読まなかったのかな」


    「……あんたホントにずる賢いわね。月夜は自分の能力嫌がってるから、普段から人を見ないようにしてんのよ。そんなあの子が、その力をカンニングなんかに使うわけないでしょ」


    「へえ、もったいない。それじゃあデメリットばっかだな」


    　ポッキーの先端を咥くわえて、兼亮は呟く。


    　袋を差し出すと、千鳥も一本摘つまみ取った。


    「別にもったいなくないわ。月夜にとって、テストでよい点を取ることに価値なんてないのよ。あの子、今までほとんど授業に出てなかったのよ？　興味を惹ひかれたものにはとことん意欲的なくせに、興味ないものにはとことん無関心なんだから。そんなあの子が、最近になってきちんと通学してる理由がわかる？」


    「……いえ」


    「囮おとりのつもりなのよ」


    「囮、ですか」


    「そう。ワーストエンド・シリーズの読み手たちは、絵本を借り続けられるよう、貸出カードを狙ねらってる。そのカードを持ってくるのが月つき夜よなんだから、自然と読み手たちはあの子の周りに集まってくるでしょ」


    「襲ってきた読み手たちから逆に絵本を回収するために、敢あえて隠れず、学校へ来てるってことですか。危険だな。俺や生い駒こまさんにさえカードの出所を秘密にしてあるのも、自分ひとりが囮おとりになるためなんでしょうか」


    「さあね。だとしたら、すでに囮効果は半減しつつあるんだけど」


    「え、なぜですか」


    「この間、萩はぎ原わらきいろが貸出カードを産んじゃったからよ。今や萩原は月夜と同じ〝貸出カードを持ってくる存在〟なわけでしょ？　あたしがカードを狙うなら、心を読む月夜じゃなくて、卵を産むだけの萩原を狙うわ」


    「ああ。そっか……」


    『金の卵を産むガチョウ』の読み手であるきいろは、〝誰かの望みを産む能力〟を持っている。それは卵以下の大きさであれば人の願ったものを産み出す、たったそれだけの能力だったが、前回の戦闘時、彼女は貸出カードまで産んでしまった。


    　それにはきいろ自身も驚いていた。わざわざ月夜を誘ゆう拐かいするなんて手間を掛けなくても、自分で産めばよかったのだから、骨折り損というものだ。


    「じゃあ尚なお更さら、早く萩原さんを捕獲しなきゃいけないですね」


    「あの子のためにもね。読み手たちは悪役に惹ひかれるような奴らなんだから、あの子がカードを産み出すと知られたら、無理やりにでも産ませようとする輩やからもいるだろうし」


    　兼かね亮すけは走り去るきいろの背中を思い返す。階段から手すりを飛び越え、隣の階段へジャンプなんて、普段のきいろからは考えられない俊敏さである。


    「……あいつ、あんなに運動神経よかったのかよ。体育の授業じゃ跳び箱に激突して『ふええ』とか言ってるくせに。相変わらずクラスでの印象と違うよ」


    「思った以上に手て強ごわいわね。日中は鏡や窓ガラスに近づかないし、トイレにさえ行かないなんてどういうことよ……。まあ、あの青あお髭ひげが退院してきたから、捕まえるのも難しくはないでしょ。ホントはあいつの力なんて借りずに、あたしたちで捕まえたかったけど」


    「そうだ、確かもう出てきてるんですよね」


    　前回の戦闘で負傷し、入院していた〝青髭ブルー・ベアード〟──村むら瀬せ一いち郎ろうの手に掛かれば確かに、きいろを捕まえるのは訳ないだろう。だがそれはそれで悔しい。兼亮と千ち鳥どりは『赤ずきん』と『白雪姫』の読み手であるにもかかわらず、二人で力を合わせてさえ、卵を産むだけの女の子も捕まえられない。それを認めざるを得ないのだから。


    　ぱたぱたと駆け戻ってきた日ひ和よりが、兼亮の側そばに立った。


    「何話してるんですかー？　日和も混ぜてくださいよー」


    「別に。月夜の悪口よ」


    「うわ、陰湿。やっぱ混ぜてもらわなくていいです。あっ、二人だけポッキー食べてる！」


    　目ざとく見つけた日ひ和よりへ、兼かね亮すけはその袋を差し出した。


    「日和ちゃん、シュシュはいたのか？」


    「それがですよ」


    　袋から一本ポッキーを摘つまみ取った日和は、それを咥くわえながら答える。


    「廊下側の壁の板がずれてて、隙すき間まが空いてたんです。猫一匹通れるくらいの。たぶんあっちから出ちゃったんじゃないかな。千ち鳥どりちゃん、日和を鏡の中に入れてください」


    「どうすんの？　捜しにでも行くわけ？」


    「当たり前じゃないですか。迷子になってるかも」


    「ほっといても戻ってくるんじゃない？　賢いんでしょ」


    「賢いけど！　……でも、学校なんて初めての場所だし、どっかで泣いてるかも」


    　日和はテーブルに両手をつき千鳥に迫るが、千鳥はどうも乗り気でない。


    「でもさ、闇やみ雲くもに捜すくらいなら戻ってくるの待った方がいいんじゃないの？　心当たりはないんでしょ？」


    「ふん！　じゃあいいです。千鳥ちゃんは本当にシュシュのこと嫌いなんだね。鏡使わず捜してくるよ。千鳥ちゃんのいじわるっ」


    　日和は自分の席に掛けてあったリュック背負い、部室のドアへ駆けた。


    　兼亮は慌ててそれを呼び止める。


    「日和ちゃん、その制服で行くのか？」


    「大丈夫ですよ。今、放課後だし、何か言われたら『兼亮お兄ちゃんに忘れ物届けに』とか言って誤ご魔ま化かすから」


    「こんな時にだけ、お兄ちゃんって言うんだなおまえ……」


    　兼亮の制止を無視して、日和は廊下へと出て行ってしまった。激しくドアが閉められたあと、部室はやけに物寂しい静けさに満ちる。


    　千鳥はじっと唇をへの字に結んでいた。その小さな肩へ駆け上がったスノーホワイトが舌を出し、千鳥の頰ほおをちろりと舐なめる。拗すねているのか？　日和の言葉が効いているようだ。兼亮はぼそっと呟つぶやいた。


    「……千鳥ちゃんのいじわる」


    「んな、何よ！　あたしが間違ってるの？　鏡の中を歩き回るより、待ってた方が効率的でしょ？　めんどくさいんじゃないし、別に、シュシュが嫌いってわけでもないし……！」


    「直接本人に言えばいいのに」


    「うるさいっ」


    　ぷいと千鳥はそっぽを向く。日和の前でもその子供っぽさを隠さなければ、もっと仲良くなれそうなものなのに。


    「いても立ってもいられないんでしょう。日ひ和よりちゃんにとって、あの猫は残されたたったひとりの家族ですから」


    「わかってる」


    「気に掛けてやってくださいよ。気丈に見えるけど、内心は傷ついてるに違いないんです。行方不明の女子中学生が遺体で発見されたってニュース、あの子も見てるはずですから」


    　今、夕ゆう陽ひヶが丘おかの町には連日たくさんのマスコミが押し寄せている。先日発生した連続失しつ踪そう事件のひとりである中学生が、ある雑木林で発見されたのだ。


    　兼かね亮すけはテレビから流れる事件のニュース映像を思い返した。


    　朝焼けを染めるいくつもの赤い回転灯と、雑木林の前に伸びる黄色いテープが印象的だった。未いまだ知れぬ犯人の行方もさることながら、人々はこの事件のあるひとつの特徴に関心を寄せている。遺体の寄りかかった樹の幹に、三本の爪跡が残されていたという。


    「まるでオオカミの爪のように」と、報道されたその情報に、夕陽ヶ丘の人々は凶悪な犯人像を思い浮かべて身を震ふるわせる。


    「……日和は、それが自分の兄の仕し業わざだって知ってるんでしょ。……そのお兄ちゃんが、もうこの世にいないってこともさ」


    　千ち鳥どりの問いに、兼亮は小さく頷うなずいた。


    「瞑つむりは日和ちゃんにお別れを言い、自身の中に目覚めてしまった嗜し虐ぎやく性せいに決着をつけた。もちろん死んでしまうことが正解とは言えないけど……決して謝らない瞑の性格を思えば、日和ちゃんもあの結末を受け入れるしかないんじゃないかな。……けどまだ一三歳ですよ」


    　兼亮は力を抜いて、パイプ椅い子すの背もたれへ体を預けた。


    「あの映画館で迎えた誕生日以来、日和ちゃんは弱音を吐かなくなりました。もともと甘えるような子じゃなかったけど、最近は俺からも距離を置くようになった、というか……。極端な話、あの明るい仕草が全部、強がりに見えます」


    「噓うそつきは噓に敏感なのね」


    　千鳥はスノーホワイトを肩に乗せたまま立ち上がり、窓際へと歩く。


    「でもあんた間違ってる。まだ一三歳、じゃない。もう一三歳、よ」


    　窓を開けると、空気の冷たさが肌に触れる。


    　吹き込んだ風が千鳥の髪をなびかせる。


    「この世界ってのは、バッドエンドで[image: ]あふれてるのよ。ざらに母親は子供捨てて出て行ったり、兄はオオカミだったりすんの。世の中の〝納得のいかない出来事〟って奴は、小さな女の子だって容よう赦しやなく泣かそう泣かそうとしてくるんだわ。弱みなんて見せられる？　強がらなきゃ」


    「……」


    　兼亮はじっと千鳥の声を聞いていた。それは『白雪姫』の〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟に魅せられた、生い駒こま千鳥らしい言葉だった。


    「大人って、年齢で迎えるものじゃない。泣きたいときにこそ笑ってやる、バッドエンドなんて塗り替えてやる。そう思えたなら、もう子供なんかじゃない。大人になるって、そういうことだわ」


    「……生い駒こまさんはやっぱ、厳しいんですね」


    「あたしが、じゃない。この世界が厳しいのよ。あんただって考えるべきだわ」


    　千ち鳥どりは窓際に腰をもたれ、腕を組んだ。


    「今回は相手が卵産むだけの萩はぎ原わらだったから連れてきちゃったけど……。あたしたち読み手と馴なれ合うことが、あの子のためになるとは限らないわ。忘れてないでしょ。あんたの惹ひかれたその〝噓うそつきオオカミ〟が、日ひ和よりの兄を殺したの」


    「……」


    　死体が発見され、女子中学生失しつ踪そう事件はひとつの進展を見せた。消えたもうひとりの女子中学生が見つかるのも時間の問題だろう。同じく失踪した瞑つむりもまた、恐らくは犠牲者の一人として数えられるのではないだろうか。しかし瞑の死体が見つかることはない。


    　彼は鏡の中の怪物に、食べられてしまったのだから。


    「ね、兼かね亮すけ」


    　ふいに名前を呼ばれ、兼亮ははっと顔を上げた。千鳥が窓から階下へ目を向けている。


    「なんか、外が騒がしいんだけど」


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「ぎぃぇぇえぁああっ！」


    　耳を塞ふさぎたくなるような絶叫が、校舎内に響いていた。それはあまりに凄せい惨さんで、聞く者すべての心を搔かき乱してゆく。


    　正面玄関のタイル面に倒れ、女子生徒は悲鳴を上げながら、のたうち回っていた。


    　何事かと集まった生徒たちはその姿を見て、息を呑のむ。誰もがその様子を見て、冗談や笑い事で済ませられるものではないと判断した。


    「んあぁぁぁぁぁあっ！」


    　声を嗄からし、涙を流し、苦痛に震ふるえる女子生徒を囲み、幾人かが声を挙げた。


    「大丈夫ですか!?」「何があった？」「誰か先生呼んできて」


    　その悲鳴は、階段を駆け下りる兼亮の耳にも届いた。


    　人垣の間から渦中の生徒を確認してみると、彼女は顔を両手で覆おおい隠し、スカートが[image: ]めくれるのも気にせず足をばたつかせている。


    　タイルには数滴、血けつ痕こんがついていた。


    「……顔を、怪け我がしたのか……？」


    　兼かね亮すけはその傷を確認すべく、人混みを搔かき分けて女子生徒の側そばに屈かがんだ。


    　傍かたわらには、短髪の女子生徒がへたり込んでいた。制服ではなく、ソフトボール部のユニフォームを着用している。頰ほおに涙を伝わせ「ごめんなさい」と泣いていた。


    　声を掛けてみたが、彼女はパニック状態に陥ってしまっているのか、頭を横に振るばかりで会話はできそうもない。


    　もしも、これがワーストエンド・シリーズの絵本が絡んだ事件であれば。読み手はまだ近くにいる可能性がある。千ち鳥どりが、人間の心を映す鏡の中から生徒ひとりひとりを確認しているはずではあるが、怪しい者には近づかないに越したことはない。最も怪しいのは、「ごめんなさい」と泣くこの子だろう。兼亮はさり気なく、距離を取った。


    　それから「大丈夫ですか？」と尋ねて女子生徒へ手を伸ばす。


    「ぎぃぃぃぃいいいっ！」


    　瞬間、兼亮の気配に反応したのか、女子生徒は引っ搔くようにして兼亮へ腕を振るった。反射的にその腕を受け止め、兼亮は女生徒の顔を見て驚きよう愕がくした。


    「きゃあああっ！」


    　女子生徒の顔を見てしまったのだろう。人垣から悲鳴が上がり、辺りは一層騒然とする。


    　生徒の顔には、陥没した鼻を中心にして亀き裂れつが入っていた。


    　中心から顔全体に広がるように、耳へ、顎あごへ、額ひたいへといくつもの深い溝が刻まれている。まるで陶器に、あるいはガラスに衝撃を加えてヒビを入れたかのように。広がる亀裂はしかしそれでも、出血の類たぐいは見当たらない。


    　血は、兼亮の受け止めた腕から流れていた。兼亮は、女子生徒の手の平を確認し、改めて戦せん慄りつを走らせる。彼女は、自らの手の皮を嚙かみ千切っていたのだ。


    　ふと、摑つかんだ手首の内側に、手書きの文字を発見した。マジックペンで書かれたような落書き。連なるその文字を全て確認しようと、生徒の袖そで口ぐちを[image: ]まくってみる。二行にわたって、ひとつの文章が読み取れた。


    



    〝儂わしはうるさい女が嫌い。黙らせろ。０〟


    



    「黙……らせろ……？」


    　文末には、不可解な丸が記されている。


    　女子生徒は亀裂の隙すき間まから滂ぼう沱だと涙を零こぼし、血に濡ぬれた口を大きく開く。


    「あああああああああっ！」


    　若い女性のものとは思えない、野太い断末魔が玄関に響いた。潰つぶれたカエルが声を絞るような、生に執しゆう着ちやくした霊が世を怨うらむような、恐ろしい悲鳴に兼亮は手首を離す。


    　そして、確信した。


    　──間違いない。これは、ワーストエンド・シリーズによる攻撃だ。


    　どこかで千ち鳥どりと合流しようと立ち上がったその時、人垣が割れて三人の教職員が登場した。


    「ナミナミ、こっちこっち！」


    　女子生徒たちに促され、先頭切って現れたのは長身の黒いスーツを着た男性職員。


    　悲鳴を上げる生徒の側そばに屈かがみ、声を掛ける。


    「……もしもし、私の声が聞こえますか」


    　女子生徒は変わらず顔を手で覆おおい、絶叫し続ける。


    　兼かね亮すけの視線に気づき、男は視線を滑すべらせた。甘酸っぱい、整髪料の香りがした。


    「あなたは？」


    「……あ、いえ、俺は、居合わせただけ、です」


    「彼女の身に何が起きたのか、教えてもらいたいのですが」


    「いや、俺は何も……もう見た通りです。俺も今来たばっかで」


    　男は思いの外ほか若かった。撫なでつけた黒髪に[image: ]こけた頰ほお、不健康な白い肌は一見して病弱な儚はかなさを思わせるが、均きん衡こうの取れた端たん正せいな顔付きをしている。感情の読めない瞳に見つめられ、兼亮はたじろいだ。


    　次々と集まる生徒たちは、がたいのいい、日に焼けた体育教師に統制されていく。


    「皆、落ち着け！　変に騒がないように」

  


  [image: ]



  
    　その後ろから年配の女性教員が顔を出し、黒スーツの男へと声を掛けた。


    「印いん南なみ先生、困ったわ。保健の飯いい田だ先生は今日いらっしゃらないのよ」


    　印南と呼ばれた男はスーツのポケットからハンカチを取り出し、それを女子生徒の顔へあてがった。そして平板な口調で答える。


    「私が診みましょう。救急車を呼ぶかの判断は私にお任せいただきたい。理事長に連絡をお願いします」


    　女子生徒の足の下へ腕を差し入れ、立ち上がる。黒スーツのお姫さま抱っこに、場違いな黄色い歓声が上がった。


    「……印南……」


    　思い出した。確か彼は正規の教員ではない。学生たちの心理的問題解消を専門に行う、スクールカウンセラーだ。


    　高い身長に線の細いシルエット。年齢を感じさせない眉び目もく秀しゆう麗れいたる顔立ちを以もつてすれば、憂うれいを帯びた眼まな差ざしや抑揚のない低い声も、大人の色香を漂わせる魅力として評価されるようだ。印南玄げん紀き。かの学級新聞主催の人気投票では、クラスメイトも職員の壁も乗り越えて、「執事にしたい人」第一位を獲得した人物だった。


    　兼かね亮すけは女子生徒を抱えて去ってゆく印南の後ろ姿を、呆ぼう然ぜんと見送った。


    「誰か事情を知っている者はいないか。何が起こったか説明できる奴」


    　体育教師が野次馬を見渡し声を張った。


    　兼亮はすぐにその場を離れようとしたが、運悪く肩を摑つかまれてしまった。


    「おい、笠かさ木ぎ。おまえ見てたのか？　説明してみろ」


    「いえ、俺は、何も知りません……」


    「何もってことはないだろう。見たところからでいいから言ってみろ」


    「いや、ええと……」


    　近づきすぎる大きな顔に体を仰のけ反ぞらせながら、兼亮は小さく嘆息した。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「大丈夫？　その人」


    　カウンセリングルームのソファーに女子生徒を寝かせた直後、印南は背後から声を掛けられた。振り返った先、ドアの手前には萩はぎ原わらきいろが立っている。


    「……いつからそこにいる」


    「いつからって、今からですよー？　その子何があったの？　顔を怪け我がしたんですか？」


    　きいろは嬉き々きとして質問を重ねる。その腕には、ムッと口を結んだ黒猫が、ぬいぐるみのようにぞんざいに抱かれていた。


    　印いん南なみは胡う乱ろんに満ちた瞳で、きいろを見つめる。


    「……事情は知らんが、ワーストエンドの読み手による攻撃を受けている」


    「え！　読み手は誰？」


    「わからん。少なくとも、私やおまえ以外の誰かだろうな」


    「……ナミナミ、その人の前でワーストエンドの話しちゃっていいの？」


    「ふん。この状態で聞こえているとは思えんな」


    　言って印南は、女子生徒の顔からハンカチを奪った。


    　露あらわとなった生徒の惨ざん状じように、初めてきいろは笑顔を消した。


    「これは……ひどいね」


    　カウンセリングルームは、ひとつの部屋を磨すりガラスのパーティションで区切られている。向かい合うソファーと膝ひざ丈たけテーブルの置かれた区画は主に、生徒の問診に使用される。


    　白を基調とした空間には観葉植物が並べられ、窓際には金魚の泳ぐ水槽があった。


    　部屋の奥に当たる区画は印南のデスクスペースである。パソコンデスクにファイルの棚が並べてあるだけの、無機質な空間だった。


    「その猫は？」


    　言いながら印南は、隣のデスクスペースへ行って灰皿を取り出した。それから煙草たばこを一本摘つまみ出して、マッチを擦する。


    「拾ったんです。校内に迷い込んでしまったみたいで。きいろ、動物に好かれる質たちなんですよー。ほら、こんなに仲良し。決め手はやっぱり、極上ゴーダチーズかな」


    　きいろは印南の前に立ち、スカートのポケットからチーズの欠片かけらを取り出して見せた。黒猫の鼻先へ近づけると、ひくひく鼻を動かした猫は、ぱくりとチーズを口にする。


    　その姿を印南は、ただ黙って眺めていた。チーズを食べる猫への感想を口にすることもなければ、猫を連れ込んだ生徒を咎とがめる言葉さえない。


    　きいろは唇を尖とがらせる。


    「ナミナミってつまんない。……なんか怒ってる？」


    「……喋しやべるのが得意でないせいか、少し黙っているとよく〝怒っているのか〟と訊きかれる」


    　まるで溜ため息いきをつくように、印南は大きく紫し煙えんを燻くゆらせる。


    「大抵はこう答える。〝いいえ、これが私の平常です〟。しかしだいたいの場合、胸中に渦巻く苛いら々いらを懸けん命めいに抑えている」


    「……えと、つまり、怒ってるってこと？」


    　デスクに腰をもたせ、印南は隣のブースに寝ている女子生徒を顎あごで示した。


    「説明しろ。どうしてこの学校で、私の知らない読み手が力を振るっている。校内は私の管轄のはずだが。あの男、また勝手に絵本を配っているのか？」


    「ええ？　きいろは何も知りませんよう」


    「困るんだがな、公然の場で堂々と能力を使われると。私がどれだけ慎重に事を進めていると思っている。帯おび刀なた月つき夜よへ近づくために罠わなを張り、機会を図り、どれだけの労力を使っていると……。私の計画を、おまえたちに面白半分で壊されるのでは堪たまらない……！」


    　抑揚なく印いん南なみは喋しやべる。ぞくり、とその怒りは音もなく静かに、きいろの肌を撫なでる。


    　見えない殺気に黒猫が「んなっ」と身をよじり、きいろの腕から逃げ出した。


    「だっ、だから……きいろは何も知らないんだってば」


    「……おまえはあの男のお気に入りだろう。何も聞かされていないのか」


    「知らない。……ただ、〝先生〟はこんなこと言ってたかも。『あの臆おく病びよう者ものは、いつまで経たっても帯刀月夜と接触しない。いっそ取り憑つかせた方が使いやすい』とかなんとか」


    　きいろは印南の顔を覗のぞき込み、敢あえてにんまりと笑顔を作った。〝先生〟の見下す相手に言われてばかりは悔しい。きいろは主導権を握るべく反撃する。


    「約束を守らないのはナミナミの方でしょ？　帯刀月夜から貸出カードを奪う。その条件で〝先生〟から絵本を借りたはずなのに、いつまで経っても行動しないから」


    「私の借りた能力は、心を読むあれとは相性が悪いんだ」


    「出た。そうやって言い訳してる間にさ、帯刀月夜は仲間を増やしてる。怖いんでしょ」


    「……」


    「怖いんだ？　帯刀月夜が。心を読むだけのあの子が」


    「準備が必要なんだよ」


    「大人って逃げるのは上手だよね」


    　きいろは「話にならない」とばかりに大きくかぶりを振り、両手を後ろ手に組んで踵きびすを返した。パーティション沿いに並ぶファイルの棚を漫然と眺める。


    　印南は煙草たばこを灰皿にもみ消した。


    「……それで焦じれたあの男は、この学校を舞台にひと騒動起こす気なのか」


    「さあ？　もうしてるのかも。臆病なあなたには内緒でね──〝フック船長キヤプテン・フツク〟」


    　きいろは並ぶ本の背表紙を見つめながら、肩を竦すくめて返事した。


    「さすがカウンセラーだね。難しい本が一杯」


    「前任が残していったものだ。ほとんど手はつけていない」


    　きいろは並んだ本から一冊を適当に選び、[image: ]めくってみる。白雪姫コンプレックスについて解説するものだった。『白雪姫』にいい思い出はない。きいろは顔を顰しかめる。


    「『ピーター・パン』は置いてないんですかー？　どこに隠してあるの？　見てみたいな！」


    　きいろは本を元の位置に戻し、好奇心に満ちた瞳を印南に向けた。


    「……」


    　印南はきいろを見据えたまま、ゆっくりとした口調で尋たずねた。


    「見せれば、おまえは私の願いを聞いてくれるのかな」


    「え、何？　何か産んでほしいの？　いいよ。産めるものなら何でも」


    「……」


    　印いん南なみはデスクの引き出しから一冊の絵本を取り出した。ワーストエンド・シリーズ一〇番目の絵本。鉤かぎ爪づめのフック船長が表紙に描かれた、最低な結末の『ピーター・パン』だ。


    「わーい、ありがと」


    　絵本が手渡されると、きいろは夢中になって絵本のページを[image: ]めくる。


    　印南はその横顔に話しかける。


    「私はあの男から絵本を受け取った。帯おび刀なた月つき夜よから貸出カードを奪うことを条件に。だがそれはまだ適かなわない。確かに。認めよう」


    「……んー？」


    　きいろは絵本に視線を落としながら、おざなりに返事する。


    「だがその方法や期限などの条件は受けていない。あの男の手て駒ごまになるつもりもない。私は私のやり方でやるよ。〝フック船長キヤプテン・フツク〟の能力を最大限に生かした、最も効率がよく、最も確実なやり方で」


    　カウンセリングルームは静寂に満ちている。隣のブースで横になる女子生徒の、時折聞こえる呻うめき声だけが、やけに大きく響いていた。


    「だから、その邪魔をされるのは我慢ならない。あまつさえあの男は私に悪役を取り憑つかせようなどと言う。私はいよいよ孤立するというわけか」


    「そうだねー。だから頑張って〝先生〟の期待に応えなきゃ」


    「帯刀月夜を殺し、貸出カードを手に入れろ、と」


    「絵本を借り続けるにはそれが必要なんだから」


    　きいろは絵本を読みながら、最も早はや格下と見ている印南に視線を送ることもない。しかし印南の次のひと言で、ページを[image: ]る指が止まった。


    「だが貸出カードは、おまえも産めるそうじゃないか」


    　きいろは顔を上げる。


    「……なんで、知ってるの？」


    「おまえに産んでもらえば、帯刀月夜を殺さなくても、あの男に従わなくとも、絵本を使い続けることができるじゃないか」


    「なんで……知ってるのって訊きいてるの！　小こ雨さめさんや色いろ葉はさんに何かしたの!?」


    　印南は人差し指を唇に添え「静かに」というジェスチャーをする。


    「何もしちゃいない。ちょっと、傷をつけて、話を聞かせてもらっただけだ」


    「……産まない。きいろは、あんたなんかのためには産んであげない」


    　きいろは印南へ『ピーター・パン』を投げつける。


    　絵本をキャッチした印南は、きいろとは対照的に泰たい然ぜんとして一歩足を踏み出した。


    「やれやれ。私としては穏おん便びんに仲間に引き入れたいところなんだがな。醜い言い争いは嫌いなんだ。誤解されがちだが、〝フック船長キヤプテン・フツク〟というキャラクターは戦うことが好きなのではない。勝つことが好きなんだよ。圧倒的力でねじ伏せ、踏みにじり、ちっぽけなその尊そん厳げんをぐちゃぐちゃに、陵りよう辱じよくするのが好きなんだ」


    「んあっ……！」


    　伸ばしたその腕できいろの首を絞め、引き寄せる。


    　印いん南なみはもう一方の腕をきいろの腹部へ添えて、囁ささやいた。


    「……産んでもらえないのなら、無理やり取り出すか。金の卵はこの中に？　腹を裂さけば出てくるんだったかな」


    　腹部にあてがわれたその手には、いつの間にか銀のペーパーナイフが握られている。


    「裂いたけど……出て、きませんでしたって話だよ、バカっ……！」


    　きいろは力の限り暴れ、印南の腕を振り払った。尻しり[image: ]もちをつき咳せき込んで、すぐに立ち上がり隣のブースへ逃げる。


    「しっ、信じらんない！　きいろを殺そうとしたっ！　〝先生〟に言いつけてやる」


    「しー……──」再び人差し指を唇に添えて、印南はじっときいろを見据えた。


    「──騒ぐな。ちょっとお願いしただけじゃないか」


    　最も早はやきいろは聞く耳を持たず、乱暴にドアを開けて出て行った。


    　残された印南は大きく息をつき、ソファーに横たわる女子生徒を見下ろす。彼女の手の平から流れる血液が、ソファーを汚していた。


    　顔を隠すその腕を取ると、亀き裂れつの入った痛々しい顔が露あらわになる。すると女子生徒は再びわあわあと喚わめき始めた。このような状態であっても光は感じるのだろうか。生徒は眩まぶしそうに天井の蛍光灯から目を背そむける。


    「んあああああああっ！」


    「黙れ……！」


    　耳に障さわる呻うめき声に、印南はナイフの先端を生徒の首筋に突き立てた。


    　しかしすぐ耳元に小鳥の鳴き声を聞き、手を止める。ピヨ、ピヨピヨ。印南は、自分にしか聞こえない声にひとりごつ。


    　つい、熱くなってしまう。これは自分の悪い癖だ。きいろを脅おどしたのも失敗だった。


    「……取り憑つかせた方がマシ、だと……」


    　読み手たちから〝先生〟と慕われるあの男が、何を企たくらんでいるのかはわからないが、冷静に対処しなくてはならない。冷静に、冷静に。


    　熱くさえならなければ、自分の持つこの能力は無敵なのだから。


    　印南は自分に言い聞かせ、ペーパーナイフをしまった。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　──黒猫を抱いた子は、保健室のある方へ向かった。


    　日ひ和よりは生徒から得た情報を元に、廊下を歩いていた。


    　しかし保健室に向かう途中、ある教室から聞こえたカリカリという音に足を止める。まるで閉じ込められた猫が、ここから出してくれとドアを引っ搔かいているような。


    〝きみはひとりじゃない〟と切り絵の貼はり紙が入り口に貼られている。ドアの上部にあるプレートには、カウンセリングルームと書かれていた。


    「……すみませーん」


    　ドアを小さくノックして、日和はそっとドアを開けた。途端、するりと黒猫が足元へ飛び出してくる。


    「シュシュ！　どうしてこんなとこに……心配したんだから」


    　日和はシュシュを抱き上げ、頰ほおずりする。直後に、部屋の中から呻うめき声を聞いた。女性が熱でうなされているかのような、苦しそうな声だった。


    　耳をすませると、ポコポコと水槽のポンプ音が聞こえる。他に人はいない様子だ。


    「……？　失礼します」


    　日和は恐る恐るカウンセリングルームへ足を踏み入れた。そしてすぐにソファーに寝かされている生徒を見つけ、息を呑のんだ。


    　ソファーから投げ出された腕は赤く染まり、床にぽたぽたと雫しずくを垂らしている。それ以上に驚いたのは、その顔である。血の気の引いた真っ青な顔色。止めどなく流れる涙。半開きの口からは絶えず嗚お咽えつが漏もれている。何よりも異様なのは、顔の中心へ衝撃を受けたような亀き裂れつが入っていることだ。


    　怪け我がや病気ではないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。これは、「鏡の中に入る」や「女の子の口内から銃を取り出す」と同じ類たぐいの怪異現象──。


    　不意に廊下を歩く足音を聞き、心臓が跳はねる。日和は咄とつ嗟さにシュシュを抱いて、パーティションで区切られた隣のブースに身を潜ひそめた。


    　ばくばくとうるさい胸を押さえて、息を殺す。


    　カウンセリングルームのドアを開けたその人物は、ソファーの側そばへ足を運んだ。磨すりガラス越しにその様子を窺うかがう。高い身長に黒いスーツ。その男性は、テーブルに救急箱を置いて、呻き声を上げる女子生徒へ手当を行っているようだ。


    　血を流していた彼女の腕へ、男が包帯を回しているのが覗うかがえた。


    　彼が彼女をあんな目に？　日和はファイル棚の陰に身を潜めて[image: ]かつ藤とうする。思わず隠れてしまったが、見たところ男は女子生徒を介抱している様子。ならば読み手ではなく、読み手に襲われた生徒を、ただ助けようとしている教師なのではないか。


    　出て行こうかと迷っていると、目の前のデスクに、一冊の絵本を発見した。


    　──そんな。


    　薄く、正方形に近いその絵本は深緑色をしている。いつか千ち鳥どりに見せてもらった『白雪姫』と同じ形状をしていた。表紙には、鉤かぎ爪づめを構えた海かい賊ぞくが描かれている。


    　もしも、これがワーストエンド・シリーズなら。


    　それは月つき夜よや兼かね亮すけが必死になって探している重要な絵本だ。こういとも簡単に自分の前に現れるなどあり得るのだろうか。


    　日ひ和よりは足元にシュシュを降ろし、自然と惹ひかれるように、絵本へ手を伸ばした。


    　その一ページ目を[image: ]めくってみる。右側に現れたのはベッドで眠る三人の子供たち。左側には横書きの文章があった。


    



    　きのうよりはあした。あしたよりはあさって。夜、目をとじるたびに子供たちは年をとる。子供たちは大人になってゆく。それは世界のきまりなのです。たったひとりを、のぞいては。


    



    　改めて絵を見てみると、子供たちの眠る寝室の窓に、ひとりの少年が立っていた。


    　日和はこの話を知っている。彼は年を取らない世界で唯一の少年。なくした自分の影を捜しにウェンディの家を訪れた、ピーター・パンだ。


    　ピーター・パンはウェンディたち姉弟を、どの地図にも載っていない島、ネバーランドへと招待する。そこは妖よう精せいや様々な動物たち、また珊さん瑚ご礁しようを住すみ処かとする人魚などが暮らす不思議な島。ピーター・パンたちはこのネバーランドを舞台に、数々の冒険を繰り広げるのだ。


    



    〝子供は誰も、わしを愛しはせぬ〟フックはさけびました。〝しずかにしろ不作法なガキども。さもなくば貴様らの胴中に、いかりをぶち込んでくれるぞ！〟


    



    　物語の中で、ピーター・パンの最大の敵として描かれているのが、フック船長だった。右手をピーター・パンに切り落とされ、それをワニに食べさせられてからは執しつ拗ように彼を憎み、追い続ける悪役。その性格は非情にして冷酷。気に食わない者は、右手首の代わりに付けた鉤爪で容よう赦しやなく切り捨ててゆく。その残酷な鉤爪を以もつて手下たちを従える、海賊の船長である。


    　物語のクライマックス。卑劣なフックはウェンディを人質にし、ピーター・パンを海賊船へとおびき寄せる。


    　ピーター・パンは勇ゆう猛もう果か敢かんにフックの挑戦を受け、激しい剣けん戟げきの末、フック船長を海賊船の外へ追いやる。フックは突き落とされた先に待ち構える時計ワニに食べられ、飲み込まれる。


    　こうして物語はピーター・パンの大勝利に終わる、はずだった。


    　だが、日和は思いがけない一文に顔を顰しかめる。


    「何……これ……」


    



    　楽しいことがおもいうかばず、飛ぶ力を失ったピーター・パンは、海へと真っ逆さま。大きく口をひらいた時計ワニに、食べられてしまいました。


    



    　日ひ和よりは青ざめた。違う。これは自分の知っているお話ではない。


    　文章と対になるページには、少年ピーター・パンがワニに食われている残酷な絵が添えられている。


    　この絵本において、最後に笑うのはフック船長。哀れなウェンディはフックとその手下たちのものとなり、子供たちの島、ネバーランドは海かい賊ぞくによって占領される。


    　妖よう精せいも、ピーター・パンの仲間だった子供たちも皆次々と捕まり、殺されてゆく。救いようのない結末に、胸が痛くなる。


    　本に触れていたくないとさえ思った。すぐに手放したい衝動にさえ駆られた。これは紛まぎれもなく、ワーストエンド・シリーズだった。読んではいけない、最低な絵本だった。


    「何をしている」


    「ひ」


    　突然背後から聞こえた声に、日和の肩が跳はねる。


    　恐る恐る振り返るとそこに、黒スーツを着たあの男が立っていた。


    「あ……あの……」


    「ここの生徒じゃないな」


    「……すみません。あの、私、学校説明会に……来て……迷子になってしまって。ごめんなさい、すぐに出て行きます。行こ、シュシュ」


    　日和は頭を深く下げ、男を通り越してドアへと走った。黒猫シュシュがその後を追う。


    　印いん南なみはその姿を目で追った。小柄な体に中学校の制服。背には子供らしい桃色のリュックを背負っている。学校説明会……？　そんなもの、行われていただろうか。


    「……待て」


    　印南の低い声が、日和の足を止める。


    　デスクへと視線を移すと、そこにあったはずの『ピーター・パン』がなくなっている。


    「おまえ、何を……」


    　視線を戻した先、日和はドアを開け放ち、廊下へ駆けてゆく。


    　冷静に。印南の耳元で、小鳥が鳴いて忠告する──冷静に。冷静に。


    　何が起こった……？　今、自分は何を失った。振るった右腕が窓際の水槽を切り裂さき、ガラス面の擦すれる不快音が鳴り響いた。傷ついた水槽は決けつ壊かいし、水と金魚が流れ零こぼれる。


    「……ガキが」


    　手袋をした右手にペーパーナイフを握ったまま、印いん南なみは廊下へ向かって足を踏み出した。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　体育教師に捕まってしまったのは不本意だったが、収穫はあった。夕陽の当たる廊下を歩きながら、兼かね亮すけは顔に亀き裂れつの入った女子生徒の友人──ユニフォームを着た、短髪の彼女の話を整理していた。


    　盗み聞きしたところによると、二人は[image: ]そろってソフトボール部の部員であるらしい。


    　サボりがちだった女子生徒は今日も部活を休み、帰ろうとしていた。それを短髪の子に見つかり、玄関先で口論になったという。


    「またサボるの？」「やめちゃえば？」「やる気ない人がいても困るんだけど」短髪の子はけんけんと女子生徒を一方的に責め立てた。彼女は俯うつむき、答えようとしない。


    「黙ってちゃわからないじゃない」「何とかいいなさいよ」「聞いているの？」


    　すると、「あ」とそっぽを向いた彼女が声を上げる。釣つられて短髪の子も視線を追った。木製の靴箱のその側面で、落書きが蠢うごめいていた。


    　──〝儂わしはうるさい女が嫌い。黙らせろ。〟


    　文字は女子生徒へ飛びかかり、見る見るうちにその手首へ移動したのだという。


    　直後に聞こえた、カランという音に振り向くと、玄関のタイル面にバットが転がっていた。


    　バッドを使って黙らせろと、そういう意図を感じたと、短髪の子はしゃくり上げながら説明した。


    　結局、女子生徒はバットを握りさえせず、文字を払おうとパニックになっていたところ、急に顔を覆おおって叫びだした。


    　それは実にオカルトチックな話だった。当然教員たちは信じようとはしない。短髪の子は懸けん命めいに説明を続けたが、その話にあった落書きも、突然現れたバットも、いつの間にか消えてしまっているのだから証明のしようがない。


    　思い出すのはひたむきに訴える短髪の子の泣き顔。可哀かわい相そうに。超常現象を話したところで、他人の理解を得るのは難しいだろう。だがあの様子を見れば、彼女は読み手ではなさそうだ。


    　廊下を部室に向かって歩いていると、不意に駆けてくる足音を背中に聞く。


    「そこの人ー！　ちょっと、そこの人っ」


    　振り返った途端、「助けてっ」と両腕が伸びてきた。ふよと柔らかな感触に包まれる。


    「のわっ……出たな萩はぎ原わらきいろ……！」


    　手首を摑つかまれた兼亮は、すぐ側そばの女子トイレへと引き[image: ]ずり込まれた。


    「お、おいっ！　何のつもりだ」


    　あれよあれよと個室の便座へ座らされ、鍵かぎが閉められる。


    　きいろは何の躊躇ためらいもなく兼かね亮すけの膝ひざに跨またがってくる。そして「怖かったよう」と甘い声を出し、兼亮の首に腕を回し抱きついてきた。膝に、ほどよい重みが掛かる。


    「……おうい。おまえは何だ。発情すると誰彼構わずトイレへと引き[image: ]ずり込むのか。そういう生態なのか。アウトだ。人としてアウトだ」


    「ガチョウとしては？」


    「ガチョウでもこんなにビッチではないだろうよ」


    「やん。でも抱きつくのは、兼亮くんだからだよ？」


    　きいろは回した腕に力を込め、兼亮の耳元に囁ささやいた。


    「……やだ。きいろのドキドキ、伝わっちゃう……」


    「……俺のドキドキも伝わってるかな。いつスタンガンを当てられるかっていうこの恐怖」


    「もう持ってないよう。千ち鳥どりさんに蹴けり飛ばされちゃったじゃん」


    　兼亮は、力尽ずくできいろを引き剝はがす。


    「おまえな。じゃあ一体何企たくらんでるん──」


    「しーっ……」


    　きいろは兼亮の口先に人差し指を押し当てた。それからトイレ内の様子を窺うかがい、耳を澄ませる。


    「……うん、大丈夫。追っ手は来てないみたい……」

  


  [image: ]



  
    「……誰に追われてるんだよ……」


    　兼かね亮すけは冷めた視線できいろを睨にらみつける、振りをする。


    　冷めた視線、冷めた視線……と胸中に唱える。[image: ]う闊かつ。本当にドキドキしてしまっている。なんせ狭い個室に二人。この女、なぜ膝ひざに乗っている。近すぎるのだ。甘い匂においが、するくせに。


    　自分に言い聞かせる。こいつは、敵だ。


    「取り敢あえず、どけ。いいか、俺はもう[image: ]だまされ──」


    「あのね、兼亮くん……」


    　僅わずかに瞳を潤うるませて、きいろは声を潜ひそめた。


    「きいろに産ませてほしいの。兼亮くんとの……卵」


    「嫌だっ……！」


    　仰のけ反ぞる兼亮。


    　その縋すがるような甘い表情に惑わされるものかと、視線を外して下を向く。自身の下半身が二つの白い太ふと股ももなどに挟はさまれている。くそっ！　[image: ]闊。兼亮は歯は嚙がみする。この女、無防備すぎるのだ。むちむちしてるくせに。


    　こいつは敵だ。何度も自分に言い聞かせる。もう二度と[image: ]されるものか。


    「何がしたいんだよ、おまえは……。順を追って説明しろ。まず誰に追われて──」


    「フック船長だよ？」


    「……フック？　ワーストエンドの読み手に追われてるのか」


    　フック船長といえば、児童文学『ピーター・パン』に登場する悪役だ。


    　きいろは大きく頷うなずく。


    「うん。貸出カードを産めって、言われて……無理やり、首を絞められて」


    「……首、締められたのか……？」


    　見ればきいろの白い首筋には、赤く絞められた手の跡がついていた。


    「うん、ひどいの。……きいろは一日に一個しか産めないから……。だからあんな奴の卵産むくらいなら、兼亮くんのを産んでしまおうと、思って」


    　きいろはそっと目を伏せて、悔しそうに唇を嚙む。


    「あいつには、産みたくないって言ったんだ。きいろだって、誰のでも産みたいってわけじゃないんだ。そんなビッチじゃないんだよ？　きいろは……本当は好きな人のしか……」


    「萩はぎ原わら……」


    「やん。きいろって、名前で呼んで」


    「……きい」コンコン。


    　突然響いたノックで、兼亮ははっと我に返った。


    　コンコン。確実にこの個室のドアが叩たたかれている。


    　コンコン、コンコン。ノックは続く。二人は密着したまま、緊張に硬直した。


    　兼かね亮すけはきいろに耳打ちする。


    （〝フック船長〟って女なのか？　ここ女子トイレだぞ？）


    （あいつは女子トイレまで追ってくるような男だよ。下げ劣れつなの）


    （下劣……）


    　きいろを膝ひざに乗せたまま、兼亮は固かた唾ずを呑のんだ。見上げた先では、きいろがぷるんとした厚い唇をきゅうと固く閉じている。が、くそっ、それでシリアスモードのつもりか。どうも真剣みに欠ける。兼亮はきいろを睨にらみつけた。


    （……おまえ。本当に追われてるのか？　また[image: ]だまそうとしてるんじゃないだろうな）


    （ひどいっ。きいろは、ホントは噓うそつくの、嫌いなんだよ？）


    　コンコン、ゴンゴン。ゴン、ゴンッ。ノックが気持ち強くなってきている。


    　きいろの証言だけでは今ひとつ信用できないが、ドア一枚隔へだてた向こう側に敵がいるというのなら、いよいよ戦う覚悟を決めなくてはいけない。兼亮ひとりであればオオカミの変身能力で逃のがれられる可能性もある。だがきいろを、他人を変身させることはできないのだ。


    （おい、せめてフックの能力を教えろ）


    （さあ、わかんないけど？）


    （ふざけんなよ、おまえちくしょう……！　少しは役に立てよ）


    （え……？　な、何を産みます？）


    　付ふ箋せんとペンを取り出すきいろ。兼亮は苦い顔をする。


    （……何が産めんの？　手榴りゆう弾だんとか？）


    （ムリだよ。手榴弾って卵より大きいよ？　ちょっと考えてもみてよ。女子高生のスカートの中から手榴弾って……ふふっ。ムリムリ、きいろ殺人兵器じゃないんだから）


    　なんで笑ってんだよ、こいつは。声を殺して笑うきいろが、兼亮は憎たらしくなった。思わず、そのもちもちとした両ほっぺたを抓つねる。


    （じゃあ何が産めるんだよ、お、ま、え、はっ）


    （あううっ、ひどいぃ）


    　すると不意に、ノックが鳴り止やんだ。


    　諦あきらめたのか、と兼亮が思った次の瞬間、天井とドアの隙すき間まから、フェレットの顔が覗のぞく。真っ白なフェレットの、真っ黒でつぶらな瞳。視線が合い、兼亮は凍りついた。


    　──やばい。あれは生い駒こまさんの、スノーホワイトじゃないか。


    　見つかりたくない。なぜか絶対、怒られるような気がした。


    　スノーホワイトはきいろのうなじへと着地。きいろが「やんっ」と艶なまめかしい声を上げた直後にドアの取っ手へ飛び移り、器用に鍵かぎを外した。


    　ドアはゆっくりと開いていく。


    　その向こうに立つ、生駒千ち鳥どりの姿が徐々に見えてくる。


    　兼かね亮すけはきいろを膝ひざに抱いたまま、気持ち悪いと評判の笑みを作った。


    「……何してんのよ、あんたたち」


    　偽りでない本物の冷たい視線に、作り笑顔が、痙けい攣れんする。


    



    「抱かれてました」


    　きいろがしゅんと項うな垂だれて言う。兼亮はすかさずその頭をはたいた。すぱん。


    「言い方がよくねえ！」


    「……ふええ」叩たたかれた頭を撫なで涙するきいろ。


    　トイレ前の廊下に並んで立つ兼亮ときいろへ、腰に手を当てたちび千ち鳥どりの、[image: ]さげすんだ視線が注がれる。


    「……へえ。抱いてたんだ。やらし」


    「いやいや……こいつに、無理やり連れ込まれたんですよ。信じてください」


    「ごめんなさい、千鳥さん。きいろ、ただ、産みたかったんです……兼亮くんとの、その……ごにょごにょ」


    「濁すなよ卵だろ！　いや卵ってのもちょっとおかしいけど」


    「……へえ。学校のトイレに隠れて、卵産ませてたんだ。やらし」


    「何か……トゲがあるな。そんなに怒らないでくださいよ」


    「はあ？　何であたしが怒るわけ？　別に好きなだけ子作りでも何でもすればいいんじゃないの？　思わぬところで胸キュン捕獲作戦大成功だわ。ぶっ殺すよ？」


    「怒ってるでしょ！　子作りとかそうじゃなくて、事情があるんです。ほら、おまえからもちゃんと生い駒こまさんに説明しろって。フック船長がどうとか……」


    　兼亮の口をついた悪役の名前に、千鳥は眉まゆを寄せる。


    「フック船長？　それが、あの玄関前で女子生徒を襲った悪役？」


    「違うよ。あれは〝フック船長キヤプテン・フツク〟とはまた別の能力。別の読み手だよ」


    　千鳥の疑問に、きいろが首を横に振って答える。


    「きいろもフックに訊きかれたんだよ。こいつは何事だ、ってね。日常を壊したくないフックにとって、学校での騒ぎは迷惑でしかない。だからキレてる」


    「キレてるって……誰に？」


    「騒ぎを起こした読み手と、そいつに絵本を渡した〝先生〟にですよ。学校はフックのテリトリーだったからね。だからきいろだってわざわざ、月つき夜よさんを『ハンプティ・ダンプティ』まで連れ出したでしょ？」


    　きいろは隣の兼亮に首を傾かしげてみせる。罠わなに嵌はめられ、月夜を窮地に陥れてしまった当人である兼亮としては、返す言葉もない。


    「……おまえは、その新しい読み手のことは知らないのか？」


    「知らない。〝先生〟が誰に絵本を渡したのかなんて、見当もつかないや」


    　首を振るきいろに、今度は千ち鳥どりが尋たずねる。


    「絵本は全部配られたの？　『竹取物語』は、誰が持ってんのよ」


    「やん。きいろは何も知りませんよう。それに知っていたとしても、言うはずないじゃないですか。だってきいろたち、敵同士なんですから」


    　きいろはにんまりと笑ってみせた。悪役らしい悪い顔だ。


    　窓からは赤い夕焼けが差し込んでいた。


    　自然と円になった三人の足元から、影が長く伸びている。


    「……まあいいわ。取り敢あえず、目先のことを考えましょう」


    「少なくとも二人、いるってことですね。今、この学校に俺たちの知らない読み手が」


    「玄関先で騒ぎを起こした[image: ]なぞの読み手は、その〝フック船長〟とチームを組んでるってわけじゃないのね。一般の生徒を攻撃した目的は何なのかしら？　やっぱり月つき夜よの襲撃？　玄関先で騒ぎを起こすことに意味があるようには思えないけど」


    「帯おび刀なたさんに報告するべきですね。まだ追試してるのかな……。日ひ和よりちゃんにも、戻ってくるよう言わないと」


    　兼かね亮すけはポケットから携帯電話を取り出し、月夜の番号を捜す。


    　今度はきいろが疑問符を打った。


    「日和ちゃんって？」


    「中学生の女の子だよ。見なかったか？　ほら、階段でおまえを通せんぼしてた。猫を捜して校内を徘はい徊かいしてると思うんだけど」


    「猫？　猫って黒猫？　赤い首輪した、太った子？」


    　きいろは、両手で胴回りに付いた贅ぜい肉にくのジェスチャーをしながら尋ねる。


    　兼亮が頷うなずくと、きいろはぱあっと顔を明るくして声を上げた。


    「その猫ならきいろ見たよ！　チーズをあげてね、仲良くなった、んだ……けど……まだ生きてるかな……」


    　しかしすぐに暗い顔へと変化して、兼亮と千鳥から視線を外してしまった。


    「生きてるかなって、ちょっとそれ、どういうことよ？」


    　千鳥がきいろに詰め寄ったのと、兼亮の握る携帯電話が振動したのはほぼ同時だった。


    　届いたのは一通のメール。差出人は、〝煮に雪ゆき日和〟と表示されている。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    『ピーターパンを持って理科室に隠れてます。早く来て！』


    　携帯電話を握り締めながら、理科室の後方に追い詰められた日和は、印いん南なみを睨にらみつけた。制服の下に隠していた『ピータ・ーパン』はリュックに入れ、携帯電話と一緒に強く胸に抱いている。


    「……大きな声、というのが苦手なんだ」


    　呟つぶやく印いん南なみへ、日ひ和よりの足元の黒猫シュシュが「んなあ、んなあ」と全身の毛を逆立てる。


    　印南はスーツの内側から、コンパクトケースを取り出した。


    「……ほら、春が来ると近所の猫が発情してにゃあにゃあ喚わめくだろう。昼夜問わずにゃあにゃあ、にゃあにゃあ、場末の売ばい女たのように甘い声で節操なくさ。みっともなく、滑こつ稽けいで──。ああいうのが苦手でね。頭に血が上り抑えられなくなることがある」


    「んなあっ！」


    　ひと際大きく鳴いた黒猫へ、印南はケースから取り出したペーパーナイフを投とう擲てきした。


    　とん、とナイフはゴムマットの床に突き刺さる。紙一重でナイフをかわしたシュシュは、机の間を一目散に逃げてゆく。


    「やめてっ！」


    　堪たまらず日和は叫んだ。


    「冷静に、冷静に。私はいつも自身に言い聞かせる。熱くなるのはいけない。熱くなるといつも失敗するんだ。……殺さなくてもいいものをつい、殺してしまったりね」


    　薬品のにおいの充満する理科室は、緊迫した空気に包まれていた。


    　遮しや光こうカーテンに閉ざされた理科室は暗かったが、印南は電気を点つけようはしなかった。まるで幽霊のように、その不健康な青白い肌とシャツが暗くら闇やみに浮かぶ。


    　光を灯ともさない憂うれえた双そう眸ぼうは、じっと日和に向けられていた。


    　日和の背後には、腹を切り裂さかれたカエルや、ネズミの標本などが並ぶガラス戸がある。その扉に背中が付いて、ガシャンと扉が大おお袈げ裟さな音を立てて揺れた。


    　印南はケースに並ぶペーパーナイフを選びながら、独ひとり言のように滔とう々とうと呟く。


    「ところで考えていたんだ。どうして、校内に迷い込んだ中学生が、絵本を持ち出したのか。なぜ何も知らない子供には何の価値もない『ピーター・パン』を、盗み出したのか。気に入ったのか？　残酷な物語に惹ひかれたのか？　いや違う、違うな。何も知らないんじゃない何の価値もないんじゃない、そうだな」


    　ケースから新たなペーパーナイフを摘つまみ取り、印南はひとり、得とく心しんして日和を見た。


    「──おまえ、煮に雪ゆき日和だろう」


    　思いがけず名前を当てられ、日和は鳥肌を立たせる。


    「……どうして、私を知っているんですか」


    「知っているとも。おまえの兄、煮雪瞑つむりはよくカウンセリングルームを訪れていたからな。失しつ踪そうする直前まで何度も、何度も。足あし繁しげく通ってくれたよ彼は。心に、悩みを抱かかえていたようでね、日和さん。そう呼んでも、構わないかな」


    　印いん南なみは独特のアクセントで淡々と喋しやべる。喋りながら一歩、足を進める。


    「……来ないで」


    「日ひ和よりさん、そうかおまえが、瞑つむりくんの妹か。彼と面談した時にはどうも、正直言ってピン、と来なかったんだ。だがカウンセラーというのは否定をしない。間違っている、異常だ、おまえはおかしいなんて言葉を使わない。『おまえは気が触れている』なんて。決して言わないんだよ、日和さん。そう、たとえ妹を食べたい、異常者に対してもね」


    　印南の言葉の緩かん急きゆうに酔よわされて、日和の心は揺れた。


    　瞑の名前を出された時には、自分の名を呼ばれた時以上に動揺した。


    「……しかし、なるほど実際、妹を目の前にして、彼の気持ちも汲くめる。煮に雪ゆき日和、おまえは夭よう々ようたる桃花のように芳かぐわしく、その果実のように瑞みず々みずしい。ひと口、齧かじってみたくなる衝動も頷うなずける、そうか、おまえが……瞑くんがおかしくなった、原因か」


    「……」


    　カチと合わさった歯の音で、日和は自分が震ふるえていることに気づく。


    　足に力が入らず、気を抜けばその場に崩くずれ落ちてしまいそうだ。目を強く閉じたいと思った。何も見ず、何も聞かず、助けが来るまでじっと体を丸めていたいと願った。


    　しかし印南の闇やみより深い瞳どう孔こうは、それすらも許してはくれない。


    　じっとこちらを見つめる二つの深しん淵えんから目が離せない。視線を外すことができない。


    「それで。どんな気分だ日和さん。兄の正体を知って世界はどう変わった。愛すべき兄の過あやまちはおまえの世界を何色に染めた？　信じていた兄に裏切られ、あまつさえ瞑くんはおまえを捨てて逃げた。ああその悲劇は、黒光りするオオカミの鉤かぎ爪づめは、おまえの心をくしゃくしゃに切り裂さいたろう？　悲しいか。それとも、悔しいか」


    　印南は眉まゆ尻じりを下げ、さも日和を憐あわれむようにかぶりを振る。


    　日和は奥歯を嚙かんで恐怖に耐える。兄への侮ぶ辱じよくは許さない。許したくはない。


    「悲しく、なんかない。兄は最後に笑ってた。だから私は、兄の決意を、悲劇だったなんて言いたくはない」


    　印南はぽかんと口を開けたまま間を作った。


    「……驚いた。おまえはまだ、この世界が明るいと信じているのか。なんと強く、[image: ]たくましく、……滑こつ稽けいな子だ」


    「……あなた、みたいな、悪役に」


    　日和は負けじと声を張る。


    「あなたなんかに、負けない。負けるもんか。……兄は、悪には絶対に負けないんだ」


    　堪こらえていた涙が堰せきを切ってぼろぼろと流れ、頰ほおを濡ぬらした。


    　日和は恐怖に抗あらがい叫び続ける。


    「兄は、悪の心と戦ったんだ。あなたみたいな悪役とは違うんだ……！」


    「同じだ浅ましい子供よ。おまえの兄は、正義面を被かぶった噓うそつきなオオカミだった」


    「違う！　あなたは兄のことを何もわかってない。滑こつ稽けいなのは、あなたの──」


    「調子に乗るなよガキがっ！」


    　日ひ和よりは肩を跳はねさせる。その言葉は、印いん南なみの怒ど号ごうにいとも簡単に搔かき消されてしまった。


    　印南は日和の額ひたいを左手で押さえ、右手のペーパーナイフの先端をその喉のど元もとに突きつける。そうして震ふるえる日和へ声を沈めて、囁ささやくのだ。


    「ああ日和さん。大きい声は、苦手なんだ。つい、熱くなってしまう、つい──」


    　じり、と喉元に刃が当たる感覚。日和は恐怖に顔を歪ゆがめる。


    　涙が[image: ]あふれ、視界に映る全てが歪んで見えた。


    　死ぬのかもしれない。それでもまだ、言いたいことがある。日和は口を開いた。


    　世界はそんなに悲しくない。悲劇ばっかなんかじゃない。悪役に取り憑つかれた恐怖にも、永遠の別れにも耐え、最後に兄は、笑ったんだ。


    　その全ての言葉は、嗚お咽えつとなって漏もれた。詰まって言葉に、ならなかった。


    　首に当たるペーパーナイフに一層力が込められ、日和は目を瞑つむった。


    　──日和を守って、兄ちゃん……！


    「屈かがんで、日和」


    　何の前触れもなく、それは背後から聞こえた。


    　印南の手首を真っ白なフェレットが[image: ]はい上がり、驚いた印南は踵かかとをさげる。


    「……なっ、なんだこれは、どこから……？」


    　日和が背にするガラス戸を鏡面として、飛び出したのはちび千ち鳥どりだった。


    　そのまま日和の頭上を飛び越えて、印南の前に着地する。印南の体から離れたフェレットは、母親の元へ駆ける。白いフェレット──スノーホワイトを肩に乗せ、千鳥は日和へ振り返った。


    「怪け我がはない？　日和」


    「ち、千鳥ちゃん！」


    「〝ちゃん〟はやめなさいってば」


    「じゃ、作戦隊長……？」


    「うむ、悪くない」


    　日和を背に守るように、千鳥は前へ出た。


    「よくも私の可愛かわいい隊員を泣かせてくれたわね。印南玄げん紀き──カウンセリングの先生が〝フック船長キヤプテン・フツク〟だなんて……世も末だわ」


    「……生い駒こま千鳥。〝いじわる王妃ウイキツド・クイーン〟か」


    　理科室前方のドアが乱暴に開き、息を切らした兼かね亮すけが顔を出す。


    「日和ちゃん！　よかった、間に合った」


    　振り返った印いん南なみは憎々しげに呟つぶやく。


    「笠かさ木ぎ兼かね亮すけ……〝噓つきオオカミライアー・フアング〟と、その後ろにいるのは……〝金の卵を産むガチョウゴールデン・エツグス〟……おまえ、何のつもりだ」


    「わ。むっちゃ怒ってる」


    　臓ぞう腑ふに響く印南の低音に、きいろはびくりと兼亮の背中に隠れた。


    「全て台なしだ……！　私がこの身を隠すのにどれだけの労を重ねてきたと──」


    「だってナミナミ！　〝先生〟と喧けん嘩かするんでしょ？　きいろは〝先生〟の味方だもん。自分で気づいてないの？　ナミナミの味方はもう、どこにもいないんだよー？」


    　きいろの軽口を黙らせるかのように、印南はペーパーナイフを投げた。しかしその先はきいろではなく、日ひ和よりと千ち鳥どりのいる方向。「きゃっ」と悲鳴を上げて、日和が頭を下げる。


    　ぴし、と乾いた音をたて、日和の背後のガラス戸にナイフが突き刺さる。


    「やはり……その腹を裂さいておくべきだったかな」


    　言いながら印南は、コンパクトケースから新たなナイフを補充する。


    「ほら……ね。下げ劣れつでしょ？」


    　きいろは兼亮の背に顔を引っ込める。


    「人を盾たてにして挑発するなよ……おまえは」


    　一度きいろに[image: ]だまされている兼亮としては印南に同情したいところだが、今のところ最大の脅きよう威いはこの、〝フック船長〟だ。ガラス戸を割ることで千鳥の退路を断った。奴の一番の目的は『ピーター・パン』の奪だつ還かん。狙ねらわれるのは日和、そのリュック。


    　千鳥と日和は、理科室の奥に追い詰められた形となる。


    　印南が、二人の方向へ足を踏み出す。


    　同時に、兼亮は叫んだ。


    「生い駒こまさん！　日和ちゃんを逃がすこと優先に」


    「わかってるわよ、バカ」


    　敵一人に対して、こちらはワーストエンドの読み手が三人。数的には有利だが、能力戦において数は重要でないことを前回の戦闘で学んだ。状況はむしろ不利だ。相手の能力がわからないばかりか、今回はこちらの読み手三人とも、戦闘を得意とする能力ではないのだ。


    　逃げるべく、兼亮は武器を探して理科室を見渡す。


    



    「日和、走るよ」


    「うん」


    　千鳥が手を取ると、日和はその小さな手を強く握り返す。二人は遮しや光こうカーテンの閉じる窓際へ逃げた。カーテンを開ければ窓ガラスがあるはず。現実を映す鏡面があれば、鏡の世界へ逃げられる。しかしそれを、印南が許すはずもない。


    　子供の体である二人よりも、印いん南なみの方が遥はるかに速かった。すぐに距離を詰めた印南は、ペーパーナイフを大きく振りかぶる。


    　一八〇センチを超える頭上から振り下ろされるナイフに、千ち鳥どりは日ひ和よりを突き飛ばした。


    　二人の間を裂さいて、銀色の軌跡が空を切る。


    「……子供が、大人を舐なめるな」


    「あたしは、見た目ほど子供じゃないのよ」


    　千鳥がポケットから取り出したのは、きいろから回収したスタンガンだった。腕を伸ばし、印南の腹部へ押しつける。


    「……っ！」


    　バチッと弾はじけるような音と同時に、印南は体をくの字に曲げた。しかし踏み降ろした足に踏ん張りを効かせ、倒れない。そのまま左手に拳こぶしを作る。


    「……んの、クソガキがあっ」


    「！」


    　体重の軽い千鳥はそのまま胸を殴り飛ばされ、壁際のラックに激突した。


    　倒れた千鳥の頭上に、ビーカーやフラスコなどの実験道具が降り注ぐ。


    「千鳥ちゃん！」


    　日和の声に振り返った印南は、目の前に迫る兼かね亮すけに気がついた。その手には消火器が──その噴射口が、印南へと向けられている。


    「食らえっ！」


    　ボシュウと激しい噴射音と共に、消火器は白煙を巻き散らした。白で埋め尽くされた空間に、印南は兼亮の声を聞く。


    「今だ、逃げろ日和ちゃん！」


    　印南の耳元で、冷静に、と小鳥が鳴く。冷静に、冷静に──。ああ、だが我慢の、限界だ。


    「んあああああっ！」


    　ナイフを構えた印南は苛いら立だちに任せて、遮しや光こうカーテンを横一線に切り裂いた。暗がりの中にあった理科室へ夕陽が差し込み、煙幕が照らし出される。


    　埃ほこり舞うオレンジ色の教室を見渡せば、印南に背を向け走る二つの姿。


    　どちらも、煮に雪ゆき日和だった。


    「なん……だと」


    　予想外の出来事は、印南を冷静にする。


    　あれは〝誰かに変身する能力〟──笠かさ木ぎ兼亮の借りたオオカミの力だ。


    　間違い探しのように二人の日和を見比べ、すぐにその違いに気づく。一方の日和はリュックを抱えているが、もう一方は抱えていない。クイズの解答を得た快感に自然と口の端はが吊つり上がる。なんと愚かで、間抜けで、浅はかな。尻しつ尾ぽを残して人間に変身したキツネを思わせる。


    「滑こつ稽けいなっ！」


    　印いん南なみは迷わず、リュックを持つ日ひ和よりの背中へと襲いかかる。


    　狙ねらわれた日和は悲鳴を上げ、床に転がった。印南はすかさずその背を踏みつけ、リュックを奪い取った。


    「笑わせてくれるなガキが……！　私はこのリュックを追っているんだ。その私が、リュックの有う無むを見み逃のがすはずがないだろうが」


    「……どのリュックだよ。あんまり誇らしげにしてるとバカに見えるぞ」


    「……っ！」


    　踏みつけている日和が印南を見上げ、男の声で笑った。


    　手元を見ると奪ったはずのリュックが、消火器へと変わっている。


    「このっ……くそ、ガキがっ……！」


    　変身を解いた兼かね亮すけが、印南の足元でくつくつと笑う。印南はその腹部を踏みつけ黙らせた。


    　なら本物の日和はどこに？　見渡した先、黒板の側そばに日和は立っていた。しかしリュックは持っていない。


    　リュックは、入り口近くに立つきいろが抱いていた。煙幕を張った際に投げ渡されたのか。


    　印南の視線を浴びて、びくりと背筋を正したきいろはリュックを抱いたまま、廊下へと方向転換した。その途端、


    「萩はぎ原わらきいろおおっ！」


    　印南は消火器をぶん投げる。黒板に当たり弾はじかれた消火器はけたたましい音を立て、床へと転がった。


    　きいろをその場所に縫ぬいつけるように、印南は右腕を彼女へと差し出し、叫ぶ。


    「〝そこを動くな〟！　命令だ」


    　瞬間、きいろの顔の正面に、大だい[image: ]たい骨こつをクロスさせたドクロマークが浮かび上がった。


    「なっ……！」


    　印南を除く四人の緊張が加速する。〝フック船長〟の──能力による攻撃。


    「今ならまだ、許そう。そのリュックを抱いて、じっと、しているなら」


    「……え、と……どう、しよっかな……」


    　印南は一歩、また一歩と歩を進める。


    　能力のルールや効果はわからない。顔の前に浮かんだ海かい賊ぞく旗きが何を意味するのか、きいろの体に何が起こっているのか。


    　印南がきいろに近づくにつれ、じっとりとした恐怖が膨ふくらんでゆく。


    　きいろはヘビに睨にらまれたカエルのように萎い縮しゆくし、固くなっていた。自分を隠す盾たてがない今、さっきまでの威勢は影も見えない。


    　兼亮は動こうとしないきいろに向かって叫んだ。


    「逃げろきいろ！　早く」


    「え……と、うん。逃げたいん……だけど」


    「私は〝動くな〟、と、そう命令した」


    　きいろは、印いん南なみの低い声に縛られたまま、固まったまま動けずにいる。


    「くっそ……」


    　兼かね亮すけは蹴けられた痛みに耐えて立ち上がる。そして印南を後ろから押さえようと、駆け出した。


    



    「……何してんの、あの子。さっさと逃げなさいよ」


    　教室の奥、床に倒れていた千ち鳥どりは机に手を付いて片かた膝ひざを立てた。自身だけでなく、床も机も消火器の白い粉に塗まみれている。スノーホワイトが千鳥を心配して周りを歩くと、その小さな足跡が点々と残った。


    「……？」


    　机の側面に、千鳥は不可解な落書きを見つけた。そこには〝千鳥〟と、自分の名前が書かれていた。白い粉を払って、文章全体を読んでみる。


    



    〝千鳥は辛からいのが嫌い。ホットドッグ（激辛）を一気食いしろ。〟


    



    「……は？」


    　──ギィ、バタン。


    　突然、理科室内のどこからか扉の閉まる音が響き渡る。


    　その直後。印南の背中へ駆けた兼亮は、ゴン、と何もない空間に額ひたいをぶつけた。


    「え……？」


    　突如響いた打撃音に、理科室にいた誰もが、兼亮を見た。


    　兼亮は腕を前へ突き出し、自分が何に頭をぶつけたのか確かめる。


    「壁……？」


    　いつの間にか鼻先に、薄い膜のようなものが張られていた。ただし膜の触り心地は壁のように、その透明度に反して固いものだった。


    　すぐに印南の能力かと疑った。しかし兼亮を振り返った彼もまた、怪け[image: ]げんな表情を見せている。


    「何だ……これは……？」


    　印南がペーパーナイフで小こ突づくと、透明な壁はコツと硬質な音を立てる。


    「……あんたの力じゃないのかよ……？」


    「……」


    　印南はじっと兼亮を見つめる。


    　二人を隔てて、教室の前後を区切るように薄い壁が発生している。それが印南の持つ〝フック船長〟の能力ではないなら、これは第三者の介入だ。


    　兼かね亮すけは、玄関先で起きた事件を連想した。女子生徒の悲鳴を。顔中に広がる亀き裂れつを。


    　最悪だ。こっちはフック船長だけで手一杯なのに。


    「日ひ和よりちゃん、ここから離れろっ！」


    　兼亮が叫ぶと、日和はびくりと反応する。


    「二年校舎に帯おび刀なたさんが残ってるはずだ。そこまで走れ！」


    　壁の向こうはきいろと日和、それから印いん南なみ。この状況はまずい。向こう側に、日和を守れる者がいない。


    　印南もまた、きいろへと視線を戻す。きいろは「ひ」と小さな悲鳴を上げて、リュックを日和へ投げ渡した。今度はそれを受け取った日和が、印南に視線を当てられる。


    「日和ちゃん！　早く！」


    「は、はいっ」


    　兼亮の声に弾はじかれて、日和は理科室を飛び出した。


    　印南もまた、その後を追いかける。廊下へ出る前に一度、教室を振り返った。透明な壁に閉じ込められた兼亮と千ち鳥どり。きいろは今にも泣きそうな顔をして、その場にへたり込んでいる。


    　印南はそのひとりひとりをじっと見つめて、何も言わず廊下へと出て行った。


    



    　兼亮は透明な壁に体当たりするが、びくともしない。やはりこれは壁のようだ。


    「兼亮」


    　名前を呼ばれ振り返ると、千鳥が実験机の上に仁に王おう立だちしていた。


    「たぶんそれ、あたしのせい。何か、攻撃されてるみたい」


    「生い駒こまさん……その足……」


    　千鳥の左足は、ハイソックスが膝ひざまで下げられている。露あらわになった白い素肌に、文字が書かれていた。その字体には見覚えがある。玄関先で悲鳴を上げていた女子生徒と同じように、千鳥の太ももには、二行にわたって文章が書かれていた。


    



    　──〝千鳥は辛からいのが嫌い。激辛ホットドッグを一気食いしろ。１４２〟


    



    　文末に記された数字は浮かんでは消え、そのたびに一ずつ減っていた。


    「同じだ……あの生徒と。文末のマルはカウントダウンだったんだ。生駒さん、数字が０になるとたぶん、顔に、亀裂が……」


    　言いながらふと、兼亮は実験テーブルの上に置かれたホットドッグに気がついた。白い粉だらけの机に、粉のかかっていないホットドッグが、皿にのせられ無造作に置かれている。


    「……あんなもの、あったっけ……？」


    　千ち鳥どりも兼かね亮すけの視線を追った。黄色いマスタードがたっぷり付けられたホットドッグ。そして千鳥の太ももに書かれているのも、ホットドッグ。


    「何よあれ……。食べろってわけ……？」


    　文末のカウントダウンは、残り二分を切るところだった。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　差し込む夕焼けが校舎をオレンジ色に染めていた。


    　開かれた窓の外からは運動部の掛け声が、校内からは金管楽器の練習音が聞こえてくる。


    　日ひ和よりの振り返った先に印いん南なみの姿は見えない。


    　うまくまけたのだろうか……？　まだ危険は去っていないはずだ。


    　心細さに俯うつむいた日和は、自分と並走する白い影に気づいた。消火器の粉を全身にまぶした黒猫が、無表情のまま日和の側そばを駆けている。


    「シュシュ……」


    　猫とはいえ、ひとりでないことに安心感を覚える。


    　日和は胸に抱いたリュックに力を込め、階段を駆け上がった。

  


  [image: ]



  
    第二話　〝フック船長〟の憂ゆう鬱うつ


    



    　風の強い日は好きだ。いつもとは違う、特別な日。


    　こういう日には大抵、未知への冒険だとか、新しい出会いなんかに想いを馳はせて心を躍らせるものだが、今日は違った。胸をざわざわと搔かき立てるのは不安。


    　窓辺の少女は茜あかね空ぞらを見上げ、そっと呟つぶやく。


    「一体何が、始まるというの……？」


    「何も始まらん。席に戻れ、帯おび刀なた月つき夜よ」


    　情緒の欠片かけらもないガラガラ声に、月夜はムッと唇を結んだ。振り返れば追試を担当している教員・井い畑ばたが、腕を組んで月夜を見ている。


    「まったく。テスト中に堂々と席を立つやつがあるか」


    「……でも、もうどれだけ考えてもわからないんだ」


    　月夜は渋々自席へと戻り、机上のテスト用紙へ視線を落とした。


    「先生。何だか、胸がざわざわするよ……」


    「そうだろうな。このテストに落ちたら留年だからな」


    　腹をとっぷりと出した中年の数学教師は、困ったように頭を搔いて教壇を降りた。やたらと説教臭い教師ではあるが、それは生徒を想ってのことだ。


    「帯刀、このくらいの問題も解けないと、授業についていけなくなるぞ」


    　教室には、井畑と月夜の二人きりしかいない。この間の中間試験において、追試を受けるほどのひどい点を取ったのが、月夜ただひとりだけだということだ。


    「帯刀。おまえの家の複雑な事情もわかるが、授業に出られないこともないだろう。留年が嫌なら、きちんと授業を受けるしかないんだ」


    「家ではちゃんと勉強したのに。……しらたまが悪いんだ。テスト範囲を間違ったから」


    「しらたま……？　ああ、帯刀家の家政婦さんか。こら、人のせいするな。登校しないおまえのために家庭教師までやってくれているんだろう？　いいか、一〇代である今は、誰かに支えられて生きてゆけるかもしれないが、ゆくゆくは社会に出て、自分の力で……こら、聞きなさい、話を」


    　井畑の話を聞き流し、窓の外へ視線をやっている月夜の頭を軽く小こ突づく。


    「……先生。外が何やら騒がしいみたい」


    「何……？」


    　再び席を立った月夜の背中を追って、井畑も窓から外を眺める。


    　運動場に添って設けられた舗道を、生徒たちが慌ただしく行き来しているのが確認できた。運動場へと下りる石段付近には、人ひと集だかりができている。


    「誰か……怪け我がでもしたのか？」


    「先生。見てこよう」


    「ダメだ。まだテスト時間は終わってないんだから」


    　月つき夜よを置いて窓際から離れる井い畑ばた。しかし次の瞬間、校内から悲鳴が聞こえ、固まった。


    「……？　なんだ？」


    「先生。見てこよう」


    　窓際から月夜が蒼あおい瞳を向け、再び同じ提案をする。


    　井畑は沸き上がる不安を表情の裏に隠した。


    「おまえはサボりたいだけだろう。テストの時間はまだあと三〇分以上残ってる」


    　井畑は腕時計を確認し、月夜へ太い人差し指を向けた。


    「いいか、すぐ戻ってくるからな。ほら、席に着きなさい。最後まで諦あきらめるな」


    　ひとり残された月夜はふん、と鼻を鳴らして素直に机へ向かう。しかしすぐにそわそわし始め、窓際へと駆けだした。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　階段へ差し掛かったとき、井畑を眉まゆ根ねを寄せた。ここは高校であるはずなのに、上がってくるのは中学生の制服を着た女の子と、黒猫であったからだ。


    「君は……ここの生徒じゃないね？　何かご用かな？」


    　階下の少女は足を止め、息を切らして井畑を見上げる。


    「ここは、二年校舎ですよね。二年四組はどこですか？」


    「二の四はこの階だが……待ちなさい」


    　目を伏せて階段を駆け上がる日ひ和よりの進行を、井畑は肩に手を添えて止めた。


    　日和はところどころに白い粉を纏まとい、見れば呼吸や制服も乱れている。先ほどの悲鳴が関係しているのか、井畑は心配そうに日和の顔を覗のぞき込んだ。


    「君は、ひとりか？　お父さんやお母さんは？」


    　そう尋たずねたとき、階段の踊り場から、新たな人影が現れた。高い身長に覇は気きのない無表情。黒髪を撫なでつけた彼は、印いん南なみ玄げん紀き。この学校に週三日、非常勤として訪れるスクールカウンセラーである。


    「ああ、印南先生。ちょうどよかった」


    　生徒の話を聞くことに関しては、心理カウンセラーである彼の存在は心強い。そう思って安あん[image: ]どしたのだが、印南の登場と同時に、添えた手を伝って日和の緊張が伝わる。その足元の猫が明らかに印南を警戒し、尻しつ尾ぽを立てていた。


    「……井い畑ばた先生、お疲れ様です。補習ですか」


    　僅わずかに微ほほ笑えんだ印いん南なみはいつもの黒のスーツにネクタイ姿。この中学生を追って息を切らせている──などということはない。


    　いつも通りの、薄っぺらい笑顔に、井畑も会え釈しやくを返した。


    「追試ですよ。それより何かありました？　悲鳴が聞こえて飛び出してきたんですが」


    「ええ実は校内の至る所で、異常が発生しているようです」


    「異常？　というと？　生徒たちに何が」


    「詳しくはわかりませんが、穏やかではなさそうです。玄関、運動場側。ここに来るまでにもひとり……こう顔を覆おおって、絶叫を上げる生徒と遭遇しました」


    「顔を……？　その子は、大丈夫ですか？　救急車は？」


    「ええ。すぐに救急車が来るはずです。騒がしくなってしまったので、姪めいをうちに帰そうと思いましてね」


    　印南は日ひ和よりの背中を見つめて言った。


    「この子は……印南先生の姪っ子さんでしたか」


    「ええ、夕ゆう陽ひヶが丘おか高校も進学の候補に入れているそうで。ならぜひ見においでと誘ったんです。しかし今日に限って問題が起こる。さあ、見学はまた今度にして帰ろう、日和」


    　印南は日和へ左手を伸ばす。しかし振り返った日和はその手から逃のがれるように、階段を走り抜けようとして井畑に手首を摑つかまれた。


    「っと、どうした？　印南先生のところへ行かないのか」


    　尋たずねて井畑は気づく。その小さな手が、震ふるえている。


    「……ほら。井畑先生も困ってらっしゃる。日和、こっちを向きなさい」


    「……印南先生。この子は渡せない」


    　井畑は呟つぶやき、毅き然ぜんとして印南に向き直った。


    「この子はあなたに怯おびえているようだ」


    　日和は驚いて井畑を見上げた。


    　印南はぴくりと、片方の眉まゆを痙けい攣れんさせる。


    「怯えている？　ああ。……この子が帰りたがらないものだから、先ほど少し強めに[image: ]しかってしまいましてね。参ったなどうやら、嫌われてしまったようだ」


    　一歩、印南は階段を上がる。日和の足元でシュシュが耳を倒し、唸うなり声を上げる。


    「……噓うそです」


    　井畑を信頼できる教師と判断し、日和は声を荒らげた。


    「噓！　この人は、殺人鬼です。女の人を、殺してた！　カウンセリングルームに行けばわかる。顔を切られた人が……！　そこに……」


    　印南は可お笑かしくて堪たまらないというふうに肩を震わせた。


    「くくっ。殺人鬼か。日ひ和より。それはあんまりじゃないか。言っていいことと悪いことがある。申し訳ない、井い畑ばた先生。この子は少し、想像力の[image: ]たくましいところがある」


    「結構。子供はそうでなくては」


    　井畑は日和を庇かばうように、前に出た。朗ほがらかに微ほほ笑えんだまま、しかし目は笑っていない。


    「印いん南なみ先生。少しの間、この子を預からせてほしい。ちょっと、お話をしてみたい」


    「……井畑先生。あなたにその権限はないはず」


    「あなたにはあるのか、それを疑っているのです」


    　ぴり、と階段の空気が張り詰めた。井畑はあくまで穏おん便びんに、破顔してみせる。


    　──冷静に。印南の心の中で、一羽の小鳥がピヨと鳴いて警告した。冷静に。冷静に。


    　印南は考える。どうすればこの状況を、打破できる？


    　井畑はわざとらしく首を傾かしげた。


    「ううん、しかし困った。教室は追試で使っているんだ。どこで話を聞こうか……。そうだ印南先生。カウンセリングルームを、貸していただけますか」


    　言って井畑は、印南の肩に手を、乗せようとした。


    　──冷静に。冷静に。ああ、わかっている。わかっているよ。


    　井畑の熊のようなその太い手を、印南はペーパーナイフを持った右腕で弾はじいてかわした。それはまるで脊せき髄ずい反射のように、自然に。そして自動的にカウンター機能が発動したかのように、ナイフを、井畑の脇わき腹ばらへ突き立てた。


    「んごっ……」


    「……ああ。しまった」


    　息の詰まる間があり、井畑の着るポロシャツの脇腹部分に、赤黒い染みが広がってゆく。


    「……冷静に、殺してどうする」


    　ぜひぃ、と荒い息を漏もらして、井畑は印南の肩へともたれ掛かった。


    「……っ！」


    　一瞬の出来事に、日和は悲鳴を飲み込んだ。


    　井畑の肩越しに、日和と印南は目を合わせる。


    「どうしてくれる──おまえが。日和さん、おまえが、言うことを聞かないからだ」


    　刃先を赤く染めるナイフを手に、印南は言い訳するようにゆっくりとかぶりを振った。


    　日和は踵きびすを返し、駆けだした。その背中に、井畑をどかした印南がすかさずナイフを投げる。


    「んあっ……！」


    　投とう擲てきされたナイフが肩を切り裂さき、日和はつんのめった。並走していたシュシュが立ち止まり、印南へ歯を見せる。


    「大丈夫、大丈夫だから、シュシュ。おいで」


    　日和は傷口を押さえながら、がむしゃらに走り続けた。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「かっ、辛からっ！　辛いっ……！」


    　マスタードの刺激に涙ぐむ千ち鳥どりは、口元を押さえて実験テーブルの蛇じや口ぐちを捻ひねった。突然現れたホットドッグへ意を決して齧かじりついた、その直後のことである。


    「生い駒こまさん、しっかり！　吐き出しちゃダメですよ」


    「わがっでるわよ、バカ」


    　理科室の水道水を飲むのには抵抗があったが、口内を刺す刺激に贅ぜい沢たくは言っていられない。大量の水で、ホットドッグを胃に流し込む。ごくり、と千鳥の喉のど元もとが動く。


    　──ガチャリ。


    　千鳥が全てを飲み込んだ直後に、扉の開いた音が理科室に響き、透明な壁は一瞬の発光の後、搔かき消えた。


    「生駒さん、足の文字は!?」


    　壁の消滅を手を伸ばし確認したあと、兼かね亮すけは千鳥の足元へしゃがみ込む。


    　顔を近づけ、文字の有う無むを確かめた。千鳥は慌ててスカートを押さえる。


    「きゃあっ、近い近いスケベっ」


    「……よかった。消えてる」


    　ぽかぽかと頭を殴られながら、兼亮は安あん[image: ]どする。先ほどまで太ももにあった文章は、綺き麗れいさっぱりなくなっていた。


    「……少なくとも、玄関先の生徒みたいに、顔にヒビが入るのは避けられたようですね……。生駒さん、体に異変はないですか？　お腹なかは、痛くなってない？」


    　千鳥はハイソックスを元の位置に戻しながら舌を出す。


    「ベロが痛いわ。どんだけ地味な攻撃なのよ。壁作る悪役って誰？　童話にそんな奴いた？」


    　肩に駆け上ったスノーホワイトが、千鳥を真ま似ねて赤い舌を出した。


    「ホットドッグがのってた皿も消えてる……」兼亮は実験テーブルを眺めながら呟つぶやく。


    「足に書かれた指示をこなしたから、壁が消えたってことか……？」


    　壁の向こうにいたきいろも駆けてきて、二人に合流した。


    　その顔の前のドクロマークは消えていた。


    「きいろ、おまえは、体何ともないのか？」


    「うん。ナミナミが教室出てったら、動けるようになったよ」


    　言ってきいろは異変を探すように、自分の体を見回した。


    「フック以外にも、〝透明な壁〟の読み手が近くにいるかもしれないわ。姿が見えないなんて、これじゃ[image: ]う闊かつに──」


    「そうだ、日ひ和よりちゃんは……！」


    　千ち鳥どりの言葉を遮さえぎって、兼かね亮すけは廊下へ駆け出す。


    「ちょっと！　待ちなさいよ」


    　廊下は閑かん散さんとしていた。日和と印いん南なみの姿は、すでにどこにもない。


    　兼亮を追って、千鳥も廊下へと出る。


    「落ち着きなさいよ、バカねすけ！　[image: ]う闊かつに動けないわって言おうとしたのに！」


    「すみません……」


    　兼亮は携帯電話を取り出し、電話をかけた。予想はしていたが、日和は出ない。


    　すぐに別の番号を捜す。


    　電話を取った月つき夜よはまだ、追試験中だった。月夜を監督していた教師が出ていき、隙すきを見て話しているのだと言う。兼亮は、今までの出来事を端的に説明した。玄関先の女子生徒のこと。スクールカウンセラーであるフック船長のこと。それから自分たちも攻撃を受けたこと。月夜はじっと黙って聞いていた。


    『来たよ、日和』


    　携帯電話の向こうで、月夜は無感情に囁ささやいた。
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    　──殺した、殺した！　何の罪もない人を。関係のない人を。


    　動揺から、切り傷の痛みから、再び[image: ]あふれ出した涙が、日和の頰ほおを濡ぬらした。


    　滲にじんだ視界の中に、２[image: ]４のプラカードを見つける。


    　帯おび刀なた月夜はその中にひとり、茜あかね空ぞらを背景にして、窓際に立っていた。


    「月夜さんっ……！」


    　説明しなくてはいけない。話さなくてはいけない。


    　しかし、喉のどが詰まってうまく喋しやべれない。ショックに唇が震ふるえて声にならない。


    「あの、あのっ……！」


    「うん。今、笠かさ木ぎくんと話したよ」


    　月夜はやはりそれでも無表情のまま、携帯電話を持つ腕を下ろして言った。


    「──〝フック船長キヤプテン・フツク〟が、現れたんだね」


    　夕風に長い髪がそよぐ。


    　逆光に陰るその中で、蒼あおい瞳はより神秘的に輝いていた。


    「月夜さん、殺したの！　人を、どうしよう、日和のせいで……！」


    「落ち着いて日和。誰が、誰を殺したの」


    　相変わらず感情のこもらない平板な口振りだが、月夜は丁てい寧ねいに、耳を傾ける。


    　足元で二人を見上げていたシュシュが、はっと教室の入り口を警戒した。


    　──ぜひぃ。その苦しげな呼吸音に、日ひ和よりは全身に怖おぞ気けを[image: ]はわせた。


    「……殺した、なんて、人聞きが悪い。子供は大おお袈げ裟さで、うるさい。だから嫌いなんだ」


    　日和は恐る恐る振り返る。教室の入り口に、ポロシャツに血を滲にじませ、顔面蒼そう白はくとした井い畑ばたが漫然と立っていた。その顔の前には、理科室できいろの顔に見たのと同じ、ドクロマークが浮き上がっている。


    　井畑の後ろから顔を出して、印いん南なみが続ける。


    「ほうら、まだ、生きてる。ねえ、井畑先生」


    　印南は、虚うつろな瞳の井畑の肩へ手を添え尋たずねた。井畑は「ぜひぃ」とただ、息を漏もらすだけ。


    「な……なんで？　刺されたのに。倒れたのに！」


    　月つき夜よは、井畑をじっと見つめて呟つぶやいた。


    「……思考が混こん濁だくしてる。彼に意識はないようだよ」


    　その蒼あおい瞳は、人間を文字の塊かたまりとして映す。その思考、感情を文字として、文章として読み取ってしまう。井畑が自分の意志で立っていないことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    「ワーストエンドの能力によって立たせられているんだ。これは、あなたの仕し業わざだね」


    　月夜は印南へ視線を滑すべらせる。


    「あなたは、誰。生徒ではない。──〝印南玄げん紀き〟は、偽名？」


    「……私を見るな、一四番」


    　それはとても静かで、穏やかな声だった。


    　しかしその声に月夜は肩を跳はねさせて、慌てて目を伏せる。


    「……？　月夜さん……？」


    　突然怯おびえ始めた月夜の顔を、日和は覗のぞき込む。


    「……人の心を読む化け物が。その蒼い目は健在らしいな、一四番。人を文字としてしか認識できないおまえは、私を思い出すこともできないか。ええ？」


    「……そんな、どうして、あなたが……ここに」


    　月夜は目を伏せたまま、ゆっくりと踵かかとを下げる。


    「どうしたんですか……？　月夜さん。あの人、知り合い？」


    　唇に指先を添え、動揺する月夜の様子は、明らかに印南に対して怯えていた。


    「ああ。知り合いだよ、日和さん」


    　月夜に代わって答えたのは、印南だった。


    「それは私の患者だよ。患者、だったんだよ。もう一〇年も前だ。初めて会った時、それはまだ七歳だった。ラボに集められた子供たちはみな淀よどんだ瞳で大人たちを見たものだが、そいつは、その化け物だけは、あの異質なクラスで誰よりも明るく、笑っていたな。……痛みを知らない子特有の、滑こつ稽けいな、笑顔で。なあ……？　〝一四番〟」


    「……笑顔、で……？」


    　印いん南なみの語る月つき夜よは、日ひ和よりの知っている彼女の印象とは違う。


    　月夜の声が僅わずかに、震ふるえていた。


    「ドクター。どうして……この学校に、いるのですか」


    「あの工場火災を生き延びたのは何も、おまえだけじゃない、ということだ、一四番。あの地獄を生き延び、名前を変え、ようやっと日常を手に入れたのは、な」


    　隣に立つ日和にも、月夜が息を呑のむ気配がわかった。


    「あの頃、週に二度、おまえたちの診察をしたね。私の言葉を覚えているかい。私は言ったね。『本能で、おまえが嫌いなんだ』。虫むし酸ずが走るほどに。吐き気を催すほどに。勘違いしてほしくないのは、先にこの学校に在籍したのは私。そこに一四番。おまえが転入してきた」


    「……」


    「私の日常におまえがいる。これは由ゆ々ゆしき事態だよ。だが私がおまえから逃げて町を出るのはもっと許せない。そうだろう？　だから絵本を受け取った。化け物であるおまえに対抗できる力を、借りたんだ」


    　印南は手袋で覆おおったその指先でナイフを摘つまみ、刃先を月夜に向けた。


    「この力があればおまえを、殺せる。おまえは、生きていていいはずがないんだ。あの悲劇を引き起こした化け物がっ！　私の日常をまた炎に包み込むつもりかっ!?」


    　月夜は唇を強く結んだ。日和に事情はわからないが、いつもは凜りんとして立つ月夜の怯おびえた姿が見るに耐えず、その震える手を握った。


    「月夜さん……」


    　そうして初めて日和の存在を思い出したように、月夜は手を、握り返した。


    　月夜は印南へ視線を上げる。


    「……あの悲劇を終わらせる。だから私は、絵本を回収しているんだ」


    　それから声をひそめて、日和に言った。


    「心配しないで日和。私の役目は囮おとり。だから私が学校にいる間、私の側そばには、彼がいる」


    「彼……？」


    「悲劇は終わらんよ、いいか一四番、おまえが生きている限──……がっ、つ」


    　印南は、突如貫かれた鋭い痛みに顔を歪ゆがませた。


    　見れば自分の太ももから、銀色の刃が突き出ている。柔和な声が、耳じ朶だに触れた。


    「ああ失礼。もしやお話の途中でした……？」


    　ウェーブがかった髪に、印南と並ぶ高い身長。印南の視界の隅に、邪じや悪あくな笑みが映った。


    「〝青髭ブルー・ベアード〟……村むら瀬せ、一いち郎ろうっ……！」


    「ところで、階段に点々と残る血けつ痕こんはあなたの仕し業わざでしょうか。今回はまた実に血ち腥なまぐさい。僕好みのお話になりそうだ」


    　不意の急襲に抵抗し、印いん南なみは振り返りざまペーパーナイフを振るう。一いち郎ろうは印南の太ももからすらりと剣を抜き、ナイフをかわして距離を取った。


    「……不意打ちとは、卑劣な」


    「卑劣でない悪役なんて、二流でしょう」


    　一郎はしれっと言い放ち、湾わん曲きよくするサーベルを握った手でブレザーの前ボタンを外した。


    　印南はその仕草を観察する。ブレザーのボタンを外したのは、ポケットを使いやすくするためだろう。彼はそのポケットから、許容を超えた様々な武器を取り出す。それが〝青髭ブルー・ベアード〟の能力の特徴だと聞いている。


    　前回の戦闘で右肩を負傷し、今は三角巾で吊つってある。左腕一本の相手ではあるが、千ち鳥どりや兼かね亮すけとは違い戦闘能力に長たけている。印南にとって最も、接触したくない人物だった。


    　印南は隣に立つ井い畑ばたへ、ペーパーナイフの刃先を向け命令した。


    「井畑健けん二じ──〝村むら瀬せ一郎の動きを止めろ〟命令だ」


    　ぜひぃ。井畑は顔の前に浮かんだドクロマークを一郎へ向け、両手を伸ばして襲いかかった。その姿はまるで──。


    「……？　ゾンビか？」


    　動きは緩かん慢まんで、避けるのは容易たやすい。


    　一郎は教室に並ぶ机の間を縫ぬうようにして、井畑と距離を取る。脅きよう威いではない。だが、不気味ではある。生きているのか、死んでいるのか。井い畑ばたは椅い子すや机をなぎ倒し、一直線に向かってくる。
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    　腕を伸ばしてきたその肩口に、一いち郎ろうは容よう赦しやなく剣先を突き刺した。が、井畑はそれでも止まらない。


    「痛みさえ感じないのか。──帯おび刀なた月つき夜よ、これが奴の能力かい」


    「そう、彼は命令を受けているんだ。それが〝フック船長〟の力。〝弱者を──」


    「危ない！」


    　月夜の言葉を遮さえぎって、日ひ和よりは絶叫した。


    　シャッ、と一郎の左腕を吊つっていた三角巾が裂さける。一郎は紙一重で身をよじり、印いん南なみの投げたペーパーナイフをかわしていた。


    「村むら瀬せくん、ナイフに当たってはダメ。彼の持つ力は、右手を通して傷つけた者へ、命令を下すことができる能力。右手から投げられたものにも、傷つけられてはダメ」


    「一撃必殺か。そういう重要なことは真っ先に教えるよう、言ってあるだろう」


    「──右腕のフックで切り裂いて、金も名誉も、仲間も夢も、欲しいものは傷つけることで手に入れる。それが残忍で誇り高い海かい賊ぞく〝フック船長キヤプテン・フツク〟の力──〝弱者を従える能力〟」


    　破れた三角巾を外し、一郎は右腕をゆっくりと動かした。


    「フック船長か……リハビリ相手が海賊とは、最高だね」


    　井畑へと向き直りながらも、一郎は月夜と印南の軌道上に移動した。印南は足を刺され機動力を欠いているとはいえ、飛び道具を使うのなら、守るのは困難だ。


    「村瀬くん──」


    　その背中に、淡々とした月夜の声。どうせ言うことは決まっている。その台詞せりふを予想して、一郎は先に溜ため息いきをついた。


    「──殺しては、ダメ」


    「もう死んでいるだろう、彼は」


    「悪役の能力は死者には通用しない。彼が命令に従って動いてるなら、生きてるはずだよ」


    　井畑が腕を振りかぶった隙すきをついて、一郎はそのとっぷりとした腹を蹴けり飛ばした。


    　直後に飛んできたペーパーナイフは、サーベルで叩たたき落とす。


    　キン、と金属音が教室に響いた。


    「帯刀月夜、君の注文はいつも許容を超えている。無茶ぶり、と言うんだそういうのは」


    「君は優秀だから、きっとこなしてくれると信じているよ」


    「容易たやすく人を信じるな。病み上がりだよ、僕は」


    「井畑健けん二じ！　命令だ──〝机を使え〟！」


    　なかなか捕まらない一郎に業ごうを煮やして、印南は命令を重ねた。


    　──これは、陽動だ。一郎は判断する。傷つけて命令で縛る能力であるなら、井畑の攻撃はただのフェイント。その陰から跳んでくるナイフが、本命であるはず。


    　井い畑ばたは目前の机を持ち上げる。その引き出しに収納されていた教科書や文具が、ぱらぱらと零こぼれ落ち、井畑の頭に降った。


    　一いち郎ろうは前に出ながら、確認した。


    「──帯おび刀なた月つき夜よ、ナイフで傷つけられるのがダメなんだな」


    「ダメ」


    　井畑が机を一郎に向ける。しかし一郎はもう目の前。投げさせはしない。振り下ろされた机へ、下から剣先を突き刺した。


    　カッと小気味よい音を伴い串刺しにした机を、サーベルごと放り捨てる。


    「触るだけなら？」


    「大丈夫」


    　月夜が答えた直後、飛んできたペーパーナイフを一郎は二本の指で挟はさみ取り、印いん南なみへと投げ返した。印南の顔の側そばのドア枠に、トン、とナイフが突き刺さる。


    　間かん髪はつを容いれず一郎は井畑の襟えり首くびと腕を搦かすめ取り、踏み込んだ足を支点に振り回した。井畑の体が、宙を舞う。けたたましい音を上げ、井畑は机の上に背中から落下する。


    　動きを止めた一郎の手には、両ポケットから取りだしたナイフが握られていた。印南へ向かって投げる構えを見せる。息も吐つかせぬその速さに、印南はついていけない。ドア枠からナイフを抜き取ったところを、一郎の視線に縫ぬいつけられたように、ぴたと静止する。


    　一瞬の攻防に、場が硬直した。


    「投げ合いますか？　偶然にも、僕もナイフを扱う」


    「……やめておこう」


    　観念したように、印南はナイフをケースへ戻した。


    「……ほら、やっぱり優秀。柔術もできたんだ」


    「入院中に教本を読んだんだよ。君が殺すな、殺すなってうるさいから」


    　月夜の言葉に、一郎は振り向くことなく答える。


    　印南はペーパーナイフを投げる代わりに、右手を前に突き出した。


    「煮に雪ゆき日ひ和より──」


    　日和は体を緊張させる。そしてすぐに、逃げる途中に負った肩の傷を思い出した。


    　──傷をつけた相手を命令で縛る……？


    「月夜さんっ！　どうしよう、日和、傷を」


    　印南は日和を見つめたまま静かに、命令する。


    「──〝リュックを投げ渡せ〟命令だ」


    　直後に、日和の右肩に負った傷が熱を持つ。肩に手を当てると、じわりと血が滲にじんでいた。日和の顔の正面に、ドクロマークが現れる。


    「え……体が、勝手に」


    　日ひ和よりは命令通りに、抱いていたリュックを印いん南なみに向かって放り投げた。


    　印南はさらに、命令を重ねた。


    「煮に雪ゆき日和──〝村むら瀬せ一いち郎ろうを刺し殺せ〟」


    「聞いちゃダメ！」


    　月つき夜よは日和の耳を両手で覆おおう。しかし僅わずかに遅かった。日和は月夜の腕を払い除け、一郎の弾はじき落としたペーパーナイフを拾って走り出す。


    「やだっ、体がっ……」


    　日和の意志とは裏腹に、体は勝手に命令をこなす。


    　握ったナイフの刃先が一郎の脇わき腹ばらへ届く、その寸前に、手首を摑つかまれる。見上げると、一郎の鋭利な目が、日和を見下ろしている。


    「ひっ……！　あの、ごめっ……なさいっ」


    「〝青髭ブルー・ベアード〟、おまえはぜひ手て駒ごまに欲しいところだが──」


    　言いながら印南は、足元のリュックを拾った。


    「機会を待とう。その時まで、さようなら」


    　印南がドアの向こうに消えしばらく経たつと、日和の顔の前から、ドクロマークが消滅する。その手から、はらりとナイフが落ちた。全身の力が抜け、日和は膝ひざから崩くずれ落ちる。


    「……命令は解とかれたようだね」


    　日和の落としたペーパーナイフを矯ためつ眇すがめつ見回しながら、一郎は呟つぶやく。柄の部分に細かな装飾の施ほどこされた銀のナイフ。コレクションとしての価値もありそうな、見るからに高価なナイフだった。


    　どこからか現れた黒猫シュシュが、日和を慰めるように額ひたいを擦こすりつけている。


    「〝弱者を従える能力〟の及ぶ範囲は、彼を中心に海かい賊ぞく船せんの大きさ分だけだから」


    　説明しながら月夜は、机の上に横たわる井い畑ばたの側そばに向かった。その顔に浮かんでいたドクロも、今は綺き麗れいさっぱり消えている。


    「海賊船？　いまいちピンと来ないんだけど」


    「全長九〇フィート」


    「……二五メートルプールにプラス人ひとり分くらいか。充分だな」


    　井畑の体は熱く、出血が酷ひどい。ぜひぃ、という吐息に合わせて胸が上下している。


    「村瀬くん。包帯と薬を」


    　ペーパーナイフをブレザーのポケットにしまいながら、一郎は月夜に答えた。


    「そんなもの、拷ごう問もん部屋には置いてない」


    「……じゃあ、救急車を呼ぶ。いいよね」


    「したいようにすればいい。僕なら見捨てるけどね」


    　月つき夜よは携帯電話を取り出して、そのパネル面に指を立てたまま固まった。


    「……ええと……一、一、〇？」


    「一、一、九」


    　言われた番号を打ち込み、電話を耳に当てる月夜。しかし、


    「……あ、あの。怪け我がして。ええと。夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の二の四で……はい。死んではいません。血は出ています。いえ、私ではないです。先生で、その──」


    　第一声からテンパった月夜を見かねた一いち郎ろうが、その耳元から電話を取り上げた。


    「あ」


    「もしもし、代わりました。……ええ。恐らくはペーパーナイフで刺されたものかと。脇わき腹ばら部分です。出血が酷ひどい。……ええ、呼吸はしていますが、意識はないようで──」


    　一郎はしばらく電話を耳に当て、やり取りをしていた。指示を受けているのか、先ほど外した三角巾を井い畑ばたの体に巻きつけ、止血する。その様子を、日ひ和よりは固かた唾ずを呑のんで見守り続ける。


    　携帯電話を切るとすぐに、月夜が尋たずねた。


    「救急車は？」


    「ああ。出動するそうだよ。ただ、妙なことを聞いた」


    　一郎の言葉に、日和は不吉な予感を覚え顔を上げる。


    「この学校に、すでに救急車はもう出動しているようだ。他の誰かがすでに通報している。この短時間ですでに五件。僕らで六件目だそうだよ」


    「他にも犠牲者が……？」


    「あの男、手当たり次第に傷つけて回っているのか」


    「違う」


    　しかし月夜はすぐに、一郎の言葉を否定した。


    「彼は、そんな目立つことをしない。彼は自分の借りた能力の特色──他者を操る力が、暗あん躍やく向きであることを知っている。だから学校で騒ぎが起こることは不本意なはずなんだ。〝フック船長〟はむしろこの騒動で、いぶり出された方だよ」


    　二人の会話を聞きながら、日和は理科室での出来事を思い返し、叫んだ。


    「か、壁を！　見えない壁を作る人がいるんです」


    　二人が同時に日和へ視線を向けたので、日和は萎い縮しゆくし俯うつむいてしまった。


    　一郎は確認するように月夜へ目線を戻す。月夜は小さく頷うなずいた。


    「千ち鳥どりたちが遭遇したみたい。〝フック船長〟ともうひとり。新たな読み手が少なくとも二人、同時に動いてる」


    　その時、黒板の上部に設置されたスピーカーから木琴の音色が響き、重々しいアナウンスが流れた。


    『緊急放送です。本日は諸事情により下校時刻が繰り上がります。まだ校内に残っている生徒は、速やかに下校してください。繰り返します。緊急放送です──』


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「日ひ和よりちゃんは帯おび刀なたさんの教室へ到着したみたいです。帯刀さんの周りには村むら瀬せ一いち郎ろうがいる。たぶん日和ちゃんも、守ってもらえるはず」


    　電話を切り、兼かね亮すけはひと安心して息をついた。


    「取り敢あえず、あたしたちも月つき夜よと合流しましょう。『ピーター・パン』はあの青あお髭ひげが守ってんなら大丈夫でしょ。できたら〝透明な壁〟の読み手を見つけたいとこだけど……」


    「え、『ピーター・パン』はきいろが持ってるよ？」


    「え？」


    「え？」


    　廊下へ出て来たきいろは、その上半身を隠すストールの下から、深緑色の絵本を取り出した。鉤かぎ爪づめを構える海かい賊ぞくの表紙。タイトルはもちろん、『ピーター・パン』とある。


    「なんでおまえが持ってんだよ！　日和ちゃんのリュックに入ってたんじゃないのか」


    「投げ渡された時にね、抜いといたの。えへへ」


    「えへへじゃないでしょ！　じゃなんで日和にリュックを投げ返したの。あの子無駄に追いかけられちゃったじゃない」


    　褒ほめられるどころか二人に責められ、きいろは絵本を胸に抱いて後あと退ずさる。


    「だ、だって……！　ナミナミに、『残念きいろが持ってましたじゃじゃーん』ってやろうとしたらあの人、予想以上に、怖かったんだもん……」


    　千ち鳥どりは両腕を腰に当て、大きな溜ため息いきをついた。きいろもまたワーストエンドの読み手には違いないが、その能力は卵を産むというだけのものだ。戦えと言うのはあまりに酷こくか。


    「わかったから……絵本、よこしなさいよ」


    　千鳥が手を差し出すと、きいろは『ピーター・パン』を一層強く抱き締めた。


    「えええ？　きいろが持っててあげてもいーよ？」


    「ダメだ。おまえは信用ならん」


    　兼亮が横からするりと絵本を抜き取る。きいろが慌てて手を伸ばしてきたので、兼亮は絵本を頭上へ掲げた。


    「ああっ！　ひどいっ」


    　きいろがぴょんぴょんとジャンプしたそのとき、廊下に悲鳴が届いた。


    「……！」


    　三人は緊張感を取り戻し、廊下の向こうへ目を向けた。悲鳴は男性のものだった。長く、呻うめくような悲痛な声。一時は途切れ、そしてまた、聞こえ始める。空耳ではない。


    「印いん南なみが誰か襲ってる……？　ってわけじゃ、ないよな」


    「たぶん、〝透明な壁〟の方よ。玄関先の女子の悲鳴と似てる。兼かね亮すけ、行くよ」


    　言って千ち鳥どりは駆けだした。肩に乗っていたスノーが床に着地し、千鳥と並走する。


    「鏡は使わないんですか？　高校に小学生がいたら目立ちますよ」


    「もうそれどころじゃないでしょ。それに──」


    　千鳥は駆けながら窓の外を見る。茜あかね空ぞらには、紺が混じり始めている。


    「もうすぐ日が沈む。鏡の中の方が危険だわ」


    　きいろもまた少しだけ迷い、「置いてかないでよー」と二人を追いかけた。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　悲鳴は、サッカーのユニフォームを着た男子生徒のものだった。


    「誰か、救急車を！」


    　運動場へ続く石段に、男子生徒が屈かがみ込んでいる。呻うめく彼を囲んで、人ひと集だかりができていた。彼を知る者たちが、懸けん命めいに名前を呼びかけている。


    　絶叫は玄関先での女子生徒と同じように、聞くに堪たえないものだった。そしてまた彼女と同じように、顔には蜘く蛛もの巣状に広がった亀き裂れつが入っている。


    　兼亮が人垣を搔かき分けると、体の小さな千鳥が、その前へ出る。


    「ね、あんた大丈夫？　あたしが見える？」


    　うずくまる男子生徒の肩を揺さぶり、千鳥はその耳元で声を張った。


    　兼亮はあらゆる角度から彼を観察し、その背中を[image: ]まくった。


    「……生い駒こまさん、ありました」


    　彼の脇わき腹ばらから腰にかけて、文章が浮かんでいた。


    



    〝千鳥はすっぱいのが嫌い。ピクルス一〇切れまとめ食いしろ。０〟


    



    　恐らくこの注文を、こなせなかった。その結果が、これなのだろう。


    「……なんでよ。なんであたしの名前が書かれてるの……？」


    　その特徴的な手書き文字を見つめて、千鳥は怪け[image: ]げんに表情を歪ゆがめる。攻撃の法則がわからない。これではまるで、自分の身代わりに無関係の人が巻き込まれてしまったように思える。


    「〝千鳥〟って書かれているからって、生駒さんだけを狙ねらってるわけじゃないみたいですね……」


    　男子生徒の側そばで、一緒にいたのであろう生徒が石段を指差して叫んでいた。


    「ここに書かれてた文字がよ、ぶわあって襲いかかったんだよ、本当だって！」


    　その証言は到底当とうを得えているようには思えず、信じてくれる者はいない。ただし兼かね亮すけと千ち鳥どり、きいろの三人だけは、その証言を信実と受け止める。


    「……読み手の仕し業わざだって知ってるあたしたちならともかく、突然現れたピクルスを食べろ、なんて言われて食べる奴がいるわけないじゃない」


    　その時、夕陽の沈む空に木琴の音色と、アナウンスが響いた。


    『緊急放送です。本日は諸事情により下校時刻が繰り上がります。まだ校内に残っている生徒は、速やかに下校してください。繰り返します。緊急放送です──』


    「……無関係の生徒を巻き込んで何がしたいのよ、この読み手は」


    　生徒たちは皆沈黙し、アナウンスを聞いていた。ただうずくまる生徒だけが、苦しみを訴え続ける。その声から逃げるように、千鳥は早足で人ひと集だかりを離れた。


    「生い駒こまさん、どこ行くんですか」


    　兼亮ときいろもその後を追う。


    「読み手を見つけるわ。この馬鹿げたゲームを終わらせないと」


    「見つけるって、どうやって？　攻撃のルールさえまだわからないのに。俺たちを狙ねらってるのか、無差別なのかだって……」


    　砂利の敷かれた簡易駐車場で、千鳥は踵きびすを返し声を上げた。


    「あたしの名前が書かれてんのよ!?　あたしたちを……少なくともあたしを、狙ってる」


    　兼亮が足を止める。その後ろにはきいろが立っている。


    　驚いた二人の顔を見て、千鳥は唇を結んだ。


    「……ごめん。ちょっと苛いら立だってた」


    「いえ……。自分の名前が書かれてたら俺だって焦あせりますよ。な？」


    　兼亮が同意を求めて後ろを振り向くと、きいろも大きく頷うなずいた。


    　千鳥はひとつ深呼吸をして、兼亮たちに背を向ける。


    「まずは能力の法則を見つけなきゃ。このままじゃ戦いようがないし──」


    　目を伏せた先、千鳥は軽自動車のバンパーに、二行にわたる小さな落書きを発見した。文章を読んだその直後、文字がわらわらと蠢うごめき始めた。


    「俺たちを狙ってるなら、どうして直接攻撃してこないんでしょうか。学校の連中を巻き込んだ意図はどこに──」


    「……意図なんて、ないんだわ、きっと……」


    　そう断言した千鳥の異変に気づき、足元のスノーホワイトが顔を上げる。


    「たぶん、罠わなを張る系の能力。直接攻撃はできないんだわ。だから手当たり次第に、学校の至る所に落書きをしてる。そしてそれを読んだ誰かが、巻き込まれてる」


    　と、どこかからギィ、バタンとドアの閉まる音が聞こえ、兼亮ときいろは攻撃に気づいた。


    「生駒さんっ！　攻撃され……て、生駒さん。それ」


    　振り返った千ち鳥どりの首から鎖骨にかけて、先ほどはなかった文字が書かれていた。


    



    〝千鳥は炭酸が嫌い。コーラを一気飲みしろ。１７２〟


    



    　どさっと物音に振り向けば、一・五リットルのラベル付きペットボトルが、砂利の上に倒れていた。


    「……ふっざ、けんなよ、マジで」


    　シュワシュワと泡立つ黒い液体を睨にらみつけ、千鳥が呟つぶやく。


    　──一七一、一七〇、一六九……。


    　文末の数字によるカウントダウンは、始まっている。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　一方、校舎を繫つなぐ渡り廊下では、床に片かた膝ひざをついた一いち郎ろうが、トランプタワーを作っていた。一番天てつ辺ぺんの二枚を両手にそれぞれ一枚ずつ持ち、近づける。ラスト、一段。


    　月つき夜よは正座して、日ひ和よりはシュシュを胸に抱いて、その様子を見守っていた。


    　トランプはうまく重なり、一郎は手を離す。それから、少しの間があって──。


    　──ガチャリ。扉の開いた音と共に、三人を囲んでいた透明の壁が搔かき消えた。


    「やった！」


    　日和が思わず声を上げる。


    　立ち上がった一郎は、シャツを[image: ]まくって腹部を確認した。浮き出ていた文字、〝千鳥は細かい作業が嫌い。四段のトランプタワーを作れ。〟という文章はカウントダウンと共に消えていた。


    「随分と、まどろっこしい能力だな」


    「……どうして、全ての文章に千鳥の名前があるんだろう」


    「彼女に怨うらみでもあるんじゃないかな。生い駒こま千鳥はいつもひとりで昼食をとっていただろう。敵が多そうだ」


    「……村むら瀬せくん。君もひとりで食べてるじゃない」


    「当然だ。その日の気分でふらふら食事場所を変える君を、追いかけながら食べているのだから」


    　じゃあもう三人で食べればいいのに……。日和は月夜と一郎のあとを追いながら思う。


    　一行は負傷した井い畑ばたを一郎の拷ごう問もん部屋へとつながるポケットに入れ、保健室へと向かっていた。救急車が到着した時に、一刻も早く連れていってもらえるように、という月夜の提案だ。


    　学校中に書かれた落書きは、次々と一般の生徒を巻き込み、被害者を増やしている。


    〝千鳥は運動が嫌い。二重跳び一〇回連続で跳べ。〟


    〝千ち鳥どりは頭に血が上るのが嫌い。逆立ち一二〇秒し続けろ。〟


    　トランプタワーも合わせてすでに三つの指示を、一いち郎ろうがひとりでこなしていた。その中で、いくつかのルールが見えてきた。


    　指示は、校内にある落書きを読むことで発動する。落書きの文章は読んだ者の体へと飛び移り、転移。その直後にバタン、と扉の閉まる音が響き、透明な壁が発生する。これは、指示を受けた者を外界と隔離する頑丈な壁だ。壁の内側では、一郎の拷ごう問もん部屋への入り口にまで壁が発生し、ポケットに手を入れることさえできなかった。


    　そして、体に転移した落書きの文末には、１８０と数字が浮かび上がる。これは指示をこなすのに用意された秒数。数字が０になるまでに注文をこなすことができれば、扉の開く音と共に壁は消える。体に移った文章や、現れたアイテムなども消える。


    　だがこの三分間に注文をこなすことができなければ。兼かね亮すけから得た情報によれば、顔に蜘く蛛もの巣状の亀き裂れつが入り、絶叫を繰り返す結末が待っているのだという。


    　今や学校中のあちこちから、時折悲鳴が届く。絵本の読み手は見境なく、落書きをして回っているようだった。


    　先頭を立って歩く一郎のやや後ろで、月つき夜よは携帯電話を耳に当てている。


    「向こうも攻撃されているみたい。今、千鳥がコーラを一気飲みしてるんだって」


    「楽しそうで何よりだ」


    　日ひ和よりは、前を行く月夜と一郎の背中を見ながら歩いていた。月夜が学校にいる間、一郎は月夜の側そばにいるという。二人の関係はどういうものなのだろうか。お姫さまとナイト？　一郎が率先して前を歩いているのは、月夜が先に落書きを読んでしまわないためだろう。


    　月夜が不意に立ち止まり、一郎へ声を掛けた。


    「……『ピーター・パン』は今、彼らが持ってるんだって」


    　月夜は電話で聞いた話を、一郎と日和へ伝えた。日和のリュックに、絵本は入っていなかった。日和は、自分が何のために命をかけたのかわからず憤いきどおったが、リュックを奪われてしまった結果を見れば、文句は言えなかった。


    「保健室で合流しよう」


    　一郎の提案を伝え、月夜は電話を切る。


    　日和は黒猫シュシュを抱いたまま、再び歩き出した月夜の隣に並んだ。


    　黙々と歩く月夜の顔を覗のぞき見る。きめ細かな白い肌に、神秘的な蒼あおい瞳。寡か黙もくな彼女は自分をほとんど語らないため、一つ屋根の下で生活する日和にとっても、未いまだ[image: ]なぞが多い。


    　わかっているのは、うさぎが好きなこと。本が、物語が好きなこと。大きな屋敷に、メイドと二人で住んでいたこと。母親は他界していて、父親は家に帰らないのだということ。表情は乏しいけれど感受性は豊かで、よく本を読んで泣いていること。


    　それからその蒼い瞳が、人の心を読む、特殊なものだということ。


    　フック船長は──印いん南なみ玄げん紀きは、日ひ和より以上に、月つき夜よのことを知っているようだった。


    　一〇年前、七歳の頃の月夜を知っていると。ラボに集められた子供たちの中で、月夜はひと際、笑顔を見せていたのだと。


    　ラボが何をさすのかはわからなかったが、印南の話の中で、ひとつ思い当たる節があった。


    　──あの工場火災を生き延びたのは何も、おまえだけじゃない、ということだ。


    　印南は確かに、そう言った。


    　夕ゆう陽ひヶが丘おかの沿岸に位置する廃工場の閉鎖した原因が、七年前の火災であったことを、日和は知っている。兼かね亮すけと千ち鳥どりが話しているのを聞いたのだ。


    　兼亮の文芸部部室で「……ねえ」と千鳥が声を潜ひそめたのはある日のこと。


    　二人の会話に、日和は会議テーブルに学校の課題を広げながら、聞き耳を立てていた。


    



    「……ねえ、ちょっと確認したいことがあるの。これ見て」


    　千鳥が[image: ]かばんから取り出したのは、たたまれたコピー用紙だった。広げて兼亮へと見せる。それは見開き一杯に書かれた、雑誌の記事のようだった。


    　おどろおどろしいフォントで書かれた見出しを、兼亮は口にする。


    「〝炎に包まれたクリスマスイブ。小こ日向ひなた製薬の光と影〟──禁じられた人体実験？」


    　三〇名以上もの死者を出した、七年前の火災事故に関する記事だ。


    「小日向製薬って……。これ、この前言ってた、〝夕陽ヶ丘わくわく図書館〟の住所に当たる廃工場ですよね」


    「日和も見ていいですか？」


    　シャーペンを握ったまま、日和は不意に声を上げた。


    　兼亮は黙って、記事を滑すべらせてくれた。


    　記事の写真は白黒でわかりづらかったが、特徴のある四本の煙突には見覚えがある。夕陽ヶ丘の埋め立て地にある工場だ。今は閉鎖され、フェンスで囲まれた人ひと気けのない建物となっている廃工場。閉鎖が七年前の火災が原因であったことを、日和はこの時初めて知った。


    　千鳥は兼亮に話し続ける。


    「絵本に捺おされたハンコにはこの住所が書かれてた。けどそこにあったのは図書館じゃなくて、廃工場だった──。それだけでも不気味なのに、この製薬工場には、火災の前から怖い[image: ]うわさがあんのよ」


    「子供さらって人体実験、とかそういうやつですよね。でもあれ、千鳥さんはただのゴシップだって」


    「そう、ゴシップ。あのあと見つけたこの記事も、もちろんゴシップのひとつよ」


    　当時の工場で作られた薬品がいかに多くの病院で使われていたか、いかに一般用として人々の生活に浸透していたのか。記事ではそれら〝光〟に当たる部分を羅列したあとに、悪行を暴くような言い回しで〝影〟の部分を紹介していた。


    　曰いわく薬の開発のため、子供たちを集めて人体実験を行っていたとか、国絡みで殺人ウイルスを生成していただとか。しかしどれもフィクションのような突拍子もない話だ。インタビューに答えている〝元・製薬工場関係者〟というのも、胡う散さん臭くさくて信用に値しない。


    　日ひ和よりと同じ感想を、兼かね亮すけも抱いだいたようだ。


    「ああいう記事って、どこまで信じていいのかわかりませんね……」


    「まあね。だから見てほしいのはそこじゃないの。ここ」


    　言って千ち鳥どりは日和から記事を奪い、見出しを指差した。


    「……クリスマスイブ？」


    　兼亮が怪け[image: ]げんに呟つぶやくと、千鳥は[image: ]かばんから、二枚目のコピー用紙を取り出した。これは週刊記事ではない、新聞の切り抜きのような堅い記事だ。


    「これが当時の工場火災に関する記事。ここでも、工場の火災があったのは七年前の一二月二四日ってなってる。クリスマスイブ」


    「よく見つけてきますね、そんなの」


    「家じゃすることないからね。学校行ってないもん」


    　言ってそっと視線を上げ、千鳥は真剣な眼まな差ざしを兼亮に向ける。


    「ね。あたしが言いたかったのは、この日付なの。工場が燃えた日。一二月二四日」


    「……何か、問題が？」


    「あたしの持ってる『白雪姫』の貸出カードは、きいろに新しく産んで貰もらったやつだから、一行目の名前はあたしでしょ。けど前のカードには、別の人の名前が書かれてた。その『白雪姫』の最初の読み手の返却予定日は、一二月二四日。工場が燃えたのと、同じ日なのよ」


    「え……」


    「あんたのは？　初代読み手の返却予定日、いつになってる？」


    　兼亮は立ち上がり、窓際の部長机に掛けてある自分のショルダーバッグを机上に置く。そして取り出した絵本の、最後のページを開いた。


    　日和には、頑かたくなに触らせてくれない絵本『赤ずきん』だ。


    「貸出カードの一番目の名前は……〝渡わた辺なべ一かず希き〟。返却日は……一二月二四日。工場の燃えた日と同じですね」


    「……やっぱり」


    　兼亮と千鳥は、この偶然についていろいろと意見を交わし合っていた。


    　絵本に書かれた〝夕ゆう陽ひヶが丘おかわくわく図書館〟の住所。その場所にある工場が炎上した日と、絵本の返却予定日が同じ。この繫つながりは偶然なのだろうかと。


    



    　日和は考える。


    　七年前のクリスマスイブ。燃えた工場で、何があったのか。


    　印いん南なみの言っていた〝工場火災〟とは、このことを指すのではないだろうか。


    　──あの工場火災を生き延びたのは何も、おまえだけじゃない


    　あの言葉が本当なら、七年前のクリスマスイブに、月つき夜よはあの燃えた工場にいたことになる。


    　日ひ和よりは、横を歩く月夜の顔を窺うかがい見る。


    「あの、月夜さん……」


    「何」


    　日和はまだ月夜との間に距離を感じている。質問ひとつするのにも、勇気がいる。


    「さっき、あの男が──フックが言ってたことって……。二人は知り合いだって。月夜さんが七歳の時に会ってるって、本当ですか？」


    「……」


    　月夜は前を向いたまま、表情ひとつ変えない。


    　日和は俯うつむき、続けた。


    「訊きいては、いけないのかな。どうしてあの人は、月夜さんを数字で呼んだの？　あの人の言ってた燃えた工場って、この町にある、今はもう使われてない工場のことだよね。クリスマスイブの火災と月夜さんは、関係があるの……？」


    「言いたくない。巻き込みたくはないんだ。これは、私たちの問題だから。……でも、日和はもう、無関係じゃないよね。黙ったままでは、いけないよね」


    　日和は顔を上げた。


    　月夜は未いまだ前を向き、日和へ視線を合わせようとはしない。それが[image: ]う闊かつに人の心を読んでしまわないためだということを、日和は知っている。


    「あの廃工場は、小こ日向ひなた製薬工場という、薬を作る工場だったんだ。七年前の火災で閉鎖された工場。あの施設の中には、新薬開発のためのラボがあった。取り扱う疾患領域は多た岐きにわたっていたけれど、臨床開発第三部においては新薬開発とは名ばかりの、別の研究が行われていた。作っていたのは治験薬じゃなくて、抗こう原げんの方だったんだよ」


    「こうげん……？」


    　日和は月夜の説明に耳を傾け、懸けん命めいに理解しようと努める。


    　月夜は日和にもわかりやすいように、改めて説明してくれた。


    「つまり、ね。ワクチンを作っているフリして、実は、ウイルスの方を作っていたんだ。他会社のワクチンでは治すことのできない病気を作り出すこと。それが第三部の本当の目的。自分たちで病気をばらまき、その治療薬で市場を独占する。このマッチポンプ構造を実現させるためのウイルス生成が、第三部の本質だった」


    「ウイルス……」


    　そのような悪徳の工場が、自分の住んでいる町にあったなんて信じられない。


    「それで、ウイルスはばらまかれたんですか？」


    　日ひ和よりの質問に、月つき夜よはかぶりを振った。


    「病気を作ることはできなかったみたい。ただ、第三部は、研究の過程で別の成果を得た。化合物を使った、ヒトの持つ未知能力への介入に成功したんだ」


    「未知の……かいにゅう？」


    　苦い顔を見せる日和に気づいて、月夜は言い直す。


    「生み出された薬を使って、超能力が、開発されたの」


    「超能力……？」


    「そう。それで超能力開発プロジェクトを行うに当たって、子供たちが集められた。私もそのうちの、ひとりだったんだ」


    「え……。じゃあその蒼あおい目は、そこで開発されたってこと？」


    　日和は思わず声を上げたが、月夜はやはり感情の起伏など見せず、淡々と答える。


    「第三部で増長されたことに違いはないけど、この力は元々あったんだよ。驚いたり、はしゃいだり、その拍子で人が文字に見えることがあった。そんな時、この目は色を変えた。今ほど鮮やかではなかったけれど」


    　かつて日和が目の色について質問した時に、生まれつき、と月夜は答えたことがあった。だがそれは蒼く染まることがあったというだけで、ずっと蒼かったわけではなかったのか。


    「一〇年前──工場が燃える三年前。こうした身体的、精神的に異変を持つ子供たちが、第三部に集められたんだ。年齢も国籍もバラバラの子供たちが二一人。私は七歳から一〇歳までの三年間を、その施設で過ごした。みんなで、生活をした」


    　無機質な白い部屋。清潔な白い服。月夜が思い出すのは、真っ白なイメージ。訳もわからず大人たちに追い立てられ、ひとつに固まる子供たち。みな不安で、怯おびえていた。


    「いろいろな実験をさせられたよ。カードを[image: ]めくって図形を当てるものとか、ピンポン玉を半分に割ったもので両目を覆おおわれたりとか。一番嫌だったのはやっぱり、注射。痛いのは、嫌だった」


    　寝る時間も、起きる時間も決められていた。子供たちは番号で呼ばれ、ベッドやスリッパ、その他各自の持ち物には、必ずその番号が振られていた。


    「私は、一四番。番号の基準は何で決められていたのか。今でもわからない」


    　日和には、月夜の語る生活が想像できなかった。まるでファンタジーだ。この国の、この時代の出来事とは思えない。


    「実験は繰り返されて、酷ひどい子は、片方の目の視力を失った。外に出ることは許されなかった。私たちはどうなるのか。いつ帰ることができるのか。尋たずねても、研究室の大人たちは答えてくれないんだ」


    　夕陽の差し込む校舎を、三人は歩き続ける。


    　廊下には、月夜の静かな声だけが響く。


    「ああ、でも一人だけ、優しい大人はいた。私たちのクラスの男の先生。先生は私たちを番号じゃなく、名前で呼んだ。それから私たちのいるこの町のことも教えてくれた。〝夕ゆう陽ひヶが丘おか〟って名前の由来だとか、町にある伝説だとか。地図を描いて、工場のある場所を教えてくれた」


    　子供たちの世話は、その男性がひとりで行っていた。正式な教員ではなかったが、子供たちはみな親しみを込めて彼を、〝先生〟と呼んでいた。


    　先生は実験のない日を選んで、勉強会を行った。


    「授業で必要になって、外から本の持ち込みが許可された。すると本の置き場や、授業する場所も必要になってくるでしょう。先生は偉い人に掛け合って、私たちの居住区に図書室を作ってくれた。ただし運営は子供たちだけで行うの。でもそれが、私たちには嬉うれしかった。みんなで話し合って名前を決めた。〝夕陽ヶ丘わくわく図書館〟」


    　図書室もまたラボや居住区と同じように、真っ白だった。床も天井も、窓から見える中庭の壁も、ベンチさえもやはり真っ白。


    　中庭には一本の樹木が植えられていて、白い空間に緑葉は鮮やかに映えた。


    　月つき夜よは中庭が好きだった。白いベンチに腰掛けて、梢の作った影の下、よく読書をした。風が吹くと若葉がざわめき、木こ漏もれ日がチラチラと文面を照らす。


    　見上げれば四角く切り取られた青空から、四本の煙突が見えた。濛もう々もうと吐き出される煙が、途切れることはなかった。


    「……月曜と木曜の週に二度、私たちの精神状態を調べるために、白衣を着た研究員が居住区を訪れた。先生とは違う、冷たい顔をした研究員が──」


    　子供たちは彼を、ドクターと呼んだ。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「痛つうっ……」


    　印いん南なみは無人の教室に身を潜ひそめ、一いち郎ろうに負わされた足の傷の手当てをしていた。


    　ペーパーナイフでズボンに穴を開け、傷口にネクタイでハンカチを固定する。薬や包帯などの[image: ]そろっている一階の保健室へ行きたいところだが、傷を負った足では歩くのも困難だ。


    　ひと通りの処置が終わると、胸ポケットから煙草たばこを取り出した。


    　校内で、それも灰皿のない教室での喫煙はもちろん許されることではないが、印南は構うまいと火を点つける。大きく紫し煙えんを吐き出して、気持ちを落ち着けた。


    　反省点は、いくらでもある。


    〝弱者を従える能力〟は、一郎の言った通り一撃必殺の能力だった。右手を使って傷をつけた相手に対し、再び右手で指差し相手へ命令を下すことができる。


    　相手のフルネームを知っていること。また、命令を相手に聞かせることなどの条件はあるが、それさえクリアすれば、戦わずして敵を平ひれ伏ふさせることもできる。


    　しかもその傷が治らないうちであれば何度でも、指差しだけで手て駒ごまにすることができた。一度傷つけられた者たちは、フックの右手に逆らうことはできないのだ。


    　印いん南なみはこの能力に満足していた。不満があるといえば、自傷行為に関しての命令は体が拒否反応を起こすのか、受容してくれないことだろうか。


    　だがこの能力さえあれば、自分は姿を見せなくとも、第三者を利用し目的を果たすこともできる。月つき夜よと接触しなくとも、月夜を殺すことが可能であったはずなのだ。


    　条件のある能力だからこそ、その法則を読む月夜には会いたくなかった。無論その計画も、着々と進んでいた。最も大きな誤算は、新たな読み手の存在だ。


    「……冷静に……冷静に」


    　窓の外の日は沈みかけ、教室の隅辺りにはもう、暗がりが生まれ始めている。


    　印南は紫し煙えんを燻くゆらせた。


    　さて、これからどうしたものか。『ピーター・パン』は取り返した。だがこのまま学校に居続けるのは難しいだろう。井い畑ばたを傷つけてしまったことが、今になって悔やまれる。


    　自分に必要なのは冷静さだ。いつも自分に言い聞かせている。熱くなるな。落ち着け、冷静になれ。


    　こんな時、印南はいつも、子供の頃飼っていた手乗り文鳥を思い出して心を静める。首の折れた文鳥が印南の周りを飛び回り、「冷静に、冷静に」と鳴く。


    　今は名前を捨てた印南であったが、その出生を[image: ]たどれば『ピーター・パン』のフック船長と同じように、格式の高い名家にあった。


    　少年はエリートとして育てられた。厳げん粛しゆくで気品の高い大人たちに囲まれ、また自身もそうなるべく、母親から厳しい教育を受けて育った。


    　評価は加点制ではなく、減点方式。ミスをすればマイナス一点。規則を破ればマイナス二点。母親は容よう赦しやなく、ことあるごとに少年へマイナスを言い渡す。


    　テストでは満点との点差分、起きるべき時間に起きなければその時差分、マイナスは増えてゆく。積み重ねられたマイナスは月末に精算され、その月のマイナス分だけ、定規で尻しりを叩たたかれた。


    　もちろんマイナスを出さないよう、少年は日々気を遣って生活したが、三〇日もある毎日の中で、それを達成するのは至極困難だった。


    　おもちゃなども当然買ってはもらえない。ただひとつ少年の心を慰めたものといえば、叔お父じにもらい、容易に捨てることのできなかった手乗り文鳥だけだった。


    　少年は文鳥に名前を与えた。アミークス。ラテン語で「友」。少年はアミークスを大切に育てた。籠かごの中から出ることの叶かなわない親友を、決められたレールの上でしか生きられない自分自身と、重ねたりした。


    　しかしある日、成績がいちじるしく低下したことを理由に、少年は父親から文鳥を放つと脅おどされた。


    　少年は狼ろう狽ばいした。自分は彼らの期待に応えようと努力をしてきたし、罰も受け入れた。欲しいものは我慢した。わがままなど言わなかった。なのにこの厳格な大人たちは今、自分のたったひとりの友達である文鳥まで奪おうというのか。


    　少年は初めて、両親に反抗した。それが良くなかった。父親は意地となり、少年の手から鳥とり籠かごを奪おうとする。もう守れない。文鳥は哀れな自分を置いて、大空高く飛び立ってゆくのだ。大切な友達さえ、両親の命令で失ってしまう。


    　──ならばその前に、この手で……！


    　熱くなった少年は鳥籠に手を入れ、両親の前で、文鳥の首の骨をへし折った。


    　父親は絶句した。


    　母親は絶叫した。


    　両親のそんな情けない顔を見るのは初めてだった。


    　少年は初めて、二人に勝ったのだと思った。自分は今、解き放たれたのだと思った。


    　しかし興奮は一瞬で、そのあとに訪れた後悔は、少年を酷ひどく惨みじめにさせた。


    　首の折れた文鳥を握り、少年は立ち尽くす。今までそう教育されてきた通りに、少年は失敗から学ぼうとした。死んだ文鳥から学べることは何だ。


    　ひとつ、[image: ]う闊かつに熱くなってはいけない。そしてもうひとつ。努力したところで、解き放たれたところで、どうしたって悲劇に違いない、ということだ。


    



    　印いん南なみは教室の床に煙草たばこを落とし、その火を足で揉もみ消した。


    　日ひ和よりのリュックを開け、中を覗のぞく。それからおや、と眉まゆ根ねを寄せる。リュックをひっくり返し、中の物を机上にぶちまけた。筆箱、ノート、[image: ]あめ玉だまなどは出てきたが、やはり『ピーター・パン』はどこにもない。


    　冷静に。印南は自身に言い聞かせる。冷静に、いつだ。いつ、絵本はリュックから取り出された。そもそも入っていなかったのか？　まさか。


    「冷静に、冷静に」絵本はどこだ……？　誰が持っている。誰が持っていった。


    　……冷静に、冷静に、冷静に、冷静に！　冷静に!!


    　首の折れた文鳥が日和のリュックに留まり、羽を広げてピヨと鳴く。


    「ぬあああああああっ!!」


    　印南は取り出したペーパーナイフを、リュックに向かって投げつけた。


    　ナイフはリュックへと突き刺さったが、耳に障さわる小鳥の鳴き声が止やむことはなかった。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「……ああ、大丈夫。学校じゃないよ。もうすぐ帰るから。……うん。はい」


    　兼かね亮すけが電話を切るのを待っていたかのように、隣のきいろが尋たずねてくる。


    「お母さん？」


    「……ああ。何かニュースになってるみたいだぞ、この騒動。テレビに学校が映ってるんだと。おまえんとこの親も心配してるんじゃないか？」


    「あー……。きいろたち家族は、そういうのないから」


    　そういうのって、どういうのだ。兼亮が尋ねるその前に、きいろは話題を変えた。


    「それより、大丈夫かな、千ち鳥どりさん」


    「大丈夫そうには、見えないな……」


    　唇を強く結んだ千鳥は前方を睨にらみつけながら、廊下を早足で歩いている。その後を、兼亮ときいろが追いかけている。


    　コーラの一気飲みをクリアした千鳥の不機嫌オーラは、今や見たこともないほどに膨ふくれあがっていた。スノーホワイトでさえ近寄らず、やや後ろを付いていく。[image: ]う闊かつに声を掛けることができない。


    　兼亮が預かる『ピーター・パン』を月つき夜よに渡すため、三人は保健室へ向かっていた。


    「でもさ、可愛かわいい顔がヒビ割れちゃわなくてよかったねっ」


    　きいろが明るく言うと、千鳥は突然踵きびすを返した。きいろのほっぺたをばちんと両手で挟はさむ。


    「うぎゅ」


    「萩はぎ原わらあんた、ホントに何も知らないの？　こんな、一般の生徒まで巻き込んで……。〝先生〟はこの騒ぎをどっかで見てて、ほくそ笑んでんじゃないの？」


    「え、わかんないですよ。だって〝先生〟は絵本を渡すだけだし。その絵本をどう使おうが読み手の勝手なんだから、〝先生〟は関係──」


    「ないことないでしょ！　絵本配ってるあの男が元凶じゃない。あいつ何がしたいわけ？」


    「わかんない、きいろはわかんないよう」


    　きいろは千鳥に顔を挟まれたまま、目を潤うるませて涙を溜ためて関与を否定するが、千鳥に涙など通用しなかった。


    「もう我慢ならないわ。こいつを月夜に読ませよう。それではっきりするでしょ」


    「やだっ！　それだけはお願い、許してっ。ホントにわかんないの。信じてよ」


    　きいろは身をよじり、千鳥の手から逃のがれる。そのストールを、逃がすまいと千鳥が握る。


    「まあまあ生い駒こまさん。一応、ここまで一緒に協力してきたんだし……」


    　兼亮は、ストールを手た繰ぐり寄せる千鳥をなだめた。


    「あんたね。乳揉もんだくらいで懐かい柔じゆうされてんじゃないわよ、ロリコンのくせに」


    「えええ？　今、それをぶり返します？」


    　廊下で言い合う三人。それぞれ、ふと、強い視線を感じて教室へ目をやった。窓ガラス越しに見えたのは、制服の代わりにジャージを着用した男子学生だった。


    　教室の中央にぽつんと、笹ささ森もり伊い吹ぶきが座っていた。


    　目が合った瞬間、伊吹の顔がぱあっと明るくなり、手を挙げる。


    「よっ！　オオカミと王女様と尻しりたまごじゃねーか。読み手がこぞって何してんだ？」


    「おまえこそ……何してんだよ」


    「何ってオオカミおまえ。追試だよ」


    「……この騒ぎの中、ずっと追試してたわけあいつ？　本物のバカね」


    「あのう、尻たまごって、きいろのことでしょうか？　不本意なんですけど」


    　伊吹は勢いよく席を立ち、廊下へと駆けてくる。


    「それよかさ、何かあったのか？　帰れって放送は流れてんのに、担任は外出てったまま帰って来ないしよー。席から一歩でも動いたら留年って脅おどされてて困ってたんだ」


    　さすがに担任教師は、こいつの扱い方をよく知っているようだ。兼かね亮すけはひとつ嘆息して、現状の説明を始めた。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　保健室に向かう月つき夜よ一行は、沈ちん鬱うつな空気に包まれていた。


    　透明な壁に閉じ込められ、「助けて」と繰り返す生徒に遭遇したのはつい先ほどのこと。突然の出来事にパニックとなり、壁を殴り続ける男子生徒を、月夜たちはただ壁の外から見ていることしかできなかった。


    　まもなく男子生徒の額ひたいに浮かんだカウントダウンが０になり、彼の顔はヒビ割れ始める。


    　月夜は彼の様子を見て、「恐怖に襲われている」と説明した。彼の脳裏を過よぎるのは広く深い海で溺おぼれるイメージ。


    　また、別の場所で見つけた女子生徒は、肉親の死から連想される孤独に苛さいなまれ、悶もだえ苦しんでいた。彼女の体にも不当な指示が書かれており、それをこなせなかったものと思われる。


    　今まで体験した中で最も大きな恐怖を見せられ続ける。それが、透明な壁の指示をこなせなかった時のペナルティであるようだ。


    　そのヒビがどうすれば治るのか。被害者からそれを読み取ることはできなかった。


    「そこ、落書きがひとつある」


    　廊下の先を行く一いち郎ろうが、消火栓の下部を指差して忠告する。言って視線はすぐに逸そらした。文章を読むと、透明な壁は発生する。逆に言えば、読まなければいいのだ。


    　月夜は忠告を受けて目を伏せた。シュシュを抱いて歩く日ひ和よりも、慌てて窓の外へ視線を逸らす。群ぐん青じよう色いろの強くなってきた空を、雲が流れてゆく。


    　いつの間にか、部活の掛け声や吹奏楽部の音色は聞こえなくなっていた。


    　日ひ和よりはそのまま、天井に灯ともる蛍光灯へ視線を移した。自分たちも早く、この学校を出るべきなのではないだろうか。いつ襲われるかわからない恐怖に、日和は疲労していた。


    　不意に日和は、蛍光灯と蛍光灯の間に、落書きを発見する。


    



    〝兼かね亮すけはスクール水着が好き。俺も好き。着ろ。〟


    



    「兼……亮、さん……？」


    　完全なる不意打ち。読んで、しまった。


    　直後に文字がわらわらと蠢うごめき、日和の頭上に降ってくる。


    「きゃああっ！」


    　シュシュを放し腕で頭を守ったが、制服の袖そで口ぐちから侵入した文章は、容よう赦しやなく日和の体中を[image: ]はいずり回った。


    　──ギィ、バタン。廊下に、ドアの閉まる音が響く。


    「日和っ」


    　異変に気づいた月つき夜よが駆け寄り、日和のうなじに定着した文章を読み上げる。


    「スクール……水着？　どうして今度は、笠かさ木ぎくんの名前が」


    「考えるのはあとだ。カウントダウンは始まっているんだろう」


    　そう言った一いち郎ろうの背中には、透明な壁が発生している。


    　しゃがみ込んだ日和の側そばには、出所が不明のスクール水着が落ちていた。月夜がそれを手に取り、広げてみる。丁てい寧ねいにも、胸部分に大きく「ひより」の名札が付いている。


    「……日和。着替えて」


    「そんな！　ここで……!?」


    　透明な壁に監禁されている状況である以上、着替えはこの廊下で行わなくてはならない。


    　一郎はブレザーのポケットから、大きく真っ赤な布を取り出した。それを壁に掛かる掲示板へ宛あてがい、両端をナイフで留めて簡易的なカーテンを作る。


    「この中で着替えるといい」


    「……ありが、とう……ございます」


    　一郎に促され、日和は目に涙を浮かべてカーテンを[image: ]まくる。


    　月夜と一郎はカーテンに背を向け、着替えが終わるのを待った。


    「……さすがにスクール水着は、僕じゃなくてよかったよ」


    「……今回の読み手も、少女嗜し好こうなのかな」


    「ふん。変態ばかりだな、このシリーズの読み手は」


    「……自覚あったんだ」


    　すとん。日ひ和よりが足元に落としたスカートを、シュシュはじっと見つめている。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「へえ。落書きを読むと、か。めんどっちい能力だな、それ」


    「罠わなを張る系の能力だと考えられるわ。バカなあんたには借りられない力ね」


    　伊い吹ぶきの持つ絵本は『かちかち山』。その悪役の力は〝音を燃やす能力〟である。単純に音を燃やして攻撃する能力と違って、罠に嵌めるその力は、それなりの作戦を必要とするだろう。


    　兼かね亮すけが千ち鳥どりの説明を補足する。


    「文字を読んだ生徒たちが無差別に攻撃を受けてる。早く読み手を見つけて止めないと」


    　四人は教室で円になり、伊吹にこれまでの展開を説明していた。伊吹はまだ納得いかないのか、腕を組んで小首を傾かしげる。


    「ところでなんで尻しりたまごが一緒にいんの？　敵じゃなかったっけ？」


    「尻たまごはやめてもらえます!?」


    「……成り行きよ」


    　千鳥が目を細めて答える。


    「そっか、まあいいや。俺も一緒に行くぜ。担任帰ってこねえかもしんねーし」


    「……あんたね。一緒に来るのはいいけど、気を付けなさいよ？　あんたが罠に掛かったら、その辺り一帯、透明な壁に囲まれるんだからね」


    「大丈夫っすって。読まなきゃいいんでしょ？　俺、現国苦手だしさ」


    　じゃ何が得意なんだ。どうせ体育と言うことが予想できて、兼亮は質問さえしなかった。


    「そうだ笹ささ森もり、[image: ]かばん貸してくれ。『ピーター・パン』を手ぶらで持つのは落ち着かなくて」


    「お。いいけど、俺、今日[image: ]コレだぜ？」


    　伊吹は言って、机の側面に引っ掛けていた紙袋を差し出した。


    「……それは……[image: ]とは、呼ばない」


    「ないよりマシだろ？」


    　紙袋を兼亮に押しつけて、伊吹は意い気き揚よう々ようと教室を出て行ってしまう。


    「……あいつ学校に何しに来てんの？」


    「……きいろ、あの人と行動するの不安なんですけど」


    　確かに、不安だ。紙袋に『ピーター・パン』を入れて、兼亮は先を行く。


    「……まあ戦えるってことは確かですから、戦闘力として期待しましょう」


    　言って教室を出ようとしたその時、廊下の向こうから伊吹の声が届いた。


    「お？　なんだあれ？」


    「おい、まさか……」


    　嫌な予感を覚え、兼かね亮すけは駆け出した。しかし廊下へと出て曲がったその直後。バタン、と扉の閉まる音の直後に、透明な壁に額ひたいをぶつける。


    「痛いたっ」


    　廊下を区切るように、透明の壁が発生している。壁の向こうでは、伊い吹ぶきがじたばたと体をはたいてた。


    「バカッ、おまえ、もう落書き読んだのかよ！」


    「すまん！　読んだ！」


    　廊下へ出た千ち鳥どりが、伊吹に叫ぶ。


    「文字は!?　何て書かれてたの」


    　──コン。透明な壁の向こうに、立方体の物体が転がった。あれは──。


    　兼亮と千鳥、駆けつけたきいろはそれを見て、顔を青ざめさせた。


    　伊吹がジャージの袖そでを[image: ]まくったその腕に、指示は書かれている。


    



    〝千鳥は頭を使うのが嫌い。ルービックキューブの色を全面[image: ]そろえろ。１５９〟


    



    　一五八、一五七──。文末のカウントダウンは始まっている。


    　千鳥は思わず呟つぶやいた。


    「……無理でしょ。こんな言葉使いたくないけど……絶対に、無理だわ」


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　水着は日ひ和よりの肌にぴったりと密着していた。恥ずかしさに耐える日和は、お尻しりと水着の間に人差し指を差し入れ、その位置を整える。手足の白さを強調する紺色のスクール水着。当然、野暮な水泳帽は除かれている。


    　月つき夜よと一いち郎ろう、二人の前に立ち、日和は両手を腰に当てた。


    「ど、どうですかっ……！」


    　恥じらう乙女のどうですか、ではなかった。どうだ恥じらって堪たまるものか、のどうですかだ。学校の廊下でスクール水着に着替えさせられるなど、屈くつ辱じよくでしかない。しかし反骨の意味を込めて脱ぎ残した上履きが、背徳的で逆に、淫いん靡びであった。


    「似合うよ、日和」


    「ふむ。少女の戦闘服だね、あれは」


    　二人の感想に賛成するように、シュシュが日和の足首へ頭を擦こすりつけた。


    　ガチャリ、とドアの開いた音と共に、透明な壁は消滅する。


    「進めるみたい。行こう」


    「ちょちょちょ、待ってください！　日ひ和よりはこのまま!?」


    　言って日和は、月つき夜よと一いち郎ろうの背中へ手を伸ばす。すると振り返った二人の目の前で、役目を終えた水着だけが、搔かき消えた。


    　ぼう、と日和の顔が真っ赤に染まる。学校の廊下で上履きのみ、という超・背徳的な姿となった日和は、絶叫と共にしゃがみ込んだ。


    「ぎゃあああっ！　見ないで！　見ないでくださいっ」


    　二人は呆ぼう然ぜんと、日和の滑らかな背中を眺めた。


    「……日和、笠かさ木ぎくんがいなくてよかったね」


    「興奮した拍子に取り憑つかれるんじゃないかな、あの変態は」


    「もうやだやだ、帰るっ！」


    　体を丸めて涙する日和に、一郎は掲示板から剝はがした赤い布を掛けた。


    「早く制服を。さすがに全裸の女子中学生を引き連れて歩くわけにはいかない」


    「うう……」


    　しかし日和は布を頭から被かぶったまま動こうとはしない。精神的なダメージが大きいのだろう。全裸の赤ずきんに、一郎は冷たく言い放つ。


    「忠告しておくけど、そのテーブルクロスも数分で消えるからね」


    「ひやぅ……」

  


  [image: ]



  
    　日ひ和よりは慌てて立ち上がり、脱いだ制服を拾う。


    　チェック柄の襟えりが特徴的な中学の制服。手にした途端に、日和の動きが固まった。


    「……そんな……噓うそ。いつの間に……？」


    　日和の目に涙が[image: ]あふれる。訳がわからない。怖い。


    　──ギィ、バタン。三人を囲むように、再び透明の壁が発生した。


    「……!?」


    　月つき夜よと一いち郎ろうは、顔を見合わせる。誰か、落書きを読んだ者がいる。


    「ごめんなさい……また、読んじゃいました」


    　指示を受けたのは、またもや日和だった。ぼろぼろと涙を零こぼしながら、二人に制服を見せる。襟付きの何の変哲もない制服。


    「ここに……書かれてました……」


    　その背に当たる部分に、二行にわたって落書きは書かれていたのだ。


    「……ずっと背中に書かれていたのか？」


    「気づかなかったの……？　日和」


    　月夜の質問に、目を閉じた日和は首を大きく横に振る。


    　──カッ。小気味よい音と共に廊下の床へ刺さったのは、どこからか降ってきた、手て斧おの。


    　日和は青ざめた。


    「……何て、書かれていたんだ」


    「……」


    　一郎の質問には答えようとしない。日和は唇を強く結んで、俯うつむいたまま黙ってしまった。


    「日和、早く指示をこなさないと」


    　月夜が言ってはじめて、日和は顔を上げる。


    　赤い布に隠されたその背中から尻しりにかけて、指示の文章は転写されている。


    「〝フック船長は……右腕が、大事〟……」


    　日和は震ふるえながら、今見たばかりの文章を諳そらんじる。その指示は、今までのものと比べて明らかに難易度が上がっていた。


    「──〝右腕を……切り落とせ〟」


    「切り、落とせ……？」


    　月夜の呟つぶやきの後に、一郎が廊下に刺さった手斧を持ち上げた。


    「ひ……」


    　蛍光灯の光に刃が煌きらめいて、日和は身を縮める。


    　カウントダウンは、すでに始まっている。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「まずは一面を[image: ]そろえるのよ！　同時に側面の一段目も同じ色で！」


    「同時に!?　待て待て、何言ってんの。イッコずつ言ってくれよ。同時なんて無理だろ」


    「同時に[image: ]えるのがルービックキューブでしょ！　それがこのパズルの面白さでもあり、醍だい醐ご味みでもあるのです──って書かれてんのよバカっ！　楽しめっ」


    　千ち鳥どりはスマートフォンで検索した〝初心者でもわかる！　ルービックキューブ攻略法〟のページを見ながら、伊い吹ぶきに指示を飛ばしていた。しかし壁の向こうでガチャガチャとキューブを回す伊吹は、初心者以前のレベルにある。


    〝ルービックキューブの色を全面[image: ]えろ〟という注文は、一八〇秒という制限時間がなくとも難しい。伊吹にこなせるとは思えないが、諦あきらめずに立方体を回す彼へ、薄い壁一枚挟はさんだ三人は思い思いに声を張る。


    「頑張って、うさぎさん！　十字だよ。最初は十字を[image: ]えるんだよ。それからカド」


    「え？　色は？　何色で[image: ]えればいいんだよ。てか何だジュウジって。時間？」


    「待てきいろ、一気に言ったら混乱を招く。笹ささ森もり、まずは一面をおまえなりに[image: ]えてみろ」


    「え？　黄色？　待て待て、黄色はさっき裏で一列[image: ]えて……」


    「何色でもいいのよ！　最初の一面なんだから好きな色で[image: ]えなさいよアホっ！」


    「え？　青？　どの青？　黄色は崩くずしていいの？」


    　ダメだ。全く[image: ]えられる気がしない。伊吹の腕に浮かぶカウントダウンは残り一分半を過ぎようとしているのに、ルービックキューブはまだ一面も[image: ]えられてはいない。


    「あああっ！　くっそ、もうわかんねえ！」


    　伊吹はわしゃわしゃと頭を搔かき、透明な壁に拳こぶしをぶつけた。ドン、という衝撃音の後、伊吹の拳を中心にして、炎が波紋のように吹き上がる。伊吹の持つ〝音を燃やす能力〟だ。


    　しかしその衝撃を以もつてしても、壁にはヒビのひとつさえ入らない。


    「ったくよ！　こんなんにやられんのか、俺は」


    　ルービックキューブを頭上に放り、炎を纏まとった右腕でキャッチする。伊吹の手の中で、キューブは炎に包まれる。


    　カウントダウンは、もう一分を切っていた。


    「……あんた、覚悟しなさい」


    「……どうなるんでしたっけ、クリアできなかった場合」


    　伊吹の質問に、兼かね亮すけが答える。


    「顔に亀き裂れつが入る。死ぬのかは……わからん。少なくとも今まで見てきた被害者は、みんな異様な呻うめき声を上げていたからな。痛みが……続くのかもしれない」


    「マジかよー……やべえな。治んないの？」


    「それはわからないわ。そもそも、絵本がどこにあるのかもわかんない。読み手が誰なのかさえ、わかんないんだから」


    「ぐはー……ピンチだあー……」


    　伊い吹ぶきはだらんと天井を仰あおぎ見る。


    「もうすぐあんた、喋しやべれなくなるかもしれない。言い残したことがあれば、聞くわ」


    「言い残したことか……。つってもなあ……。んー」


    　能力を使用している伊吹の声は燃える。口元に僅わずかな炎を上げながら、伊吹は答える。


    「そうだ、乙おと姫ひめに伝えといてくれ。『すまん、土曜の水族館は行けなくなった』って」


    「え！　乙姫って、色いろ葉はさんのこと？」


    　不安そうな顔を見せていたきいろが、驚いて声を上げた。


    「おまえ、いつの間に……。付き合ってたのか」


    「は？　別に付き合ってねえよ。あいつが〝乙姫〟だったくせに陸亀しか見たことないっつーから、海亀を見に行く約束したんだ。あいつ水族館に行く友達いないっつーし」


    「えーきいろ誘われてないんですどー？」


    　きいろが、にやにやと無ぶ粋すいな笑みを浮かべる。


    「おうおう、尻しりたまごも一緒に行こーぜ。オオカミも女王様も、な。友達は多い方があいつも喜ぶだろ。俺がその亀き裂れつ入ってる間に行くなよ？　俺も海亀見たことねーんだから」


    　不思議な奴だ。兼かね亮すけは改めて、壁の向こうの炎を纏まとったウサギを見返す。こいつは、つい先日まで敵同士だった色葉やきいろまで、友達と呼ぶのか。


    「伝えとく。……必ず助けるから。あたしも、その……マンボウ見たことないし」


    　スノーホワイトを肩に乗せた千ち鳥どりは腕を組み、視線を逸そらしながらつんけんと答えた。


    「ういっす。悪わりいな、力になれなくて。じゃあ、みんな。こいつの読み手が見つかったら、よろしくっ！」


    　言って伊吹は右腕を大きく振り下ろし、炎を搔かき消した。手の平には、黒焦こげになったルービックキューブ。その腕に書かれたカウントダウンが、五秒を切った。


    　うるさい奴だったが、いなくなると思うと、不思議と寂しいものだ。千鳥は悔しそうに唇を結び、きいろは「うさぎさん……」と涙ぐんでいる。


    　四、三、二──。


    　伊吹だけが笑っていた。壁の向こうで、こんなもの、屁へでもねえよと言わんばかりに。


    「きししっ」


    　──ガチャリ。と、不意に透明な壁が搔き消える。


    「え？」


    「……え？」


    　伊吹に異常は見られない。腕の文字も消えている。色は[image: ]そろえられなかったのに、どうしてクリアしたことに？


    「……あ、それだ」


    　兼かね亮すけは、伊い吹ぶきの持つキューブを指差した。


    「〝ルービックキューブの色を[image: ]そろえろ〟……」


    　キューブは伊吹が燃やしたことにより、全面、真っ黒に焦こげていた。


    　色の[image: ]ったルービックキューブは役目を終え、透明な壁と同じように搔かき消える。


    「……」


    　盛大にお別れ会をしたあとに転校が中止になったような、居たたまれない気恥ずかしさが残った。四人の間に、気まずい空気が流れる。


    「た……ただいまっ」


    「……」


    　伊吹が引き攣つった笑顔を見せる。「おかえり」を返す者はいなかった。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「帯おび刀なた月つき夜よ、小銭入れを持っているね」


    「持ってるけど……何か買うの？」


    「買わない。ストラップが付いていたはずだ。ウサギの、全身を象かたどった奴」


    「うん」


    　月夜が取り出した小銭入れには一いち郎ろうの言った通り、デフォルメされたウサギのストラップがぶら下がっている。一郎はそれを受け取り、手て斧おのを持ったまま日ひ和よりの元へと歩いた。


    　日和は思わず後あと退ずさりした。赤い布を胸元で強く握り締める。


    「……ま、待ってください。まだ、心の準備が」


    「指示は、どこに？」


    　壁際に追い詰められた日和は、震ふるえながら一郎を見上げる。


    「……腰、辺りに」


    「見せてごらん」


    　日和の肩を摑つかんで反転させた一郎は、屈かがんで布を[image: ]まくった。


    「き……っ！」


    　制服どころか、下着さえ着けていない日和はびくりと体を固くする。尻しりを見られた恥ずかしさに赤面するが、最も早はやそれどころではなかった。日和の体に浮かんだカウントダウンは、残り一分半を切っている。


    「よし。屈め、煮に雪ゆき日和」


    「ま、待って！」


    　逃げようと身をよじる日和を、一郎は無理やり摑んでしゃがませた。その背を覆おおうように、自分もまた膝ひざを曲げる。


    「お願い、痛くしないで……！」


    「無理だね。腕を切り落とすんだ。痛いに決まってる」


    　言って一いち郎ろうは、日ひ和よりに手て斧おのを握らせた。


    　え？　自分で切るの？　一郎の思わぬ行動に日和は顔を上げる。


    「しっかり握って。重いよ」


    　背後の一郎は、柄を握る日和の手に、自分の手を重ねた。日和の前には、月つき夜よの小銭入れが置かれている。日和に柄を握らせたまま、一郎は手斧を振り上げた。


    　カッ、と小気味よい音を鳴らして、斧は廊下のタイルへと突き刺さる。


    　その刃先は月夜のストラップを──ウサギの右腕を、根元から切り落としていた。


    　──ガチャリ。ドアの開く音がして、透明な壁が消滅する。


    「……ふう」


    　一郎は息をつき、床に尻しりをついた。日和も力が抜けてへたり込む。右腕はちゃんとついている。なのに壁は消えた。日和は、指示をこなしたことになっている。


    「……どうして？」


    　呟つぶやいた日和の側そばに、月夜が屈かがんだ。無表情のままストラップを見下ろす。無残にも右腕を断たれたお気に入りのウサギは、心なしか泣いているように見える。


    　ウサギを見下ろしながら、月夜は日和の受けた指示を暗あん誦しようした。


    「……〝フック船長は右腕が大事。右腕を切り落とせ。〟」


    　日和へと視線を移し、続ける。


    「日和は、斧でウサギの、〝右腕を切り落とした〟」


    「あ……。それでも、いいんですか……」


    　日和は大きく息を吐いて脱力した。


    　空気の読めない黒猫が、日和の膝へと飛び移る。


    「……なんか、いきなり難しく、なってません……？」


    　斧を握っていた指先はまだ震ふるえている。


    　重い空気が纏まとわりついて、二人とも口を開かない。


    　代わりに膝の上の黒猫シュシュが、「んなあ」と鳴いて日和に答えた。

  



  
    第三話　海賊〝血ぬれ兎〟


    



    　心を読む少女に対しての印象は、今も昔も変わらない。嫌悪だ。


    　一〇年前、ひとりの臨床心理士にあるプロジェクトへの参加が持ちかけられた。秘密裏に接触してきたエージェントからは、その計画がいかに重要で、機密性の高いものであるかを聞かされた。


    　彼が面白いと感じたのは、それが国家規模のプロジェクトであるということだ。その研究に呼ばれたということは、言わば自分が国に求められているということ。断る理由はなかった。


    　しかし、政府のやろうとしていたことは、彼の想像の斜め上をいくものだった。


    　表向きの書類とは別に配属された先は、一般企業の製薬会社。幾十ものフィルターに包まれ、丁てい寧ねいに丁寧に隠されていた重要な研究とは、超能力開発という、あまりに幼稚なものだった。


    　この国は終わりだと思った。方向感覚がおかしくなってしまっているのだと。現に診察した多くの子供は他の子と変わらない。両親との離別や軟禁状態におけるストレス、持っているのはそれくらいで、異能力など微み塵じんも感じない。


    　そう思っていた。


    　一四番目の診察を、終えるまでは。


    　漆しつ黒こくの艶つややかなおかっぱに透き通った白い肌。丁寧に作られた人形のようなその少女は、その癖、人間らしくよく笑った。


    　苦い薬が出ればそれだけで友達とはしゃぎ合い、雨が降れば昨日と違った日常に大喜びする。天てん真しん爛らん漫まん、明めい朗ろう快かい活かつ、何にでも興味を持つその子供は、初診の時でさえ他の子のような緊張を見せず、つぶらな黒い瞳を輝かせた。


    「こんにちは！　ドクター」


    　少女の挨あい拶さつに、男は微ほほ笑えみを向けて応えた。彼によるいくつかの質疑応答がなされ、診察が終わると今度は私の番とばかりに、少女は逆に質問した。


    「ドクターは、結婚してるの？」「お家はどこ？」「動物を飼ってる？」「子供は好き？」


    　その多くの質問を、男は適当に答えた。〝恐竜に乗ってここへ来たんだよ〟などと、七歳の子供が喜びそうな解答を用意して、その場をやり過ごした。


    　少女は質問を止やめなかった。


    「ドクターには、パパやママ、いる？」


    「ああ、いるよ」


    「パパやママ、好きじゃないの？」


    「……？　そんなことないよ」


    「ひどい。そんなことされたら、嫌いになっちゃうのも無理ないよ」


    「？」


    　様子がおかしいと、男はすぐに気づいた。会話が成立していない。いや、言葉のやり取りが成立していない、それは確かだが、少女は確かに会話をしていた。


    「……」


    　いつの間にか、男は言葉を返さなくなった。なのに少女は、質問を止めない。勝手に尋たずね、勝手に納得し、勝手に同情した。


    　彼の厳格な父のこと。教育熱心な母のことを暴き、思い出したくもない過去に触れる。


    　そうして少女は声を沈め、勝手に悲しい表情を浮かべた。


    「……アミークスが、かわいそう」


    「どうして……その名前を」


    　彼は寒気を覚えた。子供の頃飼っていた手乗り文鳥の名前など、この子が知る由よしもないはずなのに。


    「アミークスと同じくらい、ドクターも痛かったんだね」


    　少女は確かに、会話をしていた。彼の心と、やり取りをしていたのだ。


    　彼を見る少女の瞳が、黒く小さなつぶらな瞳が、深い蒼あおに、染まっていた。


    　その吸い込まれるような感覚に、目め眩まいを覚える。心を覗のぞく側であるはずの自分が、逆に覗かれている。知識や技術を以もつてではなく、その才能で、人を超えた能力で。


    「……ドクター？」


    　七歳の少女はひとつ瞬まばたきをして、小首を傾かしげる。


    「何をそんなに、怖がっているの……？」


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　実験や授業のない日。一〇歳の月つき夜よはよく、中庭で本を読んだ。


    〝夕ゆう陽ひヶが丘おかわくわく図書館〟から本を借り、真っ白な中庭の、真っ白なベンチに腰かけて、読書をした。


    　注射や苦い薬のない穏やかなこの時間を、月夜は気に入っていた。


    　中央の樹木がそよそよと風に揺れて、どこからかやって来た小鳥がピヨピヨと鳴く。


    「つきよー！」


    　その小鳥たちを散らす悪童がいる。渡わた辺なべ一かず希きは、月夜の苦手な少年のひとりだった。


    「また本なんか読んでるのかよ。今、鬼ごっこしてんだ。おまえも一緒にやろーぜ」


    「嫌！　だってみんな足速いんだもの。それより、小鳥たちに謝って」


    「小鳥？　こんな工場に鳥なんかいるかよ。──やっべ」


    　一かず希きは追っ手の気配を感じ、月つき夜よの座るベンチに潜もぐり込む。その直後に、中庭の入り口に鬼役の子供が現れる。


    「あれ、月夜、こっちに一希来なかった？」


    「……来てない」


    　月夜は首を振って、噓うそをつく。


    　鬼役の子が去ったあと、ベンチの下から一希が腹はら[image: ]ばいになって、上半身だけを出した。


    「へへ。さんきゅな、つきよ」


    「……いいから。もう行って」


    　一希はその態勢のまま頰ほお杖づえをついて、月夜を見上げた。


    「何読んでんだよ。また難しそうなの読んでんのな。ぴー、たー……？」


    「『ピーター・パンとウェンディ』」


    「おおっ！　ピーターパンなら知ってるぜ。ワニ倒すやつだろ？」


    「違うよ。悪役は時計ワニじゃなくて、海かい賊ぞく・フック船長の方。ちゃんと読んだの？」


    「読んでねえよ。だって俺、字、読めないし」


    　渡わた辺なべ一希は月夜と同じ一〇歳。しかし彼は、字が読めなかった。


    　ラボに集められた子供たちは、様々な事情を持っている。親のいない子、学校へ行ったことのない子。身体的、精神的にハンデを持っている子。字が読めないなど、ここでは驚くべきことでもなかった。


    　月夜は深く溜ため息いきをついて、『ピーター・パンとウェンディ』のあらすじを説明してあげた。すると一希は意外にも食いつき、とうとう、「読んでくれよ」とまで言い出し始める。


    　月夜は、仕方なく。本を読んで聞かせる。


    　四方を高い壁で囲まれた中庭で、一希はじっと、月夜の読み上げる物語を聞いた。


    　遠くには、ごうん、ごうんと工場らしい音が響いている。


    「子供たちだけで住んでるなんてさ、ネバーランドって、ここみたいだな」


    　一希は空を仰あおいで言った。その視線を追って、月夜も空を見上げる。


    「俺たちもさ、空が飛べたらよかったのにな」


    　四角く切り取られた青空を背景に、四本の煙突は濛もう々もうと煙を吐き続けていた。


    



    「私を見るな、一四番」診察の時、ドクターはいつもそう言った。


    　月曜と木曜の週に二度。白衣に身を包んだドクターは、月夜たちの居住区を訪れる。そのおかげで月夜は、月曜と木曜が大嫌いになった。


    　診察を重ねるたびに、ドクターは月夜へ辛しん辣らつな言葉を浴びせる。


    「毎日が楽しいと言ったな？　どう楽しいんだ」


    「おまえはどんな未来を想像している。説明してみろ」


    「私が今、何を考えているかわかるか」


    　それが〝心を読んでみろ〟との命令に思えて、月つき夜よは目を蒼あおくする。するとまた、「私を見るな」と怒鳴られる。自分がどうして怒られるのか、わからなかった。その理由を探ろうと、心を読もうとすればまた、怒鳴られてしまう。


    「……ドクターはどうして、私に嫌がらせをするの……？」そう尋たずねても、「嫌がらせなどしてないさ」と答えられる。


    　きっと初日に心を読んだことがいけなかったのだ。月夜はそう、考える。


    　蒼い瞳を向けることで、困惑の表情を浮かべる人はいた。だがこんなにも露骨に嫌悪されるのは初めてだ。[image: ]う闊かつに人の心を読んではいけない。月夜は学習して、俯うつむくようになった。


    「おまえたちは一生、ここから出られないんだ」


    　ドクターはことあるごとにそう告げて、月夜を悲しませた。


    「外に出たところで、化け物であるおまえたちを守る者はいない。なあ一四番。ここでしか生きられないというのは悲劇だが、外に出たところで悲劇は変わらんよ」


    　そう前置きした上で、月夜の耳元に顔を近づけて、意地悪な質問をする。


    「この施設から出たいと思ったことはあるか」


    　月夜はいつものように、どう答えれば嫌がらせを受けないか、よく考えながら答えた。


    「……少し、あります」


    「どうして。毎日は楽しいんだろう？　不満はないんだろう。なのになぜ、出たいと願う」


    「……ママに、会いたい」


    　俯く月夜にはわからなかったが、ドクターは僅わずかに、笑ったように思う。


    「ママ？　おまえを産んだママ？　それは叶かなわない。ママはおまえに会いたいとは思っていないよ。おまえみたいな、人の心を読む化け物には、な」


    　ドクターは言うことを聞かない子供にそうするように、穏やかに言い聞かせた。


    　月夜は白いワンピースのスカートの裾すそを握り締めて、勇気を振り絞って否定する。


    「……そんなこと、ない」


    「あるさ。事実、おまえが預けられてから三年が経たとうとしているのに、母親は一度も、この施設を訪れていない。おまえは捨てられたんだ」


    　月夜は顔を上げた。その頰ほおに、一滴の涙が伝う。


    「違う！　ママは体が弱いから、来られないんだ」


    「捨てたのさ。異端であるおまえに失望し、嘆き、悲しみに暮れ、おまえなどもう、自分の子ではないと──！」


    「そんなこと……！」


    　気持ちが高ぶると、興奮すると、月夜の瞳は蒼く染まる。そんな時、月夜の目に映る人間は文字となり、感情を、思考を、発露させる。


    　その蒼あおい瞳はじっと、ドクターを見つめていた。その心を、読んでいた。


    「……ドクターは、捨てられたの……？」


    「……っ」


    「どうして？」


    　しまった。そう狼ろう狽ばいする彼の心の言葉さえ瞬時に読み取り、月つき夜よは一度、瞬まばたきをする。


    「どうして──ドクターはママを、殺してしまったの……？」


    　盛大な音を上げ、ドクターは椅い子すから転げ落ちた。


    　その[image: ]あふれ出す思考を読んで、月夜はまた、彼の触れてはいけない部分に触れてしまったのだと気づいた。目を瞑つむり、深呼吸をひとつ。再び開いた時には、その瞳は黒く、つぶらなものに戻っている。


    「……ごめんなさい。でも、安心して。このことは誰にも、言わないから」


    　月夜は敵意がないことを示すため、精一杯の笑顔を作った。


    　その笑みが、青ざめたドクターにとってどれだけ屈くつ辱じよく的てきであったことか。


    「……どうして、嫌がらせするのか、おまえは尋たずねたことがあったな」


    　ドクターは床から月夜を見上げ、子供のように言い放った。


    「私はおまえが嫌いなんだ。理由などない。本能的に、感覚的に、おまえが大嫌いなんだよ。覚えておけ一四番──」


    　そして、今まで彼が両親に投げかけられた言葉の中から、とっておきのものを選んで、月夜を傷つけた。


    「この世界に、おまえを愛するものなどいない」


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「萩はぎ原わらきいろ──」


    　正面玄関を見下ろせる吹き抜けの二階廊下。階段を下りればすぐに保健室というところで、きいろは不意に名前を呼ばれた。


    　思わず振り返ってしまったその視線の先、廊下には印いん南なみ玄げん紀きが立っている。右手をきいろへ突き出し、低い声で、命令する。


    「──〝『ピーター・パン』を奪え〟命令だ」


    「やば……」


    　きいろの腹部が、熱を帯びる。カウンセリングルームで印南にペーパーナイフを突き立てられた時のかすり傷がちくりと痛み、血を滲にじませる。


    　きいろの顔の前に、海かい賊ぞく旗きを思わせるドクロマークが浮かび上がった。


    　一行の最後尾を歩いていたきいろは、前方に向かって叫ぶ。


    「兼かね亮すけくん、逃げて！」


    　きいろは声を上げながら、その体は兼亮の持つ紙袋に飛びかかった。


    「のわっ!?」


    　絵本の入った紙袋を引っ張り合う二人を背に、伊い吹ぶきが印いん南なみと対たい峙じする。


    「あいつがフック？　へえ。見たことない顔だな」


    「カウンセリングルームの先生よ。知らないの？」


    「さあ。俺、悩みとかないし」


    　でしょうね、と千ち鳥どりは伊吹の後ろで腕を組む。


    　印南の能力は、電話で月つき夜よに教えてもらっていた。戦闘に長たけた伊吹の存在もあり、初めの理科室での逃亡戦に比べれば遥はるかに有利だ。


    　手袋を嵌はめた印南の右手には、ペーパーナイフではなく、ガラスの破片が握られていた。


    　伊吹は上履きを脱いで裸足になり、制服の裾すそを[image: ]まくり上げる。


    「いい？　右腕の攻撃を食らっちゃダメよ。受けようとしてもダメ。全部避けて。一度傷つけられたら命令に逆らえなくなる。あの萩はぎ原わらみたいにね」


    「ういっす」


    　答えて伊吹はジャージを脱ぎ捨て、上は体育着姿となった。


    　頭上に掲げた両腕を、振り下ろすと同時に、パチンと指を鳴らす。瞬間、両手から轟ごうと炎が吹き上がる。


    　伊吹は炎を両腕に纏まとう。ジャージを脱ぐのは、自らの炎で燃やしてしまうからだ。能力使用時は熱を感じない。ただしそれは伊吹の体に限ったことで、纏う炎は衣類を燃やしてしまう。


    「……笹ささ森もり伊吹。音を燃やす〝白兎ホワイト・ラビツト〟か」


    「え、俺のこと知ってんの？　へへ、何か照れんな」


    「照れるなバカ。読み手としては焦あせるべきところよ」


    　にやける伊吹を、千鳥がその背後で[image: ]しかりつけた。


    　きいろががむしゃらに引っ張るので、兼亮は紙袋から絵本だけを取り出して手を離した。


    　きいろは勢いづいて尻しり[image: ]もちを付く。


    「んきゃ」


    「生い駒こまさん！　先行きます」


    　兼亮はきいろから逃げるように階段を下った。きいろもすぐにその後を追う。


    　同時に、伊吹は印南へと足を踏み出した。


    「いくぜえええいっ！」


    　印南の握るガラス片に触れることはできない。しかしそれで伊吹が臆おくすることはない。足音を燃やして回し蹴げり、炎を纏った右ストレート。ガードした印南の黒スーツから、火の粉が舞い上がる。


    　伊い吹ぶきの動きは素早く、負傷した足では到底かわすことなどでなきい。印いん南なみは苦痛に顔を歪ゆがませる。振るう右のガラス片を、当てることさえ敵かなわない。


    「弱えな、フック！　つまんないぜ、おまえ」


    　伊吹は完全に優位に立っていた。それを確認した千ち鳥どりは、手すり越しに玄関を見下ろす。階段を下りた靴箱の側そばで、兼かね亮すけがきいろに足を摑つかまれていた。


    　伊吹の方は大丈夫だろう。そう判断した千鳥は、階段へ向かう。


    



    　左から伸びてくるハイキックに合わせ、ガラス片の切っ先を立てる。しかし伊吹はその動きを見て寸止めし、蹴けりをミドルへ切り替える。


    「がっ……」


    「っと、危ねえ危ねえ、やらしー奴だな。落書き野郎といいよお、頭使う系の読み手は油断ならなくて好きになれねえぜ」


    「……落書き、か。至る所にあったな節操なく。あんなものと一緒にされては心外だ」


    「あんたも指示受けたのか？」


    「ああ受けたさ。ニケ像のデッサンをさせられたよ。命令されるのは嫌いなんだ。私は、命令する方だからね」


    「きししっ、それはわかる。俺も食らった。知ってっか？　あれ、読まなきゃいいんだよ。ぱっと見じゃ発動しない。すぐ視線外せばいいって気づきゃあ、そう難しくないぜ」

  


  [image: ]



  
    「そのようだな。壁、床、天井、窓ガラス、四方八方落書きだらけだ。が、しかし、読まなければいい。読まなければ脅きよう威いではない。むしろ、武器になるんじゃないか？　そう考えて──持ってきた」


    「……あ？」


    　印いん南なみは握っていたガラス片を、伊い吹ぶきに向かって見せた。その表面には、二行にわたって、文章が書かれていた。


    



    〝フック船長にも呼吸は必要。息を止めろ。〟


    



    　──ギィ、バタン。


    「……っと、何よ」


    　突然目の前に発生した透明な壁に行く手を遮さえぎられ、千ち鳥どりは急ブレーキをかけた。振り返った先に、対たい峙じする印南と伊吹。どちらかが、落書きを読んだのか。


    　印南は、伊吹のふくらはぎに飛び移った文字を確認した。


    「〝息を止めろ〟か。残酷な命令を下すもんだね。この能力の利点は私のと違い、自傷行為をも強要できることだろうな。羨うらやましいことだ」


    　言ってコンパクトケースから、緩かん慢まんにペーパーナイフを取り出す。


    　伊吹の口元から炎は上がらない。両頰ほおを大きく膨ふくらませたまま、唇を強くすぼめている。


    　文字が体に纏まとわりつく直前に、大きく息を吸い込んだ。ふくらはぎに浮かぶカウントダウンは残り一六〇秒。息を止めたまま、構える。


    「……いや、違うな。この指示は私のと違い、遵そん守しゆする義務はないのか。守るも、守らないも自由。だからこれは命令や強制ではない。そうだな、〝注文〟と言ったところか」


    「笹ささ森もり！　あんた、なんて指示を受け──」


    　伊吹の背後に駆けつけた千鳥は、そのふくらはぎに書かれた注文を目にした。息を止めろ、とある。一八〇秒間、三分間の呼吸を禁止されている。


    「あんた……大丈夫なの？」


    　伊吹は泣きそうな顔を千鳥に向け、口の形だけで訴えた。


    （む・り・だ）


    　青ざめる千鳥とは対照的に、伊吹は顔を赤くする。


    　印南はうっすらと、歪いびつな笑みを見せる。


    「……命令ではないんだ。苦しかったら、していいんだぞ。息」


    　否定の意味を込めて伊吹は、舌を出した。


    　瞬間、前に跳はねた伊吹は息を止めたまま、猛攻を再開する。残り二分など持ちはしない。ならばこの二分のうちにせめて、印いん南なみを倒す。


    　しかし呼吸の許されない状態で、その動きは制限されてしまっている。攻防の中で腹に膝ひざを入れられ、伊い吹ぶきは慌てて口元を押さえる。息は、漏もれてない。


    　すかさず前転で印南との距離を取ったが、顔を上げた先、印南はすでに、ナイフを投げるモーションへと移っていた。飛んできたペーパーナイフを避けることができず、伊吹はそれをクロスした腕で受けた。


    「があっ……！」


    　ナイフの突き刺さった痛みに、口元から炎が吹き上がる。


    「笹ささ森もりっ！」


    　その瞬間、透明な壁が搔かき消えた。ただし聞こえたのはガチャリ、という扉の開閉音ではなかった。それはどこからか吹いた、一陣の風音。


    「っあああ……！」


    　伊吹が炎を纏まとった手で顔を覆おおい、苦しみ始める。体を丸めたその後頭部を印南は容よう赦しやなく鷲わし摑づかみし、首を持ち上げた。


    　伊吹の鼻先に亀き裂れつが入り、欠ける。亀裂はピシピシと顔中に広がってゆく。


    「ちょっとあんた、手を離しなさいよ！」


    　千ち鳥どりは思わず叫んだ。印南は千鳥へ一いち[image: ]べつさえくれることなく、ヒビ割れてゆく伊吹の顔面を見下ろしていた。


    「……見るに堪たえんな。──〝白兎ホワイト・ラビツト〟」


    　言って足元から紙袋を拾い、伊吹の顔に被かぶせた。それから袋の右目に当たる部分へ、ナイフで穴を開ける。


    「ふん、これでいい。おまえはこれから海かい賊ぞく〝血ぬれ兎ブラツデイ・ラビツト〟だ。笹森伊吹──〝笠かさ木ぎ兼かね亮すけを殺せ〟命令だ」


    　紙袋の正面に、ドクロマークが浮かび上がった。


    　千鳥は、持てる限りの嫌悪を込めて印南を睨にらみつける。


    「……あんた。それでも、先生なの？」


    「ただのスクールカウンセラーさ。……子供嫌いのな」


    



    「何してるの逃げて兼亮くん！　早くきいろから離れて」


    　きいろは、『ピーター・パン』を守る兼亮の腰にしがみつきながら叫ぶ。


    「おまえ、言葉と行動が、はちゃめちゃだぞ！」


    「だって体が言うこと聞かないんだもん！　もうきいろを……気絶させるしかないよ。女の子は殴れないなんて言わないで。今は……きいろをガチョウだと思っ──ンガッ」


    　兼亮は、容赦なくきいろの襟えり首くびへ手刀を打ち下ろす。鳴き声と共に、ぱたりと床に伏せるきいろ。


    「……死んだ、か？」


    　しかしすぐに体を起こして、襲いかかってくる。


    「うがあああっ」


    「生きてた！」


    「ひどい！　殴った！　兼かね亮すけくんがきいろを殴ったあああっ」


    「だって、おまえが気絶させろって」


    　その時、どこからか巻き起こった強い風が、二階へと吹き抜けた。兼亮は風を追って顔を上げる。二階の欄らん干かんの向こうに、印いん南なみと千ち鳥どりが対たい峙じしている。


    「……？　笹ささ森もりはどうしたんだ」


    　突如、兼亮の頭上へ影が降った。そいつは兼亮の背後へ着地したと同時に、足元から炎を吹き上げる。


    「くあああうっ……！」


    　獣のような唸うなり声に怯ひるむ。


    　両手両足を炎に包み、紙袋の正面にドクロマークを浮かばせていた。背中を丸め、大きく体を上下させて呼吸する。そのたびにドクロの口元からは、炎が吹き上がる。


    　変わり果てた姿ではあったがその男は間違いなく、笹森伊い吹ぶきだった。


    「何、だよ……。どうしたんだ、笹も──」


    　その動きは、人とは思えないほどに速かった。駆け出した、と認識した次の瞬間にはもう目の前にいる。赤い軌道を目で追った次の瞬間には、熱い衝撃が右肩を打った。


    「ぐっ……！」


    「兼亮くんっ！」


    　靴箱に背中から突っ込んだ兼亮に、きいろが飛びかかる。


    「……邪魔だ、おまえ！　離れてろ、危ないぞ」


    「だって、体がっ！」


    　きいろは、自動的に兼亮の持つ『ピーター・パン』を追ってくる。それを引き剝はがそうと取っ組み合う二人に、伊吹の燃える拳こぶしが迫った。


    「……っ！」


    　兼亮は、きいろを庇かばうように覆おおい被かぶさる。その僅わずか数センチ頭上へ、赤いストレートが打ち込まれた。ドン、と臓ぞう腑ふに響く衝撃音の後、靴箱に亀き裂れつが入り──炎上する。


    　轟ごう音おんの中に、伊吹の呻うめき声を聞く。


    「っくああっ……ああっ……」


    「モンスターかこいつは……」


    　伊吹の懐ふところから[image: ]はい出した兼亮は、倒れたきいろを放って玄関の外へ向かった。見るからに伊い吹ぶきは自分を狙ねらっている。ならばできるだけ距離を取る方が、きいろにとっての安全となるだろう。


    　熱にあてられ、思考をぼんやりとさせたきいろはゆっくりと立ち上がった。腕を伸ばし、なおよたよたと兼かね亮すけを追う。その立ち位置は、伊吹と兼亮の直線上。


    　兼亮は後ろを確認して、青ざめた。


    　あの位置は、まずい──。伊吹が駆け出した瞬間、兼亮は叫んだ。


    「どけ、きいろっ！　後ろから来る！」


    「……へ？」


    　振り返ったきいろの眼前に、炎を纏まとったドクロが迫る。


    



    　投とう擲てきされたペーパーナイフを完全に避よけることができず、千ち鳥どりの二の腕から血煙が上がる。かすり傷だが、ほんの少しでも傷を付けられれば終わりだ。千鳥は顔を歪ゆがませた。


    「これでおまえも私の手下となるのだが。鏡を使うだけのお子様では戦力にもならんな」


    　千鳥の足元でスノーホワイトが、白毛を逆立てて威い嚇かくする。


    　千鳥は側そばの窓ガラスに手を添えた。自分の顔を映すガラスの向こうには、戸締まりのされた暗い教室が広がっている。


    　鏡の世界に、逃げるしかない。しかしとうに夜は訪れている。日が沈むと、鏡の中には怪物が現れる。生身の人間は、食べられてしまう恐れがある。


    　どうする。このままきいろや伊吹のように、印いん南なみの手下に成り下がるか。しかし、〝いじわる王妃〟に惹ひかれた千鳥もまた、命令されるのは大嫌いなのだ。考えるまでもなかった。


    　──ほんの、少しの間なら……！


    　印南は右腕を突き出した。


    「人質としては使えるか。生い駒こま千鳥──」


    　名前を呼ばれたその瞬間、千鳥はガラスに円を描いて鏡の中への入り口を繫つなげる。


    「おいで、スノー！」


    　スノーホワイトを肩に乗せ、鏡の世界へ飛び込んだ。


    



    　燃えた拳こぶしを腹部に食らい、きいろは宙を舞った。


    　吹き飛んできたきいろを、兼亮は両腕を広げて受け止める。そしてそのまま衝撃を殺すことができず、背中で玄関の窓ガラスを突き破った。


    　玄関が炎に包まれていたからか。外の空気はやけに冷たく感じた。ひんやりとした外気に体が震ふるえる。あるいはこの寒さは、恐怖から来るものなのか。


    　ジャリ。


    　砕けたガラスを裸足のまま踏みつけ、伊吹は玄関の戸を潜くぐった。兼亮は玄関前のタイルに尻しりを付けたまま、その姿を見つめる。


    　炎上する靴箱を背に、その前面は逆光で黒く塗り潰つぶされている。両腕に纏まとう炎がその熱で空気を歪ゆがめ、禍まが々まがしいオーラを放っているかのようだった。


    　きいろは兼かね亮すけの胸の中で、気を失っていた。それでも顔の正面にはまだ、ドクロマークが浮き出ている。その腕はしっかりと『ピーター・パン』を摑つかんで、離そうとはしない。


    　この子を置いてどこか遠くへ──。しかし我を失った伊い吹ぶきが、きいろを攻撃しないと確実に言えるだろうか。今しがた目の前で吹き飛ばされた。その光景が、恐怖が、頭から離れず、兼亮を逡しゆん巡じゆんさせた。


    　変身、しなければ。漠然と思った。守るには、戦わなければいけない。そして自分には、誰かに変身する能力しかない。しかし一体誰に……？　誰に変身すればこいつに勝てる。


    「……待て。ちょっと、待てよ笹ささ森もり」


    　考えが纏まらない。〝誰かに変身できる能力〟は戦闘向きの力ではない。なら頭を使うべきだ。なのに動揺が思考の邪魔をする。打開策が、浮かばない。


    「ぐああああああああっ」


    　伊吹は一度咆ほう哮こうを上げ、体を沈める。


    　来る──。兼亮が顔を背そむけた、その時──。


    　玄関のガラス面から飛び出した千ち鳥どりが、伊吹の背中にスタンガンを押し当てた。バチチッ、と鋭い電撃に伊吹の体が跳はねた。


    「生い駒こまさんっ！」


    「あたしも切られた。もうあいつの前には立てない。鏡の中に逃げるわ」


    「鏡って……。もう日は暮れてます。怪物がいる！」


    　炎を横よこ薙なぎにして振り返った伊吹の懐ふところに飛び込み、千鳥は再びスタンガンを突き当てる。


    　──バチッ。バチチチチッ。


    「がああああっ！」


    「このバカも連れてくから。あんたも早く逃げなさい」


    　言って伊吹の背中にしがみつき、その体を鏡の中へと引き[image: ]ずり込もうとする。


    　千鳥は伊吹の耳元に囁ささやいた。


    「……あんたがチビで助かったわ」


    　印いん南なみが負傷した足を引き[image: ]りながら、煙立つ玄関に姿を見せた。


    　千鳥はその足音を聞きつけて、伊吹を後ろから抱いたまま兼亮へ強い視線を向ける。


    「兼亮。『ピーター・パン』はあんたに託すわ。あとは頼んだ」


    「……」


    　千鳥と伊吹がガラス面へ消えたと同時に、印南は割れたドアから外へと足を踏み出す。辺りを見渡して、そこに兼亮ときいろしかいないことを確認すると、静かに口を開いた。


    「……私の兎うさぎは生い駒こま千ち鳥どりに奪われたか。戦力にならない、と言った評価は訂正しなければいけないな。考えてもみれば今日はあのガキに、やられっぱなしだ、なあ」


    　風が吹いて、焦こげた臭においが漂ってくる。


    　星ひとつない夜だった。しかし静けさなどどこにも感じない。遠くからはサイレンが聞こえ、空にはヘリコプターの羽音が響く。


    　校内のどこかから、またも悲鳴が上がった。恐怖に悶もん絶ぜつするおぞましい絶叫。またひとり誰かが、透明な壁の注文をこなすことができなかったのだろう。


    　印いん南なみは、きいろを抱いたまま尻しり[image: ]もちをついている兼かね亮すけへ足を踏み出す。


    「……それとも、煮に雪ゆき日ひ和よりを囮おとりにしたのは、おまえの案か、〝噓つきオオカミライアー・フアング〟。その絵本の読み手は皆、つくづく往生際が悪い」


    「……あんたは、『赤ずきん』の前の読み手を知っているのか」


    「知っているさ。その絵本の二代目〝煮雪瞑つむり〟も、初代読み手の〝渡わた辺なべ一かず希き〟も、もちろんよく知っている」


    　言いながら印南は、右手の黒い手袋をおもむろに外してみせた。手の平、甲にまで及ぶ酷ひどい傷跡。まるで獣に嚙かまれたかのように、ズタズタに切り裂さかれている。


    「渡辺……一希も……？」


    　その名前に覚えはある。『赤ずきん』の貸出カードに書かれた、一番目の名前。


    「これは彼に、嚙まれた傷跡だよ。オオカミは皆、噓うそをつく。おまえもまた、噓つきなのだろうな」


    「どうしてあんたが、〝渡辺一希〟を知っているんだ……？　あんた、何者なんだ」


    「……小こ日向ひなた製薬工場で研究に携たずさわっていた医師だよ。子供たちの診察も仕事のひとつだった。彼らのことはよく知っているさ。逆におまえは、知らないのか」


    「工場……？　子供たち？　何のことだ」


    　再び手袋を嵌はめ、印南は足を止めた。


    「驚いた。おまえ何も知らないのか。その絵本の出所も、工場で行われていた研究も。何も知らず、絵本の読み手となったのか」


    　製薬工場、と聞いて連想するものはある。小日向製薬工場。七年前起きた火災事故で閉鎖された工場。絵本に押印された〝夕ゆう陽ひヶが丘おかわくわく図書館〟の住所にあった工場。


    　千鳥に見せてもらったゴシップ記事を思い出す。たしか、子供たちを集めて人体実験を行っていたと──。


    「研究……？　〝禁じられた人体実験〟のことか」


    　印南は力なく笑った。


    「人体実験、か。実にチープな表現だな。臨床試験は禁じられたものではないよ。新薬製造には必要な過程だ。だが戸籍を買った子供たちを秘密裏に集め、一歩も外へ出さないとなると不道徳であると言えるか。行われていた研究は、超心理学だ。薬物投与による潜在能力の活性化。おまえにもわかりやすく安っぽい表現を選ぶなら、超能力実験、だな」


    「……超能力……？」


    「……何も知らず、何も疑問を持たなかったのか？　じゃあ、なぜおまえは一四番の味方をしている。ただ悪役に魅せられた、それだけを理由にあれの言いなりになっているのか」


    「一四番……？」


    「帯おび刀なた月つき夜よのことだ」


    「やっぱ……帯刀さんはあの工場にいたのか？　実験、子供たち。帯刀さんも、まさか」


    　驚きよう愕がくした兼かね亮すけの表情に満足し、印いん南なみは両腕を広げる。


    「ああしかし超能力研究は失敗したんだ。超能力者は生まれなかった、たったの、五人しか。そこでプロジェクトは別の方向へシフトした。能力を開花させた五人の子供たちの力を組み合わせ、他者へ能力を付与させるシステムは作り出せないものかと……」


    「答えろよ！　帯刀さんは、あの工場にいたんだな？」


    「黙れ。今話しているのは私だ。……新たなプロジェクトのコンセプトは異能力の量産。馬鹿げているじゃないか。この経済国が国を上げて秘密裏に行っていたのはそんな、くだらないお遊びだったんだ」


    　突如避難ベルが鳴り響き、印南の後方で炎上する玄関に、スプリンクラーが放水を始めた。兼亮はびくりと肩を震ふるわせたが、印南は一いち[image: ]べつさえくれず、話し続ける。


    「……研究員たちは異能量産のガジェットとして、子供たちに絵本を作らせた。五人の子供たちはそれぞれの能力を元にライター、イラストレーター、エディター、プリンター、セラーに分けられた。実はそうくだらなくも、なかったのかな。実験はいいところまでいったのだから。これは成功と言えるだろうか、おまえも、私も、今それを使っている。彼らの作った一六冊の試作品それが──」


    「……ワーストエンド・シリーズ……」


    「そうだ。一四番のポジションは、〝ライター〟。生まれた悪役の言葉を聞き、それを元に物語を紡つむぐ。絵本の文章は、彼女によって書かれたものだ」


    「帯刀さんは……作り手のひとりだったってのか」


    　悪役の言葉を聞く。それは人間を文字として認識する、月夜の印象と一致する。実際に兼亮は『赤ずきん』を借りた直後、月夜が〝噓うそつきオオカミ〟と会話したのを見ていた。


    「彼女が作り手であったことも、知らなかったのか。あれはこの絵本のことを、何と説明していたんだ」


    「……読んではいけない、危険な本だって」


    「そうだな」


    「……危険な本だから、回収しないといけないって」


    「それも間違いではない。その通りだ。だが集めて彼女は、どうしようとしているんだ。何を企たくらんでいる。その危険な絵本を使って、何をしようとしている……？」


    「それは、聞いてない」


    「異能力付与のガジェット開発はもう一歩のところまで来ていた。臨床試験は、集められた二一人のうち作り手の五人を引いた、一六人の子供たちによって行われた。〝禁じられた人体実験〟か──。いかにも。これはそう呼ぶに相応ふさわしい、実験だったのかもしれないな」


    　七年前のクリスマスイブ、一二月二四日。


    「能力のお披露目会には国の偉い人間たちも視察に訪れたよ。だがそこで、読み手たちの反乱が起きた。研究員たちは次々と殺されてゆき、工場は炎に包まれた。今でも夢に見る。炎に包まれる工場の中、あれは蒼あおい瞳を輝かせていた」


    　兼かね亮すけは印いん南なみを見上げたまま、何も言葉を発することができなかった。


    　月つき夜よは工場にいた。工場の火災は、読み手たちによるものだった。月夜は、その絵本の作り手だった。子供たちの反乱……？


    「その顔を見ると相当なショックであるようだな。裏切られた気分か？　くだらない。おまえは何のために、絵本を持つ」


    「……わからない。俺は……」


    「わからないか、結構だな。異能力を手にして、漠然と世界でも救うつもりだったのか？」


    　夜空を飛ぶヘリコプターの音が大きくなり、印南と兼亮にライトを当てる。その眩まぶしさに、兼亮は目を伏せる。


    　印南はライトを浴びながら、うんざりしたように両腕を広げた。


    「まったく、騒がしい夜だ。おまえにはこの世界、何色に見える。私には鈍にび色いろに見えるよ。悲劇に満ちた世界だ。頑張れば頑張るほど徒労感が募る。夢など叶かなうか。努力など実るか。大人はそれを知っているのになぜか、子供に夢を見ろと教える。なぜかわかるか？」


    　スポットライトを浴びて立つ舞台役者のように、印南は声を上げる。


    「自分たちがそう言われて育ったからだよ。そう言われて夢を見て、挫ざ折せつしたからだ。子供たちも同じような目に遭わせてやらなきゃ、悔しいじゃないか？　なあ？」


    「……そんなこと、ないだろ」


    「これが現実だよ。おまえは頑張った。だがここで終わりだ。足あ搔がくな、もがくな、みっともない。これがおまえのエンディングだよ。さあ、絵本を渡せ」


    　兼亮は、きいろの摑つかむ『ピーター・パン』を抱き寄せる。


    「……俺は……。それでも、まだ！」


    「まだ、ハッピーエンドを信じるか？　ガキはいつだってそうだ。終わっているものを終わっていないなどと言う。喚わめくな、おまえ──」印南はペーパーナイフを振りかぶった。


    「──滑こつ稽けいに見えるぞ」


    　ナイフが投げられたその瞬間、兼かね亮すけの盾たてになるように、きいろが上体を起こした。ナイフは両腕を広げたきいろの左肩へ突き刺さる。


    「つあっ……！」


    「きいろ！」


    「何、してんの、兼亮くん。……寝たふりして、やり過ごそうとしてたのにさ……。早く逃げなよ……！」


    「何してる、はおまえの方だ！　どうして俺を庇かばって」


    「バカッ、忘れたの？　ちょっとでも傷つけられたら負けるんだよ？　もう傷つけられてないの兼亮くんだけでしょう!?」


    　きいろの眼前に浮かんだドクロは消えていない。広げたその腕は、すぐに兼亮の持つ『ピーター・パン』に、自動的に伸びる。


    「早く離れて！」


    　初めて聞くきいろの大だい喝かつに弾はじかれるように、兼亮は絵本を引いた。


    「早く逃げてよ！　お願いだから。絵本を帯おび刀なたさんに届けるんじゃないの？」


    「……でも、きいろ、おまえを置いては行けない」


    「きいろは大丈夫だよ、卵を産む存在だから、殺されたりなんかしない。せいぜい無理やり、貸出カードを産まされるだけじゃないかな」


    「でも、おまえそれ、嫌なんだろう」


    「嫌だよ。でもこのまま負けちゃうのはもっと嫌なの！　この絵本を届けるために、千ち鳥どりさんやうさぎさんや中学生のあの子だって戦ってたんでしょう？　協力し合ってきたんでしょう！」


    「だからだよ！　一緒に戦ってきたんじゃないか。見捨てられるか」


    「このっ……あほたれがっ……！」


    　兼亮へ伸ばした腕を、きいろは肩に刺さったナイフへと持っていった。震ふるえる手で命令に背き、肩から抜いたナイフを、今度は自らの太ももに突き刺す。


    「うあっ……！　っく……」


    「バカっ！　何してんだよ」


    「バカはおまえだアホタレ！　託されたんでしょうが。それを私なんかに取られてもいいのか!?　どこまでへたれなんだこのバカはっ！　あんたのそれは優しさなんかじゃない、ただの、弱虫だ！」


    　きいろの両腕は自動的に、再び兼亮の持つ絵本へと伸びた。しかし負傷した下半身は言うことを聞かず、きいろはうつ伏せに地面に伏せる。


    「きいろっ」


    「黙れ！　行け」


    　腹はら[image: ]ばいのままのきいろを置いて、兼亮は追い立てられるように立ち上がった。


    「くっ……きいろ、悪い」


    「悪くない！　行けえっ！」


    　きいろの体は、地面に[image: ]はいつくばって手を伸ばし続ける。


    　匍ほ匐ふく前進するその背を印いん南なみが踏みつけ、逃げる兼かね亮すけの背中にナイフを構えた。しかし全力で駆ける兼亮の姿はどんどん遠のいてゆく。


    　射程距離を外れ、印南はナイフを下ろした。


    「へへ、ざまーみろ」


    　きいろは、印南の足の下で笑った。


    「おまえ……キャラ変わってないか……？」


    「……え？　何のこと？　きいろよくわかんない、てへっ☆」


    　印南が改めて踏んづけると、きいろは「ぎゃん」と潰つぶれた声を上げる。


    「その足では役にたたんな。命令を変えよう」


    　印南はきいろへ、くすんだ視線を降らせた。


    「もうひと仕事、してもらうか。萩はぎ原わらきいろ──」


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　走り去る兼亮のデッサン人形を見送り、千ち鳥どりは安あん[image: ]どの溜ため息いきをついた。


    　頼みであるはずの伊い吹ぶきが敵に回った時はさすがに危機を感じたが、兼亮は無事、『ピーター・パン』を持って印南から離れられたようだ。


    　全てが左右反転された鏡の世界で。夜は滔とう々とうと更ふけてゆく。


    「くぅ……。ああ……」


    　伊吹は炎上する玄関の脇わきに座り込み、呻うめき声を上げ続けていた。紙袋は頭から被かぶったままだが、両手両足の炎は消えている。印南とは別の空間に移動したことで、紙袋の前面に浮かんでいたドクロマークも、消滅していた。


    　落書きによる注文とフック船長の命令。二つの攻撃を同時に食らうとは、さすがに同情の念を禁じ得ない。せめて顔を覆おおう紙袋を取ってやろうか。手を伸ばした千鳥は、伊吹の声に動きを止める。


    「……すまねえ」


    「……あんた、意識あったの」


    「すまねえ……。すまねえ」


    　肩を震ふるわせ、洟はなをすすり上げる伊吹から、千鳥は手を引いた。


    「……頑張った方じゃないの？　今回は、能力の相性が悪かったわ」


    　足元のスノーホワイトが何かの気配を察知し、校門の外へと視線を向けた。


    　立ち並ぶデッサン人形やパトカー、救急車を押し退のけて、人の身長を超えるほどの巨大な豚が顔を覗のぞかせる。その体は、緑色だった。それも一頭ではない。学校を取り囲むように、闇やみ夜よに緑色が広がっている。気持ちの悪い、鏡の中の怪物だ。


    「……あたしたちはリタイヤ。あとは兼かね亮すけに任せるしかないわ。さあ立って。一刻も早くここから出るわよ」


    　緑色の豚はクシャミをするように奇妙な雄お叫たけびを上げ、校門から敷地内へと侵入してくる。


    「しっかりしなさい。ほら、海亀見るんでしょ」


    　千ち鳥どりは伊い吹ぶきの手を取り、豚に背を向けて校舎内へ入っていった。

  



  
    第四話　美しい物語


    



    　帯おび刀なた月つき夜よと渡わた辺なべ一かず希きの音読会は、長い間続いた。


    　実験や授業のない日になると、二人は待ち合わせたように、中庭のベンチへやってくる。


    　一希はいつも、ベンチの下に潜もぐり込んだ。月夜が「隣においでよ」と誘っても、恥ずかしがって出てこようとはしない。仕方なく月夜はひとりベンチに腰掛けて、今日の本を音読し始めるのだ。


    　本を読み終わるたびに、次はこれ、その次はこれと、一希は新たな本を持ってきて、月夜に「読んで」とお願いする。月夜も読書は好きであったから、不承不承な態度を取りながらも、結局はその要望に応えていた。


    　冬が来て、外に出るのが寒くなってからは場所を図書室に移し、音読会は続いた。


    　たくさんの本を読んだが、一希が最も気に入っていたのは、初めに読んでもらった『ピーター・パンとウェンディ』だった。


    「でもね、〝ピーター・パン〟ってもうひとつ、その本の前に出版されたお話があるんだよ」


    　月夜がそう言うと、一希は驚いて本を持ち上げる。


    「え！　じゃあこれは〝２〟なのか？」


    「ううん。ふたつのお話は繫つながっているわけではないんだ。姉妹編……って言うのかな。『ケンジントン公園のピーター・パン』では、ピーター・パンは、生まれて一週間で時間の止まってしまった、人間になり切れなかった男の子で、お母さんの元へ帰るために冒険をするんだって。私たちの知ってる〝ピーター・パン〟が作られる前の、最初のお話なんだね」


    「へえ！　ピーター・パンが生まれて一週間ならさ、つまり〝１〟ってことじゃんか？　じゃあ次、それにしよう。どこにある？」


    　一かず希きが椅い子すから立ち上がり尋たずねると、月つき夜よは残念そうに首を振った。


    「ここにはないよ。私も読んだことはないんだ」


    「……そっかあ。つきよでも読んだことないなんてなあ……」


    　一希が黙ってしまうと、図書室は静寂に包まれる。


    「あ、雪降ってるよ」


    　月夜は中庭に続くガラス戸へ駆けてゆく。一希もその後に続いた。


    　図書室からは、白い中庭が見渡せた。中央の樹木は冬になっても枯れることはなく、緑の葉をつけていた。そこにしんしんと、雪が降り積もってゆく。


    　二人はしばらく黙ってその景色を見ていた。


    　不意に、一希が隣に立つ月夜に尋ねる。


    「……読みたい？　ピーターパンの〝１〟」


    「もちろん。でも……」


    　月夜の心には、ドクターの言葉が刺さったままだ。


    　──おまえたちは一生、ここから出られないんだ。


    「私たちは、もう、ここから出られないから」


    　降り続く雪は、全ての音を飲み込んでいく。小鳥の声も、ごうんごうんと工場の音も、何もかも飲み込んで、真っ白に塗り潰つぶしてしまう。


    　いつか自分も、飲み込まれてしまうのではないか。月夜は何となく、怖くなって俯うつむいた。


    「出られるさ」


    　一希はガラスに降る雪を見つめながら呟つぶやいた。


    「今はまだ子供だから難しいだけで、大人になれば、きっと出られる。それでも出さないっつうんならさ、みんなで逃げだそう。できるよ。だって俺たちは、特別なんだぜ？　俺たちが力を合わせりゃさ、無敵だよ」


    「……うん」


    　一希はそっと、月夜の手に触れた。


    　重ねられた体温が温かくて、月夜はその手を、握り返した。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　兼かね亮すけは玄関を離れ、遠回りをして保健室へと向かっていた。


    　蛍光灯に白く照らされた廊下を駆けながら、印いん南なみから得た情報を整理しようと思考を巡らせる。しかし頭は混乱し、自分の立ち位置に迷う。ワーストエンド・シリーズを作ったのは月つき夜よだった。製薬工場の火災にも、月夜は関わっていた。


    　一体どんな顔で彼女に会えばいいのか、わからない。


    　それでも保健室へ走ったのは、千ち鳥どりや伊い吹ぶき、きいろから『ピーター・パン』を託されたからだ。まずは絵本を渡す。考えるのはそれからだ。


    　磨すりガラス越しに覗のぞいた保健室は真っ暗で、人の気配はなかった。月夜たちはまだ到着していないのだろうか。鍵かぎは掛かっておらず、滑すべるようにドアは開く。


    　室内からの異様な臭においに、兼亮は顔を顰しかめる。これは薬品やアルコールの臭いではない。肉料理に使われるような、強い香辛料だ。


    　室内を塗り潰つぶす暗くら闇やみの中に、ベッドに腰掛ける大きな影を見つける。


    　外へ面する窓ガラスに、パトカーの回転灯がちらちらと当たっていた。明滅する赤を受けながら、その人物はそっと、兼亮へ顔を向ける。


    「……っ」


    　黒い帽子に黒い外がい套とう。兼亮を見つめるのは、湾わん曲きよくしたクチバシの仮面。


    「……いきなり……黒幕の登場かよ」


    　意外な人物の登場に、兼亮は『ピーター・パン』を守るように胸に抱く。


    　ワーストエンド・シリーズを持ち出し、配り歩いている人物。千鳥やきいろに絵本を渡し、彼女たちから〝先生〟と呼ばれる人物が、ベッドに腰掛けていた。


    　男は緩かん慢まんな動きで右腕を広げ、兼亮に入ってくるように促した。


    「君が、笠かさ木ぎ兼亮くんだね。きいろから話は聞いています。一度お話ししてみたかったんだ」


    　仮面を被かぶっているからか。彼が喋しやべっているように感じない。その穏やかな男性の声はまるで、耳を介さず脳に直接響いているようだ。


    　仮面の口元からふしゅう、と白煙が散る。


    　異様だ。明らかに日常から逸いつ脱だつした様相。兼亮は当然、保健室へ入るのを拒こばんだ。


    「……〝透明な壁〟はあなたの仕し業わざですか……？　無関係の生徒たちまで巻き込んで、何を企たくらんでいるんです」


    　男はクチバシの前に人差し指を立て、かぶりを振った。


    「私は絵本を貸してあげただけ。それをどう使用するかは読み手の自由です。無論、この騒動を望んだのも私ではない」


    「……それは随分と、無責任ですね。絵本を配って、悪役を取り憑つかせて、その意図は何ですか？　ただ苦しめて、楽しんでると？」


    「それも誤解している。私は何も、読み手に悪役を取り憑つかせたいわけではありません。絵本を手にした子供たちの織り成す、その物語が見たいのです」


    「物語……？」


    「ええ。子供たちはみな物語を持っています。成りたい自分を想像し、明るい未来に胸膨ふくらませる。そのひとつひとつは物語の種だ。彼らは小さく芽吹いた双葉を鉢に移し、水をやり、大切に大切に育てるのです。しかし、その偉大な物語が花開くには、この世界は矮わい小しようすぎる」


    　──ふしゅう。男は息継ぎをするように、白煙を散らした。


    「夢は叶かなわない。願いは届かない。努力は実らない。幸せにはなれない。子供たちは大人になるにつれ、現実に気づき始めるでしょう。気づいた者から、手を離してゆく。あんなにも大切にしていた物語は、落ちて割れた土くれの下──こうなったのは自分のせいじゃない、誰かのせいだ、この世界のせいだと決めつけて。こんな世界、つまらないと嘯うそぶき始める。鉢を手放したのは自分のくせに。殺してしまった物語に、気づきもしないで」


    　兼かね亮すけは眉まゆを潜ひそめる。語られた大人像は、世界を悲劇と宣のたまう印いん南なみ玄げん紀きそのものだ。


    「彼らは忘れてしまったのでしょう。かつては自分が子供であったことを。意地でも鉢を手放すまいと強く手を握り締め、このつまらない世界と、喧けん嘩かしていた時代があったことを」


    　気持ちが昂たかぶってきたのか、男は饒舌に喋しやべり続けた。

  


  [image: ]



  
    「夢は叶かなわない。願いは届かない。努力は実らない。幸せにはなれない。しかしそれでも、子供は未来を諦あきらめない。私はそんな彼らにこそ拍手を送りたい。だから、絵本を貸して差しあげるのです。私はその物語が見たい。彼らの選択を知りたい。そうして花開いた美しい物語を、集めているのです」


    　男の物言いに、兼かね亮すけは不快感を覚えた。貸して差しあげる？　何様のつもりだ。


    「美しい物語って何だ……？　俺たちはあんたの楽しみのために、夢を見てるわけじゃない」


    「わかっていただけませんか」


    「わからないですね。悪役に取り憑つかれて苦しむ読み手を見て、喜んでる奴の気持ちなんか」


    「取り憑かせたいわけではないと、言ったはずです。だから絵本は貸して終わり、ではありません。一週間ごとにきちんと、〝返却〟か〝延長〟かを選んでもらっています」


    「じゃあどうして瞑つむりには、選ばせてやらなかったんだよ……！」


    　兼亮は男を睨にらみつけた。絵本を瞑に渡したのも、この男だ。彼が瞑に『赤ずきん』さえ渡さなければ、瞑はオオカミに取り憑かれ、少女たちを襲うこともなかった。せめて返却か延長をさせてもらえば、死ぬことだって、なかったはずだ。


    「……ひとつ、とっておきの物語を聞かせましょう」


    　──ふしゅう。煙を吐きながら男は再び右腕を伸ばし、兼亮に入っておいで、と促した。


    「どうして俺が、それを聞かなきゃいけない」


    「集めたコレクションは、人に自慢してこそ意味を持つ。そうでしょう？」


    　男が指し示したのは、机の側そばにある丸まる椅い子すだった。


    「……」


    　目の前にいる仮面の男は、絵本を配っている最大の元凶だ。ここで逃がすわけにはいかないが、悔しいことに兼亮にその力はない。こんな時、兼亮が頼るのは、戦闘能力に秀ひいでた村むら瀬せ一いち郎ろうだった。彼は月つき夜よと共にこの保健室へ向かっているはず。


    　時間を稼ぐのは、自分しかいない。


    　深呼吸をひとつして、兼亮は保健室へ足を踏み入れた。


    「きっとあなたも気に入るはず。これより語るは、ひとりの少女に恋をした、あるオオカミの悲しいお話──」


    　男は滔とう々とうと語り始めた。香辛料の香る保健室に、男の声だけが静かに響く。


    



    　とある少年が、胸の内に秘めた恋心に気づいた。


    　その、大切な妹への愛が悪あく辣らつなものだと気づいた時、少年は心底恐怖した。自分の心には、狼おおかみがいる。この箍たがはいつか外れてしまうのではないか。


    　いつか大切な人をこの手で、苦しめることになるのではないか。


    



    　少年には小さな頃からの友人がいて、妹は彼に想いを寄せていた。少年は友人が羨うらやましかった。妬ねたましかった。そしてそんな感情を抱いだく自分にまた、嫌悪を抱いていた。


    　それを見かねた〝笛吹き男〟は、少年へ魔法の絵本を渡した。この絵本があれば他人に変身できる。ただし、絵本の効果は、一週間。


    　少年の織り成す物語を期待して、〝笛吹き男〟は囁ささやいた。この絵本を使って友人に化ければ、他人として妹に近づける。道徳や倫理に縛られることなく、妹を好きにできる。


    　少年は〝笛吹き男〟にそそのかされ、貸出カードに名前を書いてしまった。


    



    　それから一週間後、〝笛吹き男〟は再び少年の元を訪れた。どうだ、他人の人生を楽しんでいるか。絵本の効果は一週間だ。〝笛吹き男〟は尋たずねた。返却するか、延長するか。


    　しかしどうしたことか、少年は一度も友人に化けてはいなかった。少年は〝笛吹き男〟に絵本を突き返す。これは悪魔の絵本だ。人の心をくすぐり、刺激を与えて[image: ]むしばむ絵本だ。


    　さて〝笛吹き男〟は面白くない。彼は物語を紡つむぐどころか、〝笛吹き男〟を悪魔呼ばわりする。その正義面が腹立たしい。その偽善が苛いら立だたしい。男は言い返した。


    「ならば絵本は、別の者に渡すとしよう。例えばそうだ、あなたの、友人などに」


    　すると少年は顔色を変えた。


    　少年にとっては恋敵である友人だ。しかし大切な友人なのだ。少年は絵本の返却をも拒こばんだ。絵本を〝笛吹き男〟の目の届かないところに、隠してしまった。


    　こうして少年は絵本の悪役ヴイランズに取り憑つかれ、オオカミとなった。


    　大切な妹の首を絞めて食べようとして、妹の頰ほおを伝う涙に気づいた。


    　少年は心底恐怖した。自分の心には、狼おおかみがいる。この箍たがは外れてしまった。大切な人を、苦しめてしまった。


    　そんな自分を恐れ、悔やみ、妹を守るために、自ら命を捨てた。


    



    　仮面の男は、物語の終わりに尋ねた。


    「彼の選んだ結末はハッピーエンドだったのでしょうか。それとも、バッドエンドだったのでしょうか」


    「……は」


    　兼かね亮すけは顔を顰しかめた。何だ、その物語は。救いようのないバッドエンドだ。だがそう答えたくはなかった。これは……瞑つむりと日ひ和よりをモデルとした物語なのか。


    「答えなんかない。物語の結末なんて、そんなの、読者の見方によって変わる。少年は悪に屈しなかった。少年の守りたかった妹は死ななかった。それを思えばハッピーエンドだ」


    「しかし、少年は死んだ」


    　仮面の奥に灯ともる赤い瞳が、兼亮をじっと見つめていた。


    「兼かね亮すけくん。君はどう思いますか。──少年の友人である、君は」


    「友人……？　俺が？」


    　男の言葉に、兼亮は息を呑のむ。


    「それは、その物語は、本当の話なのか……？」


    　その物語の〝友人〟が兼亮をさすならば、日ひ和よりは、兼亮に想いを寄せていたことになる。


    　とても信じられる話ではなかった。あの瞑つむりが、自分を羨うらやんでいた……？　瞑は、恋敵である兼亮に化けるために絵本を借り、そして兼亮を守るために、絵本を持ち続けたということになる。そうで、あるなら──。


    「……バッドエンドだ。その物語は、バッドエンドだよ」


    　兼亮は呟つぶやく。浮かばれない。自分は結局、『赤ずきん』を手にしてしまっているのだから。


    「……これが、あんたの望んだ結末か。読み手が……瞑が不幸になって、死んで満足かよ」


    「ええ、満足です。それが絵本を手にした、彼の選択であるなら」


    　男は忠告するように、兼亮へ人差し指を突き立てた。


    「〝フック船長〟──印いん南なみ玄げん紀きに絵本を渡したのは失敗でした。やはり大人の物語はつまらない。彼はこの世が悲劇に満ちていると言いました。それは概おおむね正しい。しかしそこに生きる人間とは、かくも素晴らしい。彼と違い、私は人間が好きですよ。悲劇に抗あらがい、恐怖に耐える姿こそ美しいと思う。そんな人間にこそ敬意を払いたい。こんな格言があったな。はて、忘れてしまったけれど」


    「……」


    「愛しき人が恐怖に耐える姿を、私は見たい。印南玄紀──彼とは、帯おび刀なた月つき夜よに惹ひかれた点で一致していますが、この点では違う。彼は月夜を、恐れているから殺す。私は月夜を、愛しているから殺す」


    　同じじゃないか。どちらも月夜を苦しめる、悪だ。


    　しかし今の兼亮に、反論する気力などなかった。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「兼亮さん！　どこ？」


    　月夜、一いち郎ろう、日和とシュシュの一行は、三階にある図書室へ到着していた。


    　月夜の携帯電話へ、きいろから連絡を受けたのはつい先ほどのこと。彼女によれば、伊い吹ぶきも加わった四人はこの図書室の前で、印南と遭遇してしまったのだという。


    　戦闘の末に千ち鳥どりと伊吹が傷を負いリタイア。負傷したきいろと兼亮は『ピーター・パン』を守りながら、図書室に身を潜ひそめているという。


    「どこにもいないよ？　場所変えたのかな」


    　青ざめる日ひ和よりとは対照的に、月つき夜よと一いち郎ろうは黙ったまま、ゆっくりと辺りを見渡す。校内放送があったからか図書室に人はいなかったが、全ての電灯は点ついていた。


    　一郎はカウンター側のパソコンを起動させる。


    　月夜は兼かね亮すけの携帯電話を鳴らしていた。


    「出ない」


    　続いて千ち鳥どり、伊い吹ぶき、そしてついさっき知ったきいろの番号へかけてみるが、誰とも連絡することはできなかった。


    「これ、あの男じゃないか？」


    　一郎がパソコンのディスプレイを見て呟つぶやく。日和はすぐにその側そばへと駆けた。


    　ニュース速報では、濛もう々もうと黒煙を上げる夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の正面玄関と、その玄関前に尻しり[image: ]もちをついている男子生徒が、ヘリコプターの視点から空撮されていた。生徒の正面にはスーツ姿の男性。こちらは生徒ではないようだ。


    「フックだ……」


    　その姿を確認した日和は震ふるえた声で呟いた。そしてその前に尻[image: ]をつく生徒は──。


    「兼亮さんですよ！　あの、卵の人抱きかかえてます。どうしよう、捕まったんだ」


    　映像では、玄関先が赤く燃えているように見えた。


    　正面玄関は吹き抜けの構造で、図書室前からその様子が見下ろせる。スプリンクラーが作動してすでに鎮火されてはいたが、並ぶ靴箱のひとつが黒焦こげになっていた。木の焼け焦こげた臭においが辺りに充満し、それはすぐ上の図書室にまで及んでいる。


    　映像の中では燃えているから、印いん南なみと兼亮が対たい峙じしていたのはつい、先ほどのことだろう。


    　日和は気が気でなかった。


    　隣に立った月夜もまた、ディスプレイを覗のぞき込む。


    「彼らの思考が読めるかい」


    　一郎が尋たずねると、月夜は眉まゆ一つ動かすことなく「いいえ」と答える。


    「遠すぎてわからないよ。私には確認できない」


    　月夜はただ、それだけを言って、窓際へと足を運んだ。その後ろ姿を、日和は見つめる。


    　図書室の窓からは、校門前のパトカーや救急車、マスコミの車などを確認することができる。月夜は遠くに灯ともる赤い回転灯を見つめていた。


    「警察はまだ、手を焼いているようだね。校内に入って来られないみたい」


    「何人か〝透明な壁〟に捕まったんだろう。同僚の顔が次々とヒビ割れていけば、誰もが尻しり込ごみするさ。未知のものには近づけない。無責任に突撃、などと指示もできない。こうなると組織の動きは鈍くなる」


    　日和は、唇を嚙かんだ。どうしてこの人たちは冷静でいられるのか、わからなかった。


    「情報もずいぶんと錯さく綜そうしているようだ。飛び交う憶測は事件か事故か、はたまたテロか超常現象か。まさか超常現象が正解だとは思ってもみないだろうな。学校に取り残されていると考えられる生徒が五二名。学校関係者が六名。校内にこんなに残っていたかな」


    　ページの記事をクリックしながら、一いち郎ろうはくつくつと笑った。


    「ゴシップを扱う一般の記事に、〝炎に包まれた生徒〟という見出しであの白しろ兎うさぎの写真が載っているよ。閲えつ覧らん注意だそうだ」


    　窓の外を眺めながら、月つき夜よは尋たずねた。


    「大騒ぎだね。この事件、ウィキペディアに載るかな」


    「政府に揉もみ消されさえしなければ、あるいは」


    「んなあ」とシュシュがひと声鳴いて、日ひ和よりを見上げた。日和はじっと俯うつむき、二人のやり取りを聞いている。──どうして、どうして？


    「こんなに大々的に報道されてしまったら、隠いん[image: ]ぺいは難しいんじゃないかな」


    「さてどうだろう。七年前の工場火災だって、奴らはうまく誤ご魔ま化かしたじゃないか」


    　──どうして、のんびりと会話なんてしていられるの？　フックはまだ、倒してないのに。兼かね亮すけさんがまだ、見つかっていないのに。


    「おや、武装した特殊捜査班が出動するそうだ。無駄なことを」


    「無駄じゃないよ。ワーストエンドの能力は、武力で対抗できるものじゃないと知る」


    「どうして!?」


    　突然の大声に月夜と一郎は驚き、日和を見た。


    　その視線に挟はさまれた日和は、意を決して月夜へ顔を上げる。


    「兼亮さんは今、この瞬間も助けを待ってるかもしれない。兼亮さんが心配じゃないの？」


    「……心配だよ」


    「じゃ早く手分けして捜すとかしなきゃ、フックがまだ学校にいるかもしれないのに──」


    「手分けはダメだ」


    　返事は背中から聞こえた。パソコンデスクの側そばから、一郎が説明する。


    「三人バラバラになるのも、君たち二人だけ残るのも。どうしてかはわかるだろう。今自分で言った。フックがまだ、学校にいるかもしれないからね」


    「……」


    「日和。私も兼亮くんが心配だよ。けど、ここで情報を得るのも大切。それから話し合って、これからどこへ向かうかをみんなで──」


    「噓うそだよ！　じゃあどうして、表情ひとつ変えないの？　千ち鳥どりちゃんが怪け我がしたって聞いた時も、追い詰められた兼亮さんを見た時も、全然、驚かないで」


    「驚いているよ。……けど、私には文字の塊かたまりにしか見えないから、テレビに映ったあの生徒が、笠かさ木ぎくんなのかはわからない」


    「兼亮さんだよ！　月夜さんのために絵本を守って、戦って、追い詰められてる兼亮さんだったよ。千ち鳥どりちゃんや他の人たちも、月つき夜よさんのために命を懸かけて頑張ってるんでしょう？」


    「私の、ため？　……私は、頼んでないよ」


    「どうしてそんなこと言うんですか。月夜さんがわかってあげられないなら、兼かね亮すけさんは一体何のために」「……？　一体何のために──頑張っているの？」


    　日ひ和よりの心がわからない月夜はその気持ちを知ろうと、先に思考を読んでしまう。


    　日和は何も言えず、目を伏せる。心を読めるくせにこの人は、他人の気持ちを読むのを恐れていつも俯うつむいているから、心へ触れることに怯おびえているから、こんな簡単なこともわからないんだ。


    「……せめて、笑ってください。兼亮さんが絵本を持ってきたら、ありがとうって言って、笑ってあげてください」


    「けど、私は、笑えない」


    「それでも笑うの！　きっと兼亮さんはそれだけで、報われるの」


    「でも」


    「笑って！」


    　有う無むを言わさず日和は叫んだ。


    　静まり返った図書室に、日和の声が響き渡った。その、次の瞬間。


    　日和の顔に、〝笑え〟という文字が──書き込まれた。


    



    〝日和は月夜に笑ってほしい。笑え。〟


    



    「……！」


    　それを読んでしまった月夜に向かって、文字はうねり、襲いかかる。日和の顔から月夜の体へ、羅列したまま飛び移った。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「兼亮くん、君と話せて楽しかった。お礼にいい物を見せてあげましょう。机の引き出しを引いてごらんなさい」


    　兼亮は仮面の男に言われるまま、教員用の机の引き出しを開けた。中には、一冊の絵本が入っていた。狡こう猾かつな青い瞳を向けた虎とら猫ねこが、表紙に描かれている。


    　そのタイトルを、兼亮は読み上げる。


    「……『注文の多い料理店』……？」


    　それは、ワーストエンド・シリーズの一六番目の絵本だった。


    　モデルは宮みや沢ざわ賢けん治じの小説だ。御お伽とぎ噺ばなしや童話、というよりも、児童文学に近い。ストーリーを要約すれば、二人の傲ごう慢まんな若者が森の中で山猫の罠わなにかかる、というものだ。


    　適当に開いたページには、罠とも知らず、西洋料理店に入ってゆく二人の若者のイラストが描かれていた。


    　左側には文章が書かれている。


    



    　──当軒は注文の多い料理店ですから、どうかそこはごしょうちください。


    　──注文はずいぶん多いでしょうが、どうかいちいち、こらえてください。


    



    　これは料理店の扉に書かれている文もん言ごん。長い廊下の扉を潜くぐるたびに、若者二人は書かれている注文をこなしてゆく。


    「髪を整え、履き物の泥を落としてください」


    「壺つぼの中のクリームを顔や手足に塗ってください」


    「体中に、壺の中の塩をたくさんよくもみ込んでください」


    　腹ぺこの二人は言われた通りに注文をこなし、廊下を進んでゆくが、あるとき料理されているのが自分たちだと気づいて、震ふるえ上がる。


    　逃げようと後ろのドアを押すが、注文をこなしていない二人は部屋を出ることができない。進むべき奥の扉の鍵かぎ穴あなからは、きょろきょろ二つの青い眼玉が覗のぞいているのだ。


    　二人の体感した恐怖を、絵本ではこう、表現されていた。


    



    　二人はあんまり心を痛めたために、顔がまるでくしゃくしゃの紙かみ[image: ]くずのようになり、お互いにその顔を見合わせ、ぶるぶるふるえ、声もなく泣きました。


    



    〝透明な壁〟による注文をこなせなかった生徒たちの顔を思い出す。誰もが顔を中心に亀き裂れつを入れ、涙を零こぼしていた。


    「恐怖、です」


    　突然の声に、兼かね亮すけははっと顔を上げる。


    　仮面の男はじっと兼亮を観察するように、赤い瞳を注いでいる。


    「注文をこなせなかった時、彼らを襲ったのは今まで生きてきた中で体験した最大の恐怖」


    　兼亮の知る限り、原作の『注文の多い料理店』では山猫の罠にかかった二人の若者はそれから、命からがら生き延びる。煙のように搔かき消えた山猫軒を後にして、そして他の動物へ対する驕おごりを反省する。しかし紙[image: ]のようになった顔だけは元には戻らず、二人は顔をくしゃくしゃにしたままエンディングを迎えるはずだ。


    　顔が元通りにならないのであればバッドエンドにも取れるが、それでも、ワーストエンド・シリーズの結末に比べればマシな方だ。


    



    　山猫の口先にくわえられ、二人は深く反省して泣きました。〝もうむやみに動物はころしません〟〝傲ごう慢まんには生きません〟しかし顔をくしゃくしゃにした二人の声は、山猫には届きませんでした。


    



    　兼かね亮すけの持つ絵本での結末は。顔をくしゃくしゃにして、食べられて、終わり。それも生きたまま、恐怖を顔に刻み続けたまま。後味の悪い、憂ゆう鬱うつな結末だった。


    　この文章を、最低な結末を、あの月つき夜よが書いたというのだろうか。兼亮はその丸っこい文字を、静かになぞった。


    「それはあなたに預けましょう。読み手へ渡しておいてください」


    「……どうして俺が。読み手が誰かもわからないのに」


    「いいえ。あなたは彼を、よく知っているはず」


    「……？」


    　兼亮は、『注文の多い料理店』の見返し部分を開く。オレンジの小袋に貸出カードは入っている。読み手がいるのなら、その名前がカードの最新欄には書かれているはずだ。


    「……何だよ、これ。どういうことだ……？」


    　カードを引き出した兼亮は、その手を止めて、呟つぶやいた。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　一いち郎ろうはブレザーのポケットに手を入れ戦闘態勢を取る。構えた先は、日ひ和よりの背中。


    「煮に雪ゆき日和。君が、〝透明な壁〟を扱う読み手だったのか」


    「え……。え……!?」


    　日和から飛び移った注文は月夜の体を[image: ]はいずり回り、その左ひだり頰ほほに定着した。


    　──ギィ、バタン。


    　月夜と日和を隔てるように、透明な壁が発生する。


    「……違う、村むら瀬せくん。これは、私のミスだ。盲点だった。こんな事例、知らない。見たことない──」壁の向こうから、月夜が伝える。「まさか人間以外にも、読み手となる資格があったなんて」


    「人間、以外……？」


    「読み手は、シュシュ。ずっと私たちの側そばにいた、黒猫だよ」


    　月夜の言葉を受けて、日和の声が震ふるえた。


    「シュシュが……？　そんな」


    　その足元から、猫はじっと、日和を見上げている。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「同じ、〝猫ねこ〟同士だったからよかったのか。お互い人間に、思うところがあったのでしょうか」


    　仮面の男の声を聞きながら、兼かね亮すけは手元にある『注文の多い料理店』を見つめる。貸出カードの、その名前を記すべき欄には名前ではなく、猫の足跡が捺おされていた。


    「ちなみに、借りた今日の日付と、返却予定日である一週間後の日付は、私が書いてあげました。さすがにそればかりは、足跡、というわけにはいかないでしょうから」


    「……〝透明な壁〟は、あの猫の仕し業わざだったのか」


    「責めないであげてください。彼は恐らく自分の力に気づいていない。無意識に能力を使用し、無差別に罠わなを張る」


    「俺が責めてるのはあんただ。なんで絵本を猫に貸したりなんか……！」


    　兼亮の怒りを受け流すように、男は小首を傾かしげた。


    「戯たわむれです」


    「……くそ」


    「あともうひとつ、大切なことをお伝えしなければなりません」


    「……何だよ」


    　人差し指を立てる男へ、兼亮は苛いら立だち混じりの視線を向ける。


    「君は月つき夜よたちを待っているのかもしれませんが、彼女たちはここへは来ません。〝フック船長〟に操られたきいろに、図書室へと誘導されましたから」


    「……いつ？」


    「ずいぶん、前に」


    　すぐに『注文の多い料理店』を閉じ、『ピーター・パン』と重ねて小こ脇わきに抱える。廊下へ駆けだした兼亮は、背中に投げかけられた男の声に足を止めた。


    「兼亮くん、また会いましょう。今日は話せて楽しかった」


    　振り返った兼亮は、憎しみを込めて言った。


    「……俺はあんたを〝先生〟なんて呼ばないぞ」


    　すると男は恭うやうやしく頷うなずいて、白煙を散らす。


    「よろしい。それではどうぞ、──〝笛吹き男パイド・パイパー〟と」


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「シュシュ！　お願い、能力を解いて。月夜さんを解放してっ」


    　日ひ和よりはシュシュを抱き締め訴える。しかしシュシュはただ無表情に、憎たらしく「んなあ」と鳴くだけだった。


    「なあ。──一四番」


    　その低い声は、月つき夜よの背後から聞こえた。


    　印いん南なみは負傷した足を引き[image: ]ずって、月夜の後ろに並ぶ本棚の間から現れた。


    「……懐かしい本を見つけたよ。ジェームス・マシュー・バリーのオリジナル原作『ケンジントン公園のピーター・パン』だ。フック船長の登場しない最初のピーターパンだな。一四番──おまえは確か、本が好きだった」


    　振り返った月夜の視線の先、印南がその手に開いていたのは一冊の児童書。


    　ぺらりとページを[image: ]めくりながら、印南は続ける。


    「私は尋たずねたね、『どうしてそんなに本を読むのか』と。覚えているか。おまえはこう答えたんだ。『だって私が喜んだ時、悲しんだ時、本の中の人たちは、文字になったりしないもの』……滑こつ稽けいだな、おまえは。感情が昂たかぶると人が文字になる。だから笑うのをやめたのか？　だが今のおまえは、常時、目を青くしているじゃないか──」


    　言って印南は侮ぶ[image: ]べつに満ちた瞳を、月夜へと向けた。


    「化け物めが」


    　警戒していた印南の登場に、日ひ和よりが透明な壁の向こうから、声を上げる。


    「そんないつの間に……！　さっきはいなかったのに」


    　印南は日和を見やり、諭さとすように優しく言った。


    「隠れる場所などいくらでもある。本棚の上、机の下、奥にある資料室への鍵かぎも、職員なら手に入る。この焦こげた臭においでは猫の鼻もきくまい。しかし、日和さん、おまえが愕がく然ぜんとするべきはそこではない。──この、状況」


    　パタン、と本を閉じ、印南は両手を広げて示した。印南と月夜は、透明な壁を隔てた向こう側にいる。一いち郎ろうと日和は、壁の向こうに手を出せない。


    「笠かさ木ぎ兼かね亮すけを捜しにどこかへ、例えば誰かを図書室へ残し個々で行動してくれないかと息を潜ひそめてはいたが、焦じらされた。しかし僥ぎよう倖こう。結果的にこうして──」


    　ゴンッ、と響いた衝撃音に、印南の声は搔かき消された。一郎がポケットから取り出したのは、一メートル近くもあるウォーハンマー。重量のあるそれを両手に構え、透明な壁に打撃を与える。中世ヨーロッパでは敵の鎧よろいをも砕く強力な武器ではあるがそれでも、壁にヒビひとつつけることさえ叶かなわない。


    「みっともなくて見ていられないな、〝青髭ブルー・ベアード〟。私は──」


    　ハンマーを捨てた一郎は印南に向かって、マスケット銃を構える。すかさずその胸元に発砲。ズダン、とウォーハンマー以上に盛大な発砲音を轟とどろかせ、撃鉄部分から火花と硝しよう煙えんを巻き散らした。


    　びくりと体を跳はねさせたシュシュを、日和は強く抱き締める。


    　一瞬の沈黙のあと、潰つぶれた鉛玉が床に転がった。


    　透明な壁はびくともしない。その向こうの印いん南なみも当然、平然と立ち続ける。


    「そんな……」


    　注文をこなすまで、壁は絶対に壊れない。日ひ和よりは打ちひしがれる。


    　すると図書室の入り口に、兼かね亮すけが姿を見せた。


    「今の銃声は？」


    　兼亮は日和を見つけ、「よかった、無事そうだな」とぎこちない笑みを見せた。しかしすぐにその胸に抱かれた黒猫を見て、顔色を変える。


    「日和ちゃん、そいつから離れろ！　こいつはワーストエンドの──」


    　そして図書室を分断する透明な壁に気づいた。


    「……誰が、注文を受けたんだ」


    「月つき夜よさんです」


    　月夜の左の頰ほお一杯に、注文は書かれている。〝日和は月夜に笑ってほしい。笑え。〟文末のカウントダウンは、残り二分を切っていた。


    　その蒼あお色いろの瞳が向けられた瞬間、兼亮は反射的に、視線を逸そらしてしまった。


    「……村むら瀬せさん。この壁の読み手の正体がわかりました」


    　一いち郎ろうの背中に声を掛ける。一郎は振り返ることなく、マスケット銃を投げ捨てる。


    「猫だろう」


    「知ってたんですか……？」


    「さっき帯おび刀なた月夜が気づいたよ。気づくのが少し遅くて、このざまだ」


    　月夜の目元が、印南の手の平に覆おおわれた。月夜を後ろから抱き締める形で、その耳元に囁ささやく。


    「どうした一四番──笑わないのか？　昔はあんなに笑っていたじゃないか。あの頃と違い今は外だ。あんなにも出たがっていた外だぞ？　嬉うれしくないのか？」


    　印南は、その白い喉のど元もとにペーパーナイフを突き立てる。


    　月夜は唇を僅わずかにも動かそうとはしない。


    「あの火災から笑顔を失ったか？　やっと気づいたんだな。ほうら、私の言葉は正しかった。中も外も変わらない。世界は悲劇に満ちている。笑う理由などどこにもない。辛いか？　辛いなあ。安心しろ。この私が、永遠の安らぎをくれてやる」


    「〝フック船長キヤプテン・フツク〟。お願いだ」


    　一郎の声に、印南はナイフを握る手を緩ゆるめた。その視線をやおら壁の向こうへ向ける。


    「……『お願いだ』？　拍子抜けだな、〝青髭ブルー・ベアード〟。おまえがそんなことを言うとは」


    　一郎は穏やかな表情のまま、印南を見返す。


    「その子を見み逃のがしてはくれませんか」


    「命令したらどうだ？　その子を、離せ、と」


    「いいえ〝フック船長キヤプテン・フツク〟。命令するのはあなただ。僕には懇こん願がんすることしかできない。彼女は僕にとっても必要な存在です。殺されては困る。なぜあなたはそれほどまでに、彼女に固こ執しつするのでしょうか」


    「これは災害の種だ。人を脅おびやかす化け物だよ。だから殺す」


    「彼女が怖い？」


    「怖いさ。心を読まれるのは空恐ろしいよ」


    「なら距離を取ればいい。現に工場から離れて七年間、あなたは彼女から離れ、安あん寧ねいを手に入れたのでしょう。このままどこかへ去ればいい。絵本さえ渡してくれれば、僕たちはあなたを追いはしない」


    「ダメだ。私が去ってもこれはまた別の人間の心を脅かすだろう。ここで殺す。それが人のためさ」


    「人のため……？　世界に憂うれい世を悲劇に満ちていると宣のたまうあなたが、人のために彼女を殺すというのか？」


    　透明な壁一枚を挟はさんで、一いち郎ろうと印いん南なみは見つめ合う。


    　そのやり取りを、兼かね亮すけは固かた唾ずを呑のんで見守っていた。ぎりぎりだ。今にも月つき夜よが殺されそうな、ぎりぎりのところにいる。印南の握るナイフは月夜の喉のど元もとに突き立てられている。それを一郎は言葉で、食い止めている。

  


  [image: ]



  
    　このまま時間が経過し、壁が消えるのを待っているのだろう。残り時間は僅わずか。このままうまくなだめてくれれば──。兼かね亮すけは一いち郎ろうの意図を読んだつもりだった。しかし一郎は突然、声色を変えた。


    「そうか、あなたは」なだめるどころか逆さか撫なでするように、[image: ]ちよう笑しようを浮かべる。


    「認めたくないだけなんだろう。彼女が怖いのではない。他人とは違うというハンデを背負いながらも、それを克服して笑う彼女を見るのが怖いんだ」


    「……」


    「絶望せず失望せず、足あ搔がいて抗あらがって、戦う彼女が怖いんだ。その強さを認めてしまったら、世界は悲劇だらけだと決めつけ、戦おうとしなかった自分の弱さに気づいてしまうから」


    　一郎は目を細める。


    「世界は悲劇だらけではない。あなたの人生が悲劇なんだ。自分の不幸を人に押しつけるな、印いん南なみ玄げん紀き。駄々っ子に構っているほど、僕たちも暇ひまじゃないんだ」


    「ひとつ……忠告しておく。私がつい、やってしまうのは、熱くなってしまった時だ。いつだってそうだった。私は冷静でいようと努力するのに、必ず他のバカが私を熱くする。熱くなってしまうと、我を忘れて、酷ひどいことになる。私を熱くさせると、後悔するぞ……！」


    「バカはあなただ。僕は人のせいにするな、と言ったんだよ。短気は誰かのせいじゃない。自分のせいだろう」


    「ちょっ……、村むら瀬せさん」


    　兼亮は冷や汗を流す。人質が取られているというのに、なぜこうも軽口が叩たたける。


    「……おまえは、私を舐なめているのか」


    「ええ。舐めていますよ。世界に絶望した大人の、どこに魅力を感じればいい？」


    「おまえも大人になればわかるさ。絶望するのにトラウマなど必要ない。ただ、大人になる、それだけで悲しみは蓄積されていくものだ」


    「それを乗り越えていくのが大人じゃないのか。あんたはただ体が大きいだけの子供だ」


    「……何も知らないガキが言うことじゃない」


    「ならこうしよう。〝透明な壁〟の注文をこなせなければ、受注者は今まで見た中で最大の恐怖に苛さいなまれ、顔に亀き裂れつが入る。笑うことのできない帯おび刀なた月つき夜よにも、これから恐怖が降りかかるだろう。それで彼女がおののき、ひと声でも上げたなら、僕はあなたの意見に賛同しよう。ああ、この大人の言う通り、世界は悲劇に満ちていた、と。あなたが彼女を殺すのを、最も早はや止めはしない」


    「声を、上げなかったら？」


    「僕たちの勝ちだ。あなたは認めなくてはいけない。悲劇に、打ち勝つ強さを」


    「……面白い男だ、村瀬一郎。臨床心理士である私に心理戦を仕掛けるか。私がその提案に乗るとでも？」


    「乗るさ。乗らずにここで帯おび刀なた月つき夜よをただ殺してしまえば、あんたは彼女から戦わずして逃げることになる。それは結局、帯刀月夜の強さを、自分の弱さを認めることになるだろう？」


    　言いながら一いち郎ろうは、月夜を見つめる。心の中で、覚悟を尋たずねる。


    　月夜は蒼あおい瞳を一郎へ向け、強く、頷うなずいた。


    「いいだろう。残り数十秒。待つとしよう。──一四番」


    　印いん南なみは月夜の喉のど元もとのペーパーナイフを下げた。そしてその耳元に囁ささやく。


    「最後におまえの泣き顔を、もう一度見るのも悪くない」


    　月夜の頰ほおに浮かぶカウントダウンは、すでに一分を切っている。


    



    　一郎は踵かかとを下げて、透明な壁から距離を取った。未いまだ月夜はフック船長の腕の中。窮地のただ中にあることに変わりはないが、今すぐ傷つけられる危険は取り敢あえずなくなった。


    　兼かね亮すけは声を潜ひそめて、一郎に尋ねる。


    「……声を上げないで、いられるでしょうか」


    　兼亮の今まで見てきた被害者たちは、みな恐怖に嗚お咽えつを漏もらしていた。あの伊い吹ぶきでさえ、苦しみ呻うめいていたのだ。月夜がそれに耐えられるのだろうか。


    「さあね。声を上げて壊れてしまったなら、それまでじゃないか」


    　一郎はブレザーのポケットから、腹部を血に染めた教員・井い畑ばたを取り出し床に投げ捨てた。


    「ひっ」と、日ひ和よりが悲鳴を嚙かみ殺す。


    　一郎はさらに続けて、ここに来るまでに拾った二人の生徒をポケットから放り出す。どちらも顔に亀き裂れつを走らせ、呻き声を上げ続けている。


    　そして次に取り出し兼亮に見せたのは、赤黒い血けつ痕こんのこびりついた鍵かぎだった。


    「これを君に預ける」


    「……え？」その意図が読めず、兼亮は一郎を見返す。


    「僕のポケットは拷ごう問もん部屋へ続いている。鍵の掛かった監禁部屋だ。しかしこの鍵があれば、外に出られる」


    「拷問部屋の外……？　って、それどこですか」


    「行けばわかる。そこには、返却用ハンコがある」


    「ハンコが……？」


    「帯刀月夜でさえ、拷問部屋を自由に行き来できるのは、能力を持つ僕だけだと思っている。しかしこの鍵があれば、他人もその限りではないんだよ。手札は伏せておきたかったが、今回は仕方ない」


    　一郎は鍵の先端を兼亮の額ひたいに押しつけ、言った。


    「笠かさ木ぎ兼亮、拷問部屋を通り、その二冊の絵本を返却しておいで」


    「俺が……ですか」


    「向こうには連絡してある。『ピーター・パン』を手に入れたら僕が行くつもりだったが、君じゃフックから帯おび刀なた月つき夜よを取り戻せないだろう？」


    「……誠に、遺い憾かんながら……」


    「簡単に頭を下げるな。本当に謝りたい時、土下座するしかなくなるよ」


    　有う無むを言わさず手の平に乗せられた鍵かぎを、兼かね亮すけは見下ろした。


    「そうか……『注文の多い料理店』を返却すれば、たぶん透明な壁は消える。帯刀さんも恐怖を見ることがなくなるって算段ですね」


    「アホか。カウントダウンはもうゼロに近い。それは間に合わないだろう。彼女の顔に亀き裂れつが入るのは避けられない。それよりも有利になるのは対フック戦だ。かすり傷でさえ致命傷となるあの能力はやりにくい」


    「……やっぱ、戦うつもりなんですね。なんだかんだ言って、帯刀さんが声を上げないって信じてるんだ」


    「信じているわけじゃない。ただあの子の強ごう情じよっぱりは、君もよく知っているだろう」


    「……わかりました。それじゃあ、返却してきます」


    　兼亮の決意を聞いて、一いち郎ろうは日ひ和よりへ振り返った。


    「君も行け。傷つけられている君は邪魔だ」


    「は、はい。あの……シュシュは……？」


    　日和は黒猫を胸に抱いて、恐る恐る一郎を見上げた。


    「お好きに」


    　一郎は日和の襟えり首くびを摑つかみ、ブレザーのポケットへと引き[image: ]ずり込む。抜き出した指先には、月夜の教室で拾い、ポケットに入れておいたペーパーナイフが握られていた。鍵を使って拷ごう問もん部屋の扉を開けると〝青あお髭ひげ〟の能力は解除される。一郎の武器は、このナイフ一本だけとなる。


    「鍵を使って正面のドアを開け。あとは花はな詠よみが案内してくれるはずだ」


    「はなよみ……？」


    　兼亮の疑問には答えず、一郎は「いいね」とだけ確認する。


    　前回、一郎に月夜の守護を任された兼亮は、その役目を果たすことができなかった。名めい誉よ挽ばん回かいのためにも、今度こそ役に立ちたい。


    　二冊の絵本を持つ手に力を込める。兼亮はしっかりと頷うなずいた。


    



    「……なぜあの二人をしまう」


    　印いん南なみの問いに、一郎は飄ひよう々ひようと答える。


    「万が一、帯刀月夜が声を上げた場合。あなたが彼女を殺すところを、子供に見せるのは酷こくですから。大人は悲劇を隠す。その真ま似ねをしただけです」


    　月夜の頰ほおに浮かんだ数字は、残り一〇秒を切っている。

  



  
    第五話　蒼い瞳の少女


    



    　クリスマスイブの二日前。月つき夜よたちラボの子供たちは先生の指導の元、折り紙を使って図書室をクリスマスパーティー仕様に装飾していた。


    　月夜が机に座り折り紙の輪を繫つなげていると、一かず希きが机の下で足首を摑つかむ。


    「わあっ！　なんで一希はいつもいつも……！　普通に登場できないの？」


    　驚いた月夜は椅い子すを下げ、机の下を睨にらみつける。


    　一希は「しーっ」と人差し指を立てた。


    「話があるんだ。秘密の話」


    「……？」


    　一希はちょいちょい、と手の平を動かし、月夜に屈かがむよう促す。月夜は渋々頭を下げた。


    　一希は大おお袈げ裟さに辺りを見渡したあと、耳打ちするように手を頰ほおに添え囁ささやく。


    「手に入るかもしれねえ。『ピーター・パン』の〝１〟」


    「『ケンジントン公園のピーター・パン』？　〝１〟じゃないってば。姉妹編だ……って、手に入るの？　どこから？」


    　目を丸くした月夜に、一希は得意顔で答える。


    「それはまだ言えねえ」


    　月夜は疑いに満ちた視線を降らせた。


    「信じられない。[image: ]だまそうとしてるんでしょ。一希、噓うそつきだからなあ」


    「噓じゃねえよ！　でもまだ、言えないんだ」


    「……」怪け[image: ]げんな表情の月夜に、一希は唇を尖とがらせる。


    「とにかく、クリスマスイブに手に入るかもしれない」


    「クリスマスイブって……。〝おひろめ〟がある日でしょ」


    「ああ。その後のクリスマスパーティーまでには手に入る。絶対だ。楽しみにしてろよな」


    　月夜の疑問を解消することなく、一希は引っ込んでいった。


    「さあみなさん、そろそろ実験の時間です。片付けを始めてください」


    　先生が図書室の中央で手を叩たたくと、周りの子供たちが「ええー」と不満の声をあげる。


    「続きは実験が終わってから。早く終わった子から戻って来られるよう、先生、お願いしてみますから」


    「はーい」子供たちは声を[image: ]そろえ、だらだらと片付けを始める。


    　二日後には、今までの研究成果を評価するため、遠くから〝おきゃくさん〟たちが訪れる。そのせいか、子供たちによる実験の時間は増えていた。


    　子供たちにとって、その〝おひろめ〟には何の思い入れもない。ただ、いつも研究区でしている通りに、悪役ヴイランズから借りた能力を披露するだけ。そう教えられていた。


    　子供たちにとっては、その後に予定されているクリスマスパーティーの方が大切だった。毎年行われるパーティーでは、みんなでゲームをし、普段は食べられないケーキを食べ、プレゼント交換が行われる。とはいえ、外に出られない子供たちに高価なプレゼントは用意できない。だからそれぞれ思い思いの道具を使って、プレゼントを拵こしらえるのだ。


    　月つき夜よは中庭で拾って大切にとっておいたドングリに、厚紙で作った耳と目を貼はり付け、手作りのウサギを用意していた。


    　図書室の中央に飾られたもみの木のオブジェは、子供たちによってキラキラに飾り付けされている。天てつ辺ぺんに光る金色の星が可愛かわいくて、それを付けたもみの木がどこか誇らしげで、見ていると何だかわくわくしてくる。中庭に一本だけ立つ樹木とは大違いだ。


    　みんなでいると楽しかった。一生ここから出られないなんて言われるより、ずっとひとりぼっちだと言われた方がきっと悲しい。月夜はひとりではなかった。それだけが、救いだった。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　兼かね亮すけは赤い絨じゆう毯たんに尻しり[image: ]もちをついた。拷ごう問もん部屋、それは八畳ほどのワンルームだった。


    　煉れん瓦がでくみ上げられた石の壁に窓はなく、剣や盾たて、大鎌などが立てかけられてある。壁に添って置かれた木製のテーブルにも、銀のナイフや、漫画でしか見たことのないような形の刃物が並べられていた。


    　絨毯の上にも鉄格子の籠かご、前回の戦闘で使用していた鎖などが置かれている。どれも一見して真新しいものばかりだ。そこは拷問部屋というよりも、武器庫に近い印象があった。


    　天井には傘の付いた電球がひとつあり、その真下にぽつんと置かれた木椅い子すを琥こ珀はく色いろに照らしている。


    　その椅子の側そばに、シュシュを抱いた日ひ和よりがへたり込んでいた。女の子座りのままスカートを押さえ、怯おびえた表情で部屋を見渡していた。


    「大丈夫か……？」


    　兼亮が声を掛けると、気丈に頷うなずいてみせる。


    「行こう。早く絵本を返却しないと」


    「うん」


    　木椅子の正面に、ドアがある。


    　一いち郎ろうから預かった鍵かぎを差し込み、回した。ガチャリ。鍵の外れた音を確認して、兼亮はノブを回してドアを押す。しかし、ドアは開かない。


    「……？」


    　逆に引いてもみるが、それでもドアは開かなかった。


    「どうしたの？」


    　兼かね亮すけの背後から日ひ和よりが尋たずねる。


    「いや、ドアが──」


    　と、力を入れたその途端、ドアは障子のように横に滑すべった。


    「……なんだこれ……。ドアノブが付いてるくせに。変な作りだな」


    　ドアの向こうは板張りの廊下だった。廊下の対岸には縁側があり、夜の帳とばりの中、広い庭園がさり気なくライトアップされている。


    　拷ごう問もん部屋を一歩出たそこは、古めかしい日本の家屋だった。


    「兼亮さん！　見て」


    　振り返った兼亮は息を呑のんだ。ドアを開けたからなのか、砂嵐に洗われるように、拷問部屋が畳部屋へと姿を変えてゆく。煉れん瓦がの壁は押し入れの戸や壁紙に、琥こ珀はく色いろの豆電球は和風な正方形の電灯に。ドアノブは鍵かぎと共に搔かき消えて、ドアは障子へと変わっていった。


    　赤い絨じゆう毯たんや西洋の武器など欠片かけらもない。あるのは畳の敷かれた、簡素な勉強部屋。


    　机や本棚などの家具が置かれた、ありふれた部屋だった。


    「これがこの部屋の、本当の姿なのか……？」


    「……ここ、あの人の家？」


    　トタトタと駆けてくる音に振り向くと、長い廊下を年とし端はのいかない少女がやってくる。小学校低学年ほどのその子は、赤い着物に半はん纏てんを羽は織おっていた。日本家屋の雰囲気と相まって、まるで明治時代にいるようだ。


    　少女は二人の前に立ち止まり、つぶらな瞳で兼亮を見上げる。


    「いちろーの友だちか？」


    「ああ友達、というか……。君が、花はな詠よみ……さん？　一度会ってるよね」


    　少女は頷うなずいた。この子は、一いち郎ろうが入院していた病室でリンゴを切っていた少女だ。一郎は彼女のことを、従妹いとこだと説明していた。一緒に住んでいるのだろうか。


    「こっちだ」と花詠は踵きびすを返し、再び駆けだした。


    「わ、待って」


    　兼亮は慌てて上履きを脱ぎ、その小さな背中を追う。日和もそれに倣ならった。


    　ドタドタと三人分の足音が、閑静な屋敷に騒がしく響いた。


    



    　廊下を走り、仏間を横切り、人ひと気けのない日本家屋を進んだ先にあったのは、西洋風のドアだった。案内されたそこは、誰かの書斎であるようだ。


    「……わあ」


    　ドアの向こうに足を踏み入れ、日和が思わず声を上げる。高い天井に届くほどの本棚。大きな窓。暖炉。架台にはロウソクや地球儀などが並んでいる。インテリアのひとつひとつを見ても、その書斎はまるで映画のセットのように馴な染じみのない空間だった。


    　花はな詠よみは、さらにその奥に続く部屋のドアをノックする。


    「とうちゃん、連れてきたぞ、いちろーの友だち」


    「ああ、入ってもらなさい」


    　通された部屋は、書斎とは対照的に閉鎖的な空間だった。窓はなく、天井からの明かりが点々と灯ともっている。部屋の中央には、何に使うのかわからない巨大な機械がある。それを囲むように数台のパソコン機器が並び、配線や管が、伸びた蔦つたのように床を[image: ]はっている。


    　架台の上のポータブルテレビが、夕ゆう陽ひヶが丘おか高校で起きている事件を生中継で伝えていた。


    　ここは一いち郎ろうの部屋よりも広かったが、視覚的にはもっと狭く思えた。隣部屋の書斎以上に、映画のセットのようだ。部屋というよりも、研究室を思わせる。それも普通の洋室を改造して作った、即席の研究室だ。


    「やあ、いらっしゃい。笠かさ木ぎくんと、煮に雪ゆきくんだね」


    　機械の側そばに、車椅い子すに座った男性がいた。三十代後半ほどの優やさ男おとこで、彼もまた、花詠と同じように和服を着ている。白い肌や膝ひざの上のブランケットから、病弱な印象を受けた。丸めがねの奥の瞳は、優しく微ほほ笑えんでいる。


    「……お邪魔します」


    　兼かね亮すけが頭を下げると、日ひ和よりも慌ててそれに続く。


    「僕は村むら瀬せ貴き吉よし。一郎の叔お父じに当たる。この子は娘の花詠だ。自己紹介はしたかい？」


    「した」


    　された覚えはないが、花詠はさらりと噓うそをついた。


    「うん。偉い偉い」


    　貴吉は車椅子の側に立つ花詠の頭を撫なでる。兼亮はその様子を眺めて、どこか既き視し感かんを覚え、すぐに思い至った。村瀬貴吉の持つ雰囲気は、一郎のものと似ている。柔和で穏やかな印象。ただし一郎の場合は、その印象に残ざん虐ぎやく性せいを隠してはいるのだが。


    「あの、俺たち、絵本を返却しに来たんです。返却用ハンコが欲しくて──」


    「ああ。ついさっき一郎から連絡を受けたよ。猫、だったんだってね。『注文の多い料理店』の読み手は。もしかして、煮雪くんの抱いている黒猫かな？」


    　早口で用件を伝える兼亮とは対照的に、貴吉はのんびりとした口調で尋たずねる。


    「ええ。それより、あの、俺たち急いでて。村瀬さんがフックと──」


    　と、そこまで言って兼亮は続きを飲み込んだ。どこまで話していいのだろう。ハンコを持っているくらいだから、この人は全部知っているのだろうか。


    「ああ、ごめんごめん。今ね、起動中なんだ。あと数分なんだけれど」


    「……起動中？　あの、俺たちはハンコが……」


    「うん、返却用ハンコだろう？　これだよ。これがハンコ。起動には二時間弱、必要なんだ」


    「え」


    　貴き吉よしが右手で差し示したのは、部屋の中央を占拠する顕微鏡の形をした機械。兼かね亮すけの身長をも超える巨大なそれ全体が、〝返却用ハンコ〟だった。


    「……これが？」


    「そう。テーブル部分にカードを置いて、このアームの先に取り付けられたハンコで〝返却〟を捺なつ印いんするんだ」


    「印鑑捺おすだけでしょ……？　大おお袈げ裟さすぎませんか……」


    　月つき夜よがハンコを持ち歩かない理由がわかった。これは持ち運びできるような代物ではない。


    　貴吉は朗ほがらかに笑って答える。その笑顔は確かに、一いち郎ろうに似ている。


    「ただのハンコじゃないんだよ。あの貸出カードからしてただのカードではないし、ワーストエンド・シリーズもまた、ただの絵本ではないからね」


    　その語り口は、事情を知る人のものだ。兼亮は確信する。この人は知っている。考えてみれば疑う余地などなかった。〝返却〟を担当する人物。この人がワーストエンド・シリーズを知らないわけがない。


    「いやー、それにしても、猫が読み手だったなんてねえ。斎さい藤とうくんが知ったら、大喜びだったろうなあ。あ、斎藤くんっていうのは、その絵本を担当していた人間でね」


    「……貴吉さんってもしかして……小こ日向ひなた製薬工場の研究員だったんですか……？」


    「え？」


    　先に反応したのは日ひ和よりだった。彼が研究員だというなら、月夜を含める子供たちを集め、人体実験を行った危険な組織の一員だということになる。


    　柔和な印象からは想像できないが、しかし貴吉はいとも簡単に、「そうだよ」と肯定する。


    　日和は嫌悪を隠すことなく、質問した。


    「……子供たちを誘ゆう拐かいして、酷ひどい実験をしてたって本当ですか」


    「酷い実験、か。あれはやはり〝酷い〟と言ってしかるべきなのかな。もしもあれを〝酷い〟と言うのなら、そうやって生まれたワーストエンド・シリーズもまた、酷い産物ということになるね」


    　貴吉のまどろこしい言い回しに、兼亮は質問を重ねる。


    「七年前の一二月二四日。その日起こった工場火災は、ワーストエンドの読み手たちによるものだったんですよね。フックから話を聞きました。ワーストエンド・シリーズを作ったのは帯おび刀なたさん……〝ライター〟である帯刀月夜だって。子供たちはその絵本を使い、大人たちを次々に攻撃した。それは、事実ですか」


    　兼亮の視線は、自然と貴吉の足へ向けられる。車椅い子すでの生活を余儀なくされるその足は、もしかして七年前の事故で、子供たちにやられたのではないか。


    「確かに、帯おび刀なたくんは絵本を作ったひとりだよ。工場での火災が、絵本を借りた子供たちの仕し業わざだというのも本当。けれど知らなかったんだ。あの貸出カードに期限があったなんて」


    　不意に部屋のドアが開いて、花はな詠よみがお盆にお茶を乗せて入ってきた。


    「はい」とひとりずつにお茶を渡して、床に平皿を置く。「ねこにはミルク！」


    「んなあ」


    　花詠に返事するように、日ひ和よりの懐ふところからシュシュがジャンプした。


    「ありがとう、花詠」


    　貴き吉よしは少女にお礼を言ってから、続ける。


    「実験はね、成功していたんだ。一二月二四日に行われたのはその結果を披露する、お披露目会だった。スポンサーや防衛省の連中なんかが集まって、その中で、子供たちはひとりずつ借りた能力を披露した。一番目は『竹取物語』の〝かぐや姫〟、二番目が『浦島太郎』の〝乙おと姫ひめ〟だったな。途中までは順調に行われていたんだ。途中までは、ね」


    　兼かね亮すけと日和は湯飲み茶ぢや碗わんを両手に握ったまま、静かに貴吉の言葉を聞いていた。


    　貴吉は兼亮の顔を見て、寂しそうに微ほほ笑えむ。


    「帯刀くんを責めないであげておくれ。知らなかったんだ。僕たちも研究員も、絵本を作った子供たちでさえ。カードに期限があったなんて。だから彼らに起きた異変が何だったのか、初めはわからなかった。今ならわかる」


    　貴吉はひとつひとつを思い出すように、ゆっくりと言った。


    「あの時、子供たちは次々と、取り憑つかれていったんだ──」


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　夜にクリスマスパーティーを控えた〝おひろめ〟当日。


    　月つき夜よたちラボの子供たちは朝早くから一列に並ばされ、みんなで居住区を出た。向かう先は同じ敷地内である第三工場区。月夜は一度も行ったことのない区画だった。


    　敷地内は広大なため、途中、ワゴン車に乗せられた。その時、外を見ることができた。アスファルトには雪が積もっており、道路の脇わきに雪の壁ができていた。


    　子供たちは空から降る雪にわあわあと騒いでいたが、北国で育った月夜にとっては珍しいものではなかったため、ただ、懐かしさだけを感じた。それから、何年も会っていない母のことを少し、思い出した。


    　ラボの子供たちは、男女共に白いワンピースを着せられ、工場内の広い空間へ通された。天井が高く、窓はない。ただ、壁にガラスが嵌はめられてあり、その中を、白衣の研究員たちが忙せわしなく往来している。


    　部屋の中央付近に壇上があり、子供たちはここで能力を披露するとのこと。何度もリハーサルが繰り返された。子供たちはただ、大人たちに言われた通りに動く。


    　ただし月つき夜よを含めた作り手五人には、別のプログラムが組まれている。他の子供たちとは離され、別室への移動が指示された。


    　部屋を離れる時、月夜は読み手たちの並ぶ列を一いち[image: ]べつした。


    　大人たちの目を盗んで、一かず希きが小さく手を振る。「もう、いつだって落ち着きがないんだから。ちゃんと前を向きなよ」そう呟つぶやきながらも、月夜は手を振り返した。


    



    　月夜の〝ライター〟としての仕事は、〝イラストレーター〟の生み出した悪役からお話を読み取り、それを文章にして絵本に記すことだった。


    　ワーストエンド・シリーズは、絵から先に作られたのだ。


    　悪役と話せるのは、心を読み取る月夜しかいない。しかしそれを誇りになど感じない。月夜は悪役たちが、あまり好きではなかった。彼らの話す物語はどれも残酷で、救いようのないものばかりだったからだ。しかし研究員たちは、月夜が手を止めるのを許さなかった。


    〝おひろめ〟では、心を読むこの力を披露した。スーツ姿の来客が立候補で前に出て、蒼あおい瞳を以もつて彼らの考えを読み、口にする。月夜にとっては雑ぞう作さもないことだったが、それだけで彼らは、感嘆の声を上げて喜んだ。


    



    「一四番。ちょっとこちらへ」


    　月夜が呼ばれたのは、作り手たちの〝おひろめ〟が終わり、読み手たちのいる部屋へ移動しようとしている時だった。白衣を着けた研究員がひとりやって来て、月夜たちの引率者と何かを話している。


    　月夜は研究員に連れられ、他の四人とは逆の方向へ行くことになった。


    　人ひと気けのない廊下を、見知らぬ研究員に連れられ、歩いてゆく。今、広い会場では、一希を含めた読み手たちが、絵本を借りて手に入れた能力を披露しているはずだ。月夜は絵本の作り手でありながら、その能力を知らない。子供同士でさえ、自分の能力は漏もらさないよう強く言われているから、月夜は、それでも話してしまったごく一部の読み手の能力しか知らない。


    　一希の借りた〝誰かに変身する能力〟も見てみたかったが、研究員は月夜を、会場とは逆の方向へ連れていく。研究員は、何も言わない。月夜は不安になった。


    　窓のない廊下を突き進み、無機質なドアを、研究員がキーカードを通して開ける。扉が閉まった時。不意に研究員が声を上げた。


    「一四番！」


    「は、はい」


    　月夜は驚いて返事をする。


    　すると研究員は、堪たえきれないというふうに、くつくつと笑い始めた。


    「は、はい！　だってさ。[image: ]だまされてやんの、つきよ」


    「？」


    　振り返った研究員の体が縮み、その白衣が、その顔が、渡わた辺なべ一かず希きのものに変わってゆく。


    「一希！」


    「へへっ。すげーだろ。〝噓うそつきオオカミ〟の能力」


    「すごいけど……でもどうして？　今は〝おひろめ〟してるはずじゃ」


    「抜け出してきたんだ」


    「え」


    　一希は月つき夜よの手を引いて、先へ進み始めた。


    「どうして？　怒られるよ」


    「そうだなあ。あ、つきよは俺のせいにしろ？　おまえまで罰を受けることはないぞ」


    「……どうして一希、こんなこと」


    「『ピーター・パン』の〝１〟を手に入れるためだ。本を貰もらう代わりに、つきよを連れてこいって言われたんだ」


    「誰に……？」


    「大丈夫。あいつは味方だって」


    　一希は白い服のポケットから、キーカードを取り出す。


    「これもあいつから貰ったんだ。いろいろ教えてくれた。今日来てるお客さんってさ、この国の偉い人たちらしいぜ。俺たちは期待されてるんだって」


    　蛍光灯が青白く照らす廊下の一角で、月夜は足を止める。


    　手を離してしまった一希は、月夜を振り返った。


    「どうした？　つきよ」


    「あいつって……誰？」


    「絶対言うなって言われてんだけど……。まあいっかな。聞いたって言わないでくれよ？　あいつっていうのは──」


    「一一番。約束は守らなくてはいけない」


    　廊下の奥から、低い声が響く。一希は慌てて口元を押さえた。


    「……やば。もう来てたんだ。まだ言ってないよ、ドクター」


    　コツ、コツと足音を鳴らし、白衣を着たドクターは、廊下の向こうから姿を現した。


    　虚うつろな瞳を二人へ向けて、一冊の本を、一希に差し出す。


    「約束の本だ。ジェームス・マシュー・バリー著『ケンジントン公園のピーター・パン』。私は約束を守る男だよ」


    「おおっ！　やった！　さんきゅ！　ドクター」


    　一希は月夜を放って、ドクターの差し出した本に飛びついた。


    「……ドクター。どうして」


    　月つき夜よは呆ぼう然ぜんとその様子を眺める。その顔を見るのが嬉うれしくて堪たまらないというふうに、ドクターはうっすらと笑みを浮かべた。


    「……どうして？　それはどうして今、と尋たずねているのかな。今日がお披露目会だからだよ。官僚どもへの能力披露を行うため、おまえたちは厳重に管理された居住区や研究区を離れる。おまえたちが脱走するなら、この時だと考えるだろうな」


    　ドクターの言葉に、一かず希きは顔を上げた。


    「脱走？　俺たちは別に脱走なんてしないぜ？」


    「それとも〝どうして〟、一一番をだしに使ったのか、と訊ききたいのかな」


    　ドクターは一希の言葉を無視して、じっと月夜を見つめて言った。


    「これがおまえと最も仲のよい人物だったからさ。彼がおまえを裏切るさまを、そうだその顔を、見たかったからだな」


    「……」


    「ああ違うな。おまえは〝どうして〟私を殺すのか、と訊きたいのか」


    　言ってドクターは白衣の内側から、拳銃を取り出し、撃鉄を起こした。


    「な！　なんだよそれっ」


    　慌てたのは一希だった。拳銃に手を伸ばした一希を、ドクターは容よう赦しやなく殴りつける。


    「おまえたちはこのお披露目会をチャンスと見て脱走を企くわだてた。この先を抜ければ外に出られるもう一歩、というところで私に見つかってしまう。能力を振りかざし襲いかかるオオカミ。出口へと駆けるライター。外に出してはならない。おまえたちは国家重要機密だ。そうして私は否応なく、引き金を引く」


    　──ズダンッ！　言下にドクターは、倒れた一希へ発砲した。


    「あ……っ！」


    　月夜は銃声に驚いて体を硬直させた。


    「……ああ。まだおまえの〝どうして〟、に答えてなかったな。どうして、おまえを殺すのか。答えは簡単だ。私はおまえが──嫌いだからだよ」


    　ズダンッ。二発目の銃弾は月夜に向かって発砲された。しかし弾は月夜へは当たらず、頭上の蛍光灯を割る。撃たれた一希がドクターにしがみつき、その軌道を逸そらしたのだ。


    「……つきよ、ごめん」


    　血に濡ぬれた白いワンピースのポケットから、一希はカードキーを取り出して月夜に向かって床を滑すべらせた。


    「一希……！」


    「この、ガキ」


    　一希を引き剝はがし、ドクターはさらに銃を突き出す。ズダン、ダンッ。


    　青白い廊下に、飛び散る鮮血が目を引いた。


    「やめて！」


    　月つき夜よは力の限り叫んだ。あまりの動揺に瞳どう孔こうが縮み、虹こう彩さいが鮮やかに色を変える。


    　動かなくなった一かず希きを蹴けり飛ばし、ドクターは再び月夜へと銃口を向けた。


    「今度こそさよなら、じゅうよん──」


    　その直後に、背後に沸き立つ殺気に言葉を詰まらせる。振り返った先、一希はゆらりと体を起こしている。


    「……何？」


    　肩で大きく息をして、低く、唸うなり声を上げている。


    「……一希……？」


    　月夜の蒼あおい瞳に、それは文字として映った。つきよ、ごめん、にげて、たすけて、くるしい、いたい、いたい、いたい。一希の悲鳴に、別の意志が混じる。腹が減った。邪魔だ。死ね。撃ったな。誰が撃った。殺す。食い殺す。


    　──オオカミだ。


    　その恐怖に、月夜は踵かかとを下げた。オオカミが一希の体に、取り憑つこうとしている。


    　オオカミはドクターの背中に飛びかかった。


    「何だ、こいつはあぁぁああっ！」


    　ズダン、ダンッ。オオカミは銃を撃つドクターの右手に嚙かみついた。


    　その頭に浮かぶ文字が、月夜を呼んでいた。


    　──つきよ、つきよ。にげて、つきよ、はやくにげて。


    「いやだ……。いやだよ、一希……死なないで」


    　月夜の瞳から、涙が[image: ]あふれ、零こぼれ落ちる。


    　──はやく、つきよ、おねがいだから、にげて、にげて、にげて！


    「があああああああああああっ」


    　オオカミの咆ほう哮こうに弾はじかれて、月夜は足元のカードキーを拾って踵きびすを返した。


    　一希と手を繫つないで歩いた廊下を、逆方向に駆けてゆく。カードキーを使ってドアを開け、その先へ走り続けた。


    　ドアが閉まる直前に、一希──オオカミの腕が差し込まれる。


    「があああっ！」


    　オオカミに取り憑かれた一希は、その本能のまま月夜を追いかける。


    　一希のものとは思えない咆哮が、月夜を追い立てた。怖い、怖い。全身の震ふるえが止まらない。まるで悪夢のように思えた。あの一希が、オオカミになってしまうなんて。


    〝おひろめ〟なんて、いつもと同じ実験のひとつであるはずだった。


    　実験が終われば、クリスマスパーティーが待っているはずだった。昨日の晩だって、ここへ来るワゴン車の中でだって、みな〝おひろめ〟よりも、パーティーの話題で持ちきりで、自分はどんなプレゼントを用意しただとか、今年はどんな料理が出されるかだとか、そんなたわいのない話で笑い合っていた。


    　なのに。どうして。


    　月つき夜よは会場へ続くドアを開いた。そこでは読み手たちが、能力を披露しているはずだった。しかし目の前に広がる光景は、〝おひろめ〟なんて生なま易やさしいものではなかった。


    　聞こえてきたのは、絶叫。そこにいる者たちの悲鳴。


    　取り憑つかれたのは、一かず希きだけではなかった。


    　ある子供は拳こぶしを振るい、目に付く機械へ、研究員へ殴りかかる。そのたびに炎が吹き上がり、攻撃対象を燃やしてゆく。また別の子供は高い天井を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、壁の防弾ガラスを蹴けり破った。ひとりの子供が産んだ卵からはグロテスクな肉塊が生まれ、それは研究員を飲み込んで、ぶくぶくと大きくなってゆく。


    　ガラス面、鉄板などの鏡面からは、見たことのない怪物たちが顔を覗のぞかせる。怪物から逃げた研究員は違う子供に嚙かまれ、干からびていった。


    　月夜の蒼あおい目に、子供たちは文字として映った。その全てが、泣いていた。


    　──助けて、痛いよ。苦しい、辛つらい。死にたくない！


    　至る所で銃声が響き、駆けつけた警備兵によって、子供たちは撃たれていった。


    「やめて……」


    　月夜はそっと呟つぶやいた。今はこのラボから出られなくったって、大人になれば出られるはずだった。私たちが力を合わせれば、無敵なはずだった。


    「やめてよっ！」


    　月夜の悲鳴は爆音に搔かき消され、天井のパイプが落下する。


    　子供たちに取り憑いた悪役ヴイランズたちは力の限り暴れ、壊し、殺し尽くした。


    「つ、き……よ」


    　はっと振り返ると、白いワンピースを赤く染めた一希が立っている。


    　月夜は目を閉じて、深呼吸をした。心を落ち着かせて、瞳の色を黒に戻す。


    　一希の顔右半分は不自然に歪ゆがみ、引き攣つっていたが、左半分はまだ、彼のものだ。


    「……一希。どうしよう。みんなが」


    「……にげろ。ここから。この工場から」


    「いやだ。逃げるなら一緒に。みんなで、一緒に」


    　一希はそっと、右手を差しだした。その手には、本が。ドクターから手に入れた『ケンジントン公園のピーター・パン』が握られている。


    「つきよ」


    「……何、何なの。こんな本……」


    「受け取って。……クリスマス、プレゼントなんだ」


    　月つき夜よは顔を上げた。一かず希きはじっと、月夜を見つめていた。


    「……実はさ、俺いっこ、謝んないといけないことがあって。ずっと、噓うそついてたんだ。俺、ホントは字、読めるんだ。読めるように、なったんだよ」


    「……」


    「でもさ、俺、つきよの声が好きなんだ。つきよが読んでくれるのが、好きなんだよ」


    　一希は再び、本を突き出す。


    「だから、さ。読んでくれよ。また……。あの中庭でさあ。俺、嬉うれしかったんだ。つきよが、俺のために本、読んでくれて。なあ、つきよ、つきよ。……そこにいるのか？」


    「一希、いるよ。私はちゃんと、一希の前に……！」


    「ああよかった。つきよ。なあ、大好きだったんだ。ありがとうな」


    　月夜は震ふるえる手で本を受け取り、一希の名前を呼んだ。一希──。


    「私も──」


    　──ズダンッ。


    　月夜の頰ほおに、本の表紙に描かれたピーター・パンに、赤い血が飛び散った。


    　一希は力をなくし、月夜の体にもたれるようにして、倒れる。その向こうに、拳銃を構えたドクターの姿があった。

  


  [image: ]



  
    　瞬間、月つき夜よを取り巻く全ての音が消え、視界が歪ゆがんでゆく。月夜の顔はくしゃくしゃによじれてゆく。心が、引き裂さかれてゆく。


    　月夜の背後で爆発が起き、それを皮切りに、工場は炎上を始める。


    　その炎は、白衣の研究員たちも取り憑つかれた子供たちも、中庭の樹木も、そのドングリで作ったウサギの人形も、全てを呑のみ込んで、雪降る空に燃え上がった。


    



    「──っ！」


    　透明な壁が消えたと同時に、月夜の鼻先に亀き裂れつが入った。


    　どこからか吹き込んできた暴風が、図書室の本を巻き上げ、ぱらぱらとページを[image: ]めくる。


    　天井を仰あおぎ見る月夜のその蒼あおい瞳から、涙が[image: ]あふれ、流れ落ちた。


    　亀裂は顔中に広がってゆく。


    　その様子を見て、印いん南なみは沸き上がる笑みを抑えきれず、口角を吊つり上げた。


    「……どんな夢を見ているんだ、一四番」


    　しかし、それでも月夜は声を上げなかった。この世は悲劇だらけなんかじゃない。それを証明するためにも、声を上げるわけにはいかなかった。


    　顔を覆おおうのではない。痛みに裂ける胸を押さえて、声を殺す。


    「どうした。声を上げろ、叫べ！　滑こつ稽けいに足あ搔がくな、諦あきらめろ、恐怖に身を委ゆだねろ」


    　瞬間、印南は放たれた迫り来る殺気に顔を上げる。飛んできたペーパーナイフを弾はじき落とした。──キン、とナイフ同士が当たり、金属音を響かせる。


    「邪魔をするな……〝青髭ブルー・ベアード〟」


    「するさ。帯おび刀なた月夜は声を上げていない。まだ負けてはいない。彼女が戦っている間は、僕も戦うよ」


    　印南は、向かってくる一いち郎ろうに向かってナイフを投げた。一郎はそれを器用にキャッチし、自分の物として印南に向け腕を伸ばす。


    　印南もまた、新たにナイフを補充し応戦する。キン、と銀の刃が擦すれ音を立てた。


    「銃を使わないのか？」


    「冗談。ペーパーナイフ相手に銃だなんて、まるで僕が〝必死こいてる〟みたいじゃないか」


    　──キン、キンキン。


    「後ろから刺すような臆おく病びよう者ものが。ずいぶんと〝必死こいてる〟ように見えたが」


    「その必要もないとわかったのです。思えばピーター・パンだって、フックを倒すのに短剣ひとつで充分だった」


    「あいつは飛べたからな」


    「はは。大人はすぐ言い訳をする」


    　──カキン。


    　距離を取った印いん南なみは、側そばに跪ひざまずく月つき夜よを摑つかみ、一いち郎ろうへと放り投げる。


    　そして一郎に抱き留められた月夜の胸元目がけて、ペーパーナイフを投とう擲てきした。


    「っ……！」


    　ナイフは、月夜を庇かばった一郎の手の甲へと突き刺さった。一郎はすぐにそれを抜き取る。鋭い痛みと共に、傷口から血が[image: ]あふれる。


    　一郎の腕の中で、月夜は涙を流していた。顔はその中心を叩たたき割ったかのように亀き裂れつが入っていたが、血が滲にじむほど唇を強く嚙かんで、悲鳴や絶叫を押し殺していた。


    「……君は誰よりも冷たい女なんだろう」


    　どれだけの恐怖に見舞われているのか、一郎には想像もつかなかったが、その耳元に囁ささやいた。


    「恐れも怯おびえも感じない、非ひ道どい女なんだろう。君は強い。恐怖なんかに……過去なんかに負けるな」


    　月夜は一郎の言葉に応えるように、歯を食いしばる。


    「とうとう食らったな？　傷ついたな？　村むら瀬せ一郎──」


    　印南が近づいてくる。右腕の黒手袋のせいで、握るペーパーナイフはまるで義手の鉤かぎ爪づめのように見える。負傷した足を引き[image: ]ずり歩くその姿は、一本足の海かい賊ぞくのようだ。


    　肩に派手なオウムが似合いそうだな、と一郎は苦笑した。さて──と、今言われて最も困る命令を想定し、ナイフを遠くへ投げ捨てる。


    　印南は右腕を一郎へ向けた。


    「命令だ──〝帯おび刀なた月夜を、殺せ〟」


    　一郎の顔の前にドクロマークが浮かび上がり、その自由を縛る。自らの意志に逆らって、一郎の両手が月夜の細い首筋へ伸びた。気道に押し当てられた両親指に、力が込められてゆく。


    「っ……」


    　月夜の呼吸が詰まった。


    　一郎は首を絞めながら、印南に訴える。


    「……フック。絵本を持ち続けたいなら、あなたはまだ、彼女を殺すべきではない」


    「またも逃げ口上を叩くか。ぺらぺらとよく喋しやべる」


    「……僕たちの負けだ。白状しよう。あなたの『ピーター・パン』は今、笠かさ木ぎ兼かね亮すけによって誰もわからないところに隠されている」


    　両手に入る力に抗あらがいながら、一郎は早口で喋り続ける。


    「あなたは帯刀月夜を人質として、その絵本を取り返すことが可能だ。逆に彼女を殺してしまったなら、笠木は絶対に絵本を返さない。もしかして、怒りに我を忘れて、燃やしてしまうかも」


    「おまえを使えばいい。おまえはもう私の手て駒ごまなのだから」


    「隠し場所は僕にもわからない。ポケットの出入り口はすでに封鎖されている。僕が笠木兼亮を取り出すことはもう、できない。やってみるといい」


    「……いいだろう。村むら瀬せ一いち郎ろう──〝笠かさ木ぎ兼かね亮すけを取り出せ〟命令だ」


    　一郎の両手は月つき夜よの首を離れ、ブレザーのポケットへ消える。直後に、顔の前に浮かんだドクロマークが「ぶー！」と声を発し、搔かき消えた。


    「……驚いたな。あの骸がい骨こつ、話せるのか」


    「……不可能な命令を受けた時にな」


    　兼亮が鍵かぎを使って拷ごう問もん部屋の扉を開けたため、〝青あお髭ひげ〟の能力は解除されている。先ほど取り出し、床に打ち捨てたウォーハンマーやマスケット銃は、いつの間にか消滅していた。印いん南なみはそれを確認し、口を開いた。


    「……僕たちの負けだと、そう言ったな」


    「言ったっけな。ああ、言ったかもしれない」


    「……」


    　印南はじっと一郎を観察した。常に薄ら笑いを浮かべているこの男の内心はどうも読みにくい。僅わずかな表情の変化をも見み逃のがさないよう、見つめながら質問する。


    「あの二人を逃がし、絵本を隠すためだけに能力を捨てたのか。おまえが……？　どうも、〝青髭〟らしからぬ行動じゃないか」


    　印南はひとつ、間まを作って、静かに尋たずねた。


    「……おまえ。何を待っている？」


    　一郎は答えず、黙っていた。横になる月夜を一いち[image: ]べつする。その顔には未いまだ亀き裂れつを入れたまま。ということはまだ、『注文の多い料理店』は返却されていない。


    　それは、『ピーター・パン』も未だ返却されていないことを示す。印南の〝弱者を従える能力〟も健在であるはずだ。


    　一郎はとぼけた笑みを作りながら、焦じれた。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　ピーッと機械音が室内に響いて、〝返却用ハンコ〟の準備完了を知らせた。


    　兼亮の見上げた先、顕微鏡のレンズに当たる部分は小さなハンコの形をしており、そこに繫つながる透明な管へ、血液のような赤いインクが到達している。


    「準備が調ったようだ。絵本を」


    「はい」


    　村瀬貴き吉よしに促され、兼亮は大切に抱えていた二冊の絵本を渡す。ずっと守り抜いてきた『ピーター・パン』と、〝笛吹き男〟から手に入れた『注文の多い料理店』だ。


    　貴吉は車椅い子すを機械のテーブルの前まで移動させ、まずは『ピーター・パン』を開いて、そしてすぐに、手を止めた。


    「……笠かさ木ぎくん、貸出カードがないんだけど……」


    「え？」


    　兼かね亮すけは貴き吉よしの側そばに立ち、確認した。『ピーター・パン』の見返し部分にはオレンジ色の小袋。その中には薄緑色の貸出カードがある、はずだった。


    「そんな……！　どうして。落としたのか？」


    　目を瞬まばたかせた兼亮は制服のポケットを探るが、そんなところにあるはずもない。


    「絵本を奪った時、そもそも貸出カードは付いていたのかい？」


    　貴吉が兼亮を見上げて尋たずねた。


    「……カードは……」


    　そう言えば、確認していない。青ざめた兼亮は、日ひ和よりを振り返る。


    　日和もまた顔を歪ゆがめ、首を横に振った。


    「……日和は、見てないよ」


    　絵本は日和からきいろへ、きいろから兼亮へと渡った。兼亮はそれを、ずっと大事に抱えていた。校内に散らばった注文や印いん南なみの追跡をかわすことばかりに気を取られて。月つき夜よの元へ届けようと、ただそればかりを考えて。中身を、確認していなかった。


    「す、すみません……。確認、するべきでした。すみません」


    　声が震ふるえる。指先が震える。謝る相手は貴吉でないことはわかっていたが、言わずにはいられなかった。


    「すみません。……どうしよう。やばい」


    　またしても、一いち郎ろうの期待を裏切ってしまった。一郎は『ピーター・パン』の返却を当てにして戦っているのだ。しかしカードがなければ返却できない。


    〝弱者を従える能力〟は消えない。印南玄げん紀きの力は、なくならない。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    「何を待っているのかは、わからないが……」


    　印南はスーツの内側から煙草たばこの缶ケースを取り出し、開けた。しかし摘つまみ出したのは煙草ではなかった。一郎へ見せたのは、薄緑色のカード。初めにきいろに絵本を見せる時、抜き出しておいた『ピーター・パン』の貸出カードだ。


    「これに関係するのかな」


    「あの……バカ」


    　呟つぶやいた一郎は月夜を置いて、すかさず図書室の外へ駆けだした。


    　しかし廊下へ出たところで、その背中に命令が下る。


    「〝止まれ〟村むら瀬せ一いち郎ろう、命令だ」


    　一郎の足は床に縫ぬいつけられたように、動きを止めた。傷つけられた手の甲から血が流れ、床に垂れる。


    「酷ひどい男だ。ずっと守っていたあの子を見捨てるのか」


    　一郎の背に、ペーパーナイフが突きつけられた。一郎は大人しく両腕を上げる。


    「……守るためさ。今の僕では、傷つけてしまうから」


    「ふ、は。まるで恋する少年のようじゃないか、なあ」


    　印いん南なみはうっすらと、口の端はを吊つり上げる。勝ちを確信し、笑みが零こぼれた。


    「命令解除」印南がそう囁ささやくと、一郎の目前に浮かんだドクロマークが搔かき消える。


    　階下に玄関を見下ろせる欄らん干かんの前で、印南は一郎の背にナイフの切っ先を押しつける。


    　足の自由を取り戻した一郎は、押される形でその手すりへ一歩、足を踏み出す。三階の高さから見下ろした先には、焼けた靴箱が見える。


    「……〝弱者を従える能力〟は、相手を命令で縛る。しかし許容を超えた行動、自傷を促す行為は命令できないんだ。だからこれから下す命令は、能力を使わない。これは〝フック船長キヤプテン・フツク〟ではなく、私からの命令だ──村瀬一郎」


    　印南は一郎の耳元に、囁いた。


    「飛び降りろ」


    「……『ピーター・パン』にもあったな、こんなシーンが。海かい賊ぞく船せんから、ワニのいる海へ落とされるウェンディ──」


    「──だがここに、ピーター・パンは助けに来ない。御お伽とぎ噺ばなしと違い、現実は無情だ。私の言った通りだっただろう。この世界は、──」


    「悲劇だと？　けれど帯おび刀なた月つき夜よは声を上げなかった」


    　一郎の動く気配に、印南は声を荒げた。


    「振り返るな、刺すぞ」


    「能力を使えよ。あなたの力じゃ、僕を縛れない」


    「村瀬一郎！　命令だ〝振り返」「嫌だね」


    　印南が言い切る直前に、一郎は振り返った。その腹部に、ペーパーナイフが突き刺さる。


    「調子に乗るなよ……！　ガキが」


    「ああ……。御伽噺とは違い、現実は無情だ。だから僕たちは、足あ搔がくんだよ」


    　一郎は笑った。


    　腹を刺した印南の右腕を摑つかみ、その体を引き寄せて、欄干に背を預ける。


    「村瀬、一郎っ──命令だ、〝その手を──！」


    　一郎は印南を強く抱いたまま、手すりの向こうへ、落ちていった。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    『ただ今入った情報によりますと、特殊捜査班の突入が開始された模様です──』


    〝返却用ハンコ〟のある部屋に、ポータブルテレビから報道が流れ続ける。ブラウン管に映る映像では、夜の校舎を背景に、若いアナウンサーが原稿を見ながらマイクを構えている。


    　兼かね亮すけは震ふるえる指で携帯電話を耳に当てていた。


    「出てくれ……」


    　耳元でコール音は鳴り続ける。一いち郎ろうが電話に出ることはなかった。


    



    　印いん南なみの握るペーパーナイフの切っ先から、鮮血が垂れ落ちた。


    　一郎と印南が落ちたのは、伊い吹ぶきの焦こがした靴箱の真上だった。二人が落ちた衝撃で靴箱は完全に崩くずれ、辺りは濛もう々もうと煤すすが舞い上がっている。


    　立ち上がったのは印南だった。全身を煤で汚し、ナイフを右手に握ったまま、仰あお向むけに倒れる一郎を見下ろす。


    「……なぜ死なない。なぜ諦あきらめない。なぜ絶望しない。ガキは嫌いだ。いつまでもどこまでも明るい未来が待っていると思っている。いい加減に気づけ」


    　一郎はうっすらと目を開いた。


    　印南はとどめを刺すべく、右手のナイフを逆手に振り上げる。


    「遺言があれば聞こう」


    「……誰のだ。僕はまだ、死なない」


    　一郎が言ったその直後、「動くなっ！」と玄関に野太い声が響き渡る。入り口から次々と突入してきたのは、防護服に全身を包んだ警察官の面々だった。それぞれの持つ銃が、玄関にひとり立つ印南へと向けられている。


    　印南は足元の一郎へ、右手を垂らした。


    「……村むら瀬せ一郎──〝私を守れ〟命令だ」


    　一郎の顔の前にドクロマークが現れる。しかし最も早はや動くことの叶かなわない一郎に、その命令を遂行することはできなかった。ドクロは唇を突き出し「ぶー！」と唱えて、搔かき消える。


    「くはは」


    　一郎は笑った。笑うたびに腹部に鋭い痛みが走ったが、それでも笑った。


    「そこを動くな──印南玄げん紀き。夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の非常勤職員だな。これはおまえの仕し業わざか」


    　印南は観念したように両腕を上げ、手を広げる。


    「ああ……。静かにしてくれないか。騒がしいのは、嫌いなんだ」


    　カランと乾いた音を響かせて、ペーパーナイフが床に落ちた。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　時同じくして、警察官は次々と校内へなだれ込んでいった。


    『注文の多い料理店』が返却されたことで、校内の落書きや受注者たちの顔の亀き裂れつが消え、恐怖が、過ぎ去ってゆく。


    　警察官や救急隊員たちは、校内のあちらこちらに倒れている生徒たちを発見していった。


    



    　きいろは、一階廊下でうつ伏せに[image: ]はっているところを保護された。外傷だけ見ても右肩と、左太ももにナイフによる刺し傷。特に太ももの傷が酷ひどく、歩くのも困難だった。


    「わわわっ、何ですか、大丈夫です！　きいろはもう帰るとこですからっ」


    　暴れるきいろを、隊員たちは逃のがさなかった。無理やり担架に乗せられ、運ばれてゆく。


    



    　千ち鳥どりは、緑色の豚から逃げ延び、鏡の世界から脱出していた。


    　校舎の側そばの茂みから、校内になだれ込む警官たちを眺める。


    「……終わったみたいね」


    「借りが、できたっすね……」


    　振り返れば伊い吹ぶきが、樹木の根元で膝ひざを抱かかえて座っている。


    「……また被かぶってる」


    　千鳥は溜ため息いきをついて、伊吹が頭に被る紙袋を奪い取る。


    「ああっ！　やめろ恥ずかしい」


    　手を伸ばした伊吹をかわして、千鳥は袋を遠くへ放った。


    「いつまでも凹へこんでんじゃないわよ。あたしだって前回はあんたに助けられたんだから、貸し借りならイーブンでしょ」


    　スノーホワイトを肩に乗せ、千鳥は伊吹を睨にらみつける。伊吹は顔を隠す。ヒビ割れはすでに消えていたが、印いん南なみにやられ、敵の手て駒ごまとなってしまったことが恥ずかしいようだ。


    「……穴があったら帰りてえ……」


    「いや帰るな、入りなさいよ。あんたホントばかなのね。さあ、今度は警察から逃げないと。事情聴取なんてごめんだわ」


    　千鳥は伊吹の手を握って、立たせた。


    



    　月つき夜よは、三階図書室で目を開けた。ぼんやりと天井を見上げる。目め尻じりに涙の乾いたあとが残っていたが、今はもう、泣いてはいない。


    　体を起こし、両手を見下ろした。能力のオンオフ機能を失った月夜には、自分の手さえも常に、文字の塊かたまりとして見える。力を入れることはできなかったが、指先をにぎにぎと動かすことはできた。


    　この手に触れた一かず希きの体温を、頰ほおに触れた血飛沫しぶきの温かさを、まだ覚えている。もう七年も前の出来事であるのに、その恐怖は、悲しみは、未いまだ月つき夜よの胸を締めつける。


    　辺りを見渡すと、一いち郎ろうがポケットに入れていた二人の生徒と、井い畑ばたが転がっていた。ヒビ割れて文字化けしていた生徒たちの顔は、元に戻っている。眠ってはいるが、悪夢は見ていないようだ。


    「みんなは……？」


    　記憶の断片にあるのは、自分を覗のぞき込む一郎の顔。それから声。[image: ]さかのぼれば透明な壁。シュシュを抱く日ひ和より。駆けつけた兼かね亮すけ。しんとした図書室に、彼らの姿は見えない。


    　図書室前に慌ただしい足音が響き、視線をやった。


    「君、大丈夫か!?　生存者一名確認！　生存者一名確認！」


    　現れたのは仲間たちでなく、厳いかつい銃を構えた警察官だった。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　右太ももの裂傷に加え、三階からの転落による全身打撲。傷を負った印いん南なみは、学校占せん拠きよの容疑者でありながら救急車に乗せられ、病院へ搬送されることになった。


    　手錠をされたまま担架に寝かせられ、印南は救急車の天板を見つめる。カーテンのされた窓から外の様子は覗うかがえず、どこを走っているのかはわからない。


    　サイレンの音をぼんやりと、どこか人ごとのように聞いていた。


    「動機は何だ。どうして学校を占拠したりなんかした」


    　印南の脇わきには二人の警察官が座り、印南に質問を繰り返していた。犯行の動機をはじめとして共犯者の有う無む、顔に亀き裂れつを入れる手段など、質問はいくつも成されたが、印南はそのどれひとつとして答えることはなかった。


    「なあ、印南玄げん紀き」


    　質問は主に、日に焼けた中年の警察官が行っていた。終始押し黙ったままの印南に、深い溜ため息いきをつく。それから厚いヘルメットを外して、まるで憐あわれむように、印南を見下ろした。


    　スイッチを切り替えたのだな、と印南は思った。鋭い眼光が柔らかなものに変わった。尋問モードを切って、感情に訴える話法を展開するのだろう。


    「俺の娘もな、今年やっと、高校に入った。ここではない別の女学院なんだが、制服がまだ少し大きくてな。それでもしっかりと前を向き、顔付きは大人になっていたよ。これからたくさんの困難を乗り越え、夢に向かって頑張ってゆくんだろうな」


    　印南は、感情のこもらない瞳で警察官を見上げた。なんと、つまらない話だろうか。


    　警察官は目を細め、警察官としてではなく、娘を持つひとりの父親として、尋たずねる。


    「顔の割れた女子生徒を見たよ。つい、娘と重ねてしまった。胸が締めつけられる思いだ。あれは何だ、薬か？　今は症状が落ち着いているようだが、あれは治ったと見ていいのか？」


    「……」


    「おまえは、夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の職員だそうだな。それも子供たちの味方であるはずのスクールカウンセラーだ。何も思わなかったのか？　一体何人の生徒を手に掛けたんだ」


    　印いん南なみはうんざりして息をつき、答える代わりに質問をした。


    「……私の持ち物はどこへやりました」


    「回収した。ナイフを持っていたな。あれが凶器か」


    「ただのペーパーナイフです。しかしイタリア製の上等な奴だ。柄の装飾を見ましたか？　高価な物だ。なくされては困る」


    「なくさないよ。心配するな。おまえがきちんと話をすれば、返してやる」


    「よかった。……ああ、それともうひとつ。これは臨床心理士としての助言ですけれどね──ええと、私はあなたを何と呼べば」


    「……矢や島じまだ」


    　印南が口を開くたびに、若い警察官がバインダーにペンを走らせる。会話を一々記録でもしているのだろうか。


    「そうか矢島さん。お話しされる前にはまず、ご自身の名を名乗るといい。過去回想の物語にキャラクター性を付け加えることで、聞き手に、より親近感を与えることができる。例えば娘の成長を見守る父親、それが登場人物Ａではなく矢島さん、あなたの顔を思い浮かべて想像しやすくなる」


    「そうかい。参考にさせてもらうよ」


    「差し支えなければ、下のお名前も」


    「……矢島、忠ただ信のぶだ」


    「なるほど」


    　名前を聞いた直後、印南は酷薄な笑みを浮かべた。


    「矢島、忠信さん。……娘さんのご入学されたのが、夕陽ヶ丘高校でなかったことが悔やまれます。あなたの娘なら確実に、顔に亀き裂れつを入れていただろうに」


    「……貴様。子供たちを何だと──！」


    　矢島は激高し、横になる印南の胸ぐらへ摑つかみかかる。若い警察官がバインダーを放り出し、矢島の肩に手を添えて引き剝はがした。


    「矢島さんっ！　暴力はまずいですっ」


    「印南！　いいか覚悟しろ、黙秘で逃げられると思うな。絶対に吐かせてやるぞ！」


    　手錠のされた手首を胸に構える印南は、その言葉を無視するように目を閉じていた。


    　若い警察官は、矢島が自身の手の甲を押さえていることに気づく。


    「矢や島じまさん、手、どうかしたんですか」


    「ああ何でもない」


    　矢島は、手の甲に白く残る爪つめ痕あとを摩さすりながら答えた。


    「少し、引ひっ搔かかれただけだ」


    「矢島忠ただ信のぶ。もうひとつだけ、質問がある」印いん南なみはゆっくりと、瞼まぶたを開いた。それから手錠の嵌はめられた右手をゆっくりと、彼へと向けた。


    「おまえ銃は、持っているか？」


    



    　救急車は、街灯が琥こ珀はく色いろに照らす国道を真まっ直すぐに進んでいた。


    　突然車内に銃声が鳴り響き、蛇行した救急車はガードレールに車体を擦こすりつけて、止まる。


    　連なって走っていたパトカーが二台、何事かと急ブレーキをかけた。

  



  
    第六話　〝噓うそつきオオカミ〟


    



    　黒猫シュシュは返却用ハンコのテーブルに上がり、開きっぱなしの『注文の多い料理店』を踏みつけていた。ふみふみと前足を動かしては日ひ和よりを見て、「なあ」と甘えた鳴き声をあげる。


    　点つけっぱなしのテレビからは、容疑者一名を拘こう束そくしたとの情報が流れていた。


    　捕まったのが印南なのか、〝笛吹き男〟なのか。それはわからない。


    　兼かね亮すけの携帯電話が鳴ったのは、それからすぐのだった。


    



    「……すみません」


    　開口一番、兼亮は謝った。騒々しい雑音に紛まぎれて、一いち郎ろうの言葉が届く。ミスを犯した兼亮を怒鳴るでもなく、非難するわけでもない。ただ、尋たずねた。しかし兼亮にはその言葉が、辛しん辣らつに響く。


    『君は、何ができるんだ』


    　まだ学校にいる一郎は、これから病院へ搬送されるところだという。


    　月つき夜よと印南を囲んだ透明な壁が消えてからの出来事を、一郎は簡単に説明した。〝青あお髭ひげ〟の能力は解除され、敵の力は健在のままだったが、彼は印いん南なみを退しりぞけた。


    　兼かね亮すけは改めて、この人間に驚きよう愕がくした。能力を使えない状態なのだから、それはただの一般人と同じ。なのに人を操る〝弱者を従える能力〟に勝ったのだ。それも、月つき夜よを守りながら。


    『その代わり、また入院だよ。今日、登校してきたばかりだというのに』


    「本当に、すみません……」


    　兼亮は自責の念にかられて項うな垂だれる。それこそ土下座するしかない。自分がきちんと『ピーター・パン』を返却できていれば、〝フック船長〟の力を抑えることができていれば、一いち郎ろうは怪け我がを負うことはなかったかもしれない。


    　絵本は回収した。しかし『ピーター・パン』の貸出カードは、まだ印南が持っている。


    　印南は警察に拘こう束そくされたと、一郎から聞いた。


    「印南は……どうなるんですか。カードだけ持って、延長し続けるんでしょうか」


    『貸出カードだけ持っていても、無意味だ。悪役ヴイランズを絵本に縛るためのシステムが、あのカードだからね。僕たちはそこに名前を書いて、悪役ヴイランズの能力だけを借りられるよう、一週間ごとに契約しているんだ。それにはもちろん、絵本が要る』


    「……じゃあ、カードだけ持ってるって……封印のお札を剝はがして、それだけを持ち歩いてるようなものですか。絵本の封印は解けていく……？」


    『ああ。カードが絵本を離れているのだから、悪役ヴイランズを縛る効果は弱まっていくだろう。印南玄げん紀きは一週間も待たずに、取り憑つかれるだろうね』


    「牢ろう屋やの中で、取り憑かれることに……？」


    　携帯電話を耳に当てる兼亮を、日ひ和よりや貴き吉よし、花はな詠よみがじっと見守っている。黒猫シュシュまでもが、絵本の上からじっと緑色の瞳を向けていた。


    『いや、それはない』


    　兼亮の疑問を、一郎は否定した。


    『彼はもう、逃走したらしい』


    「……逃走？」


    『話に聞こえてきただけで詳しくはわからないが、現場は明らかに慌ただしくなっているよ。彼を移送中だった救急車は、消息不明なんだと』


    　兼亮はテレビのブラウン管を一いち[image: ]べつする。しかしまだ、そのような報道はされていない。容疑者を逃がしたとなれば警察の沽こ券けんに関わる失態だろう。隠されているのか。


    『絵本と貸出カード、両方がなければ延長はできない。早く絵本を手に入れなければ、取り憑つかれてしまうかもしれない。だから絵本を何が何でも奪取したい、と。そんな彼がどこへ向かうか、想像できるかい』


    「ここ……ですか？　絵本のある」


    『あほ。その場所は知られていない。君がポケットを通ってその屋敷へ行ったなど、わかるはずもない。だから彼は僕たちと交渉する。そのための交渉材料を、手に入れる』


    「……帯おび刀なたさんだ。帯刀さんが危ない！」


    『そうだ。帯刀月つき夜よが今、一番危ない。彼女は現在、校内で事情聴取を受けているそうだ。印いん南なみ玄げん紀きが再び学校内に現れる可能性は高い』


    　兼かね亮すけの声に緊張が混じる。


    「……まだ、危険は去っていないんですね」


    『ああ。だが僕はもう戦わない。というか、戦えない。動かないんだよ、体が。叶かなわない。担架の上から、降りることすら』


    「……じゃあ早く、生い駒こまさんか笹ささ森もりに連絡して──」


    『僕は君と、話しているんだ。笠かさ木ぎ兼亮、君が倒せ』


    「……？」


    『君が、帯刀月夜を守れ』


    「……俺が、フックを倒す……？　どうやって？」


    『だから僕はそれを尋たずねたんだよ。〝君は、何ができるんだ〟』


    「俺は……」


    　兼亮の借りた〝誰かに変身する能力〟は第三者に姿を変えることができる。だが、それだけだ。体感し、ルールを理解することで能力をも真ま似ねできると知ったが、現状コピーできるのは千ち鳥どりの〝鏡に入る能力〟だけだ。これでは戦えない。


    『その家からなら、タクシーを使えばそんなに時間はかからない。金は貴き吉よしから貰もらえ』


    「できない……。俺は、何もできない。一撃でも食らったら負けるんだ。どうすれば」


    『ああ。その上で僕は、勝てと言っている』


    「無理だよ……俺はあんたとは違う。フックとは二度、接触したんです。俺は、何もできなかった。日ひ和よりちゃんを守れず、生駒さんや笹森の足手まといだった。絵本を守ることを優先して、きいろを見捨てることしかできなかった。なのにその絵本さえ、カードが付いてなくて──」


    『僕は君のミスを失望しない。打てないバッターを野や次じることなどしないさ。一番悔しいのは、必死に練習を重ねたそのバッターだろうからね。だが敗北から立ち上がろうとしないなら、軽けい[image: ]べつする』


    「でも資格が。俺には、読み手である資格がないんだ。あの仮面の男と会ったんです。どうして瞑つむりが絵本を持ち続けたか、聞いたんです。あいつは、俺に絵本が渡らないために、『赤ずきん』を借り続けたんだ。なのに俺が、この本を持ってていいはずがない──！」


    　瞑、という名前に、妹である日和が反応した。思わず「……兼亮さん」と名前を呼ぶが、兼亮に応える余裕などありはしない。


    『だから逃げるのか』一いち郎ろうの言葉が耳じ朶だに触れる。『死んだ人間の気持ちなど汲くんで何になる。僕は死者の意見など聞いていない。君は、どうしたいんだ。絵本を手放したいのか？』


    　自身の情けなさからなのか、訳もわからず涙が[image: ]あふれた。指先や膝ひざの震ふるえは止まらない。このような姿を、一いち郎ろうや日ひ和よりに見られたくはない。


    　顔を隠し、それがまた情けなくて、声が詰まる。


    「……俺は、わからない。俺は、どうすればいいのか──」


    『いいか、この世界は悲劇に[image: ]れている。絶望は誰にでも等しく訪れる。容易に母は娘を捨て、兄は妹を襲い、大人たちは子供を利用するんだ。救いようのない最低な物語さ。だが人間を決めるのは、そこから立ち上がれるかどうか、だろう』


    「……」


    『人が諦あきらめない限り、物語は終わらない。チョコを食え。甘いだろう？　資格ならあるさ。オオカミが君を、選んだのだから』


    　そのような言葉を、千ち鳥どりからも聞いた。兼かね亮すけは思い返す。そうかこの人たちは、強いんじゃない。きっと諦めが、悪いだけなんだ。


    



    〝戯たわけが。恐怖に震える人間など、丸めて吐き出した毛玉にも劣る。〟


    



    「……？」


    　その文章は、突然床に書き込まれた。文字は床だけに留まらず、壁に、テレビに、返却用ハンコに次々と浮かび上がる。


    〝怖いのなら何もする必要はない。兼亮、貴様は下がっていろ。〟


    〝俺がやろう。俺が奴を嚙かみ千切ってやる。〟


    〝日和はフックが嫌い。だから俺が、倒す。〟


    　浮かび上がる文字。そのフォントには見覚えがある。〝山猫〟の〝注文を強制する能力〟。これを扱える読み手は──。


    　振り返った先、返却用ハンコの上に立つ黒猫が、じっと兼亮を見つめている。


    「……おまえ、また借りたのか？」


    　シュシュの側そばに立つ花はな詠よみが、兼亮へ『注文の多い料理店』の貸出カードを向けて見せた。


    「日付書いてあげた！　この子使いたそうだったから」


    　花詠は誇らしげに、ペンを掲げる。


    　貸出カードには、ミルクで捺おされた猫の足跡がいくつも付いていた。初めて絵本を借りたことを思い出し、足跡を乱射したのだろう。そのひとつが空欄を埋め、その側に幼い文字で、今日の日付が書かれている。


    　それを見た日和が、顔を青くして駆け出す。


    「シュシュ！　どうして!?」


    　しかし日和から逃げるように、シュシュはひらりとテーブルを降りた。


    〝俺を奴のところへ連れていけ。毛玉以下にもそれくらいはできるだろう？〟


    「……おまえ……猫のくせに」


    　シュシュはじっと、兼かね亮すけを見上げた。


    　貴き吉よしがひとり手を叩たたき、朗ほがらかに笑った。


    「はは。やはり信じられないな。斎さい藤とうくんから、〝注文を強制する能力〟の最大のネックは、書かなきゃいけない、ということだと聞いたよ。どんなに強力な注文でも、書いて、それを読ませなきゃ発動しないんだと。だから自然と、罠わなを張る形になる」


    　シュシュは歓喜する貴吉へ振り返る。その顔はやはり、仏頂面のまま。


    「けれどこの子は、猫だから？　なのかな。文字をそのまま浮き上がらせるなんて。罠を張る必要なんてない。直接、敵の視界に注文を書き込めばいい。これはすごい戦力になるよ。指示を強制するのに、相手を傷つける手間さえ要らないんだから。斎藤くん生き返らないかなあ」


    「……」


    　兼亮は携帯電話の向こうに尋たずねた。


    「……仮面の男が、言ってました。人間は、恐怖に耐える姿こそ美しいとか、なんとか。そんな格言があったって。そうなんですか？」


    「──〝人間の偉大さは、恐怖に耐える誇り高き姿にある〟」


    　一いち郎ろうよりも先に、答えたのは花はな詠よみだった。


    『……ギリシャの史家プルタコスの言葉だ』


    「人間の、偉大さ、ですか。猫にまで毛玉以下とか言われて……人間である俺が逃げるのはさすがに、格好悪いですよね」


    「ダメです！」


    　突然日ひ和よりが声を上げる。返却用ハンコの上から『ピーター・パン』を奪い、その胸に抱く。


    「どうして、兼亮さんがそんな目に遭わなきゃいけないんですか。兼亮さんとシュシュで、フックを倒す……？　何言ってんの？　意味わかんない」


    「日和ちゃん……」


    「無理だよ、勝てるわけないよ。青あお髭ひげの人だってやられたんでしょ。千ち鳥どりちゃんでも勝てなかったんだよ？　兼亮さんはあの人たちとは違う。普通の人だよ。悪役なんかじゃないのに……！」


    　ずっと我慢していた感情を吐き出すように、日和は訴える。


    「こんな絵本がなければ、月つき夜よさんがこんなもの作らなければ、兄は、死ぬことなんてなかった。今も二人で、あのアパートで、幸せに暮らしていたはずなんだよ！」


    　日和は貴吉や、電話の向こうの一郎へ聞こえるように、声を張り上げた。


    「もういいでしょ？　もう許して。兼亮さんやシュシュまで奪わないで！　日和の、大切な人たちを奪わないでよ。もう私たちを巻き込まないでよ……！」


    「……日ひ和よりちゃん……。でも、もう無関係じゃいられないよ」


    　呟つぶやく兼かね亮すけへ、日和は手を伸ばした。


    　兼亮の制服を摑つかみ、離さない。


    「ね、警察に任せようよ。絵本を借りた最初の人たちはみんな、死んでしまったんでしょう？　私たちの手に負える問題じゃないよ。兼亮さんはどうして、月つき夜よさんに構うの？」


    　悲痛な表情を浮かべたまま、兼亮を見上げる。


    「……兼亮さんも、オオカミになってしまうの？」


    「……」


    　兼亮は答えることが、できなかった。


    「……嫌だよ。もう誰も、失いたくないの」


    　日和は絵本を抱いたまま踵きびすを返し、部屋を飛び出す。シュシュがすぐに追いかける。


    「日和ちゃん！」


    　呼び止めた兼亮の声は、虚むなしく部屋に響き渡った。


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　印いん南なみ逃亡の報道が流れたのは、それから三〇分が経過しようとした頃だった。


    　情報はテレビやラジオ、ネットを通してすぐに拡散された。しかし保護されてからずっと校内の応接室で事情聴取を受けていた月夜に、その事実を知る方法はなかった。


    「どうしても、話してくれないかしら」


    　スーツ姿の女性刑事が身を屈かがめて尋たずねると、月夜は両手に持つ湯飲み茶ぢや碗わんに視線を落とし、沈黙を返す。


    　お茶はすでにぬるくなってしまっている。応接室には、秒針の進む音だけが響く。


    　女性刑事の側そばに座る中年の刑事が、組んでいた足を解といて立ち上がった。


    「まあ今日はいろいろあってまだ混乱しているだろうから……」


    　ブランケットを肩に掛けた少女を──帯おび刀なた月夜を見下ろす。美しい少女だった。しかし不思議と、それがよい印象に働いてはいない。艶つややかな黒髪に透き通った白肌。そして何より奇異な蒼あおい瞳。その顔立ちは陶器のように端たん正せいで、そしてやはり陶器のように、崩くずれない。


    　その不自然さは、どこか恐怖を抱かせる。


    「明日の朝また、お家の方へお話を伺いに行ってもいいかな」


    　刑事は努めて朗ほがらかに、月夜に声を掛ける。「ええと……お家の方は──」と、手帳で確認しようとしたその時、応接室がノックされた。


    　ドアの向こうから顔を出したのは、防護服を纏まとった警察官だった。「お疲れ様です」と敬礼する。


    「逃亡中の印いん南なみ玄げん紀きが校内に現れたようです。報告によれば凶器を所持しているとのこと。至急職員室にお集まりください」


    「……印南が？　ああ、わかったわかった、すぐに行く」


    「至急、とのことです」


    　立ち去ろうとしない警察官に、刑事はひとつ舌打ちして手帳を閉じた。


    「じゃあ君、この子を見ていてくれ。保護者に連絡はしたから、もうすぐ見えるはずだ」


    「わかりました」


    「……待って」


    　ソファーに座りながら、女性刑事がドアの向こうを覗のぞいて尋たずねた。


    「あなた、見ない顔ね。所属は？」


    　次の瞬間、ドアの隙すき間まから伸びてきたペーパーナイフに喉のど元もとを突き刺され、男性刑事が膝ひざから崩くずれ落ちた。


    「……!?　誰かっ！」


    　女性刑事が立ち上がると同時に、侵入者は女性の首を鷲わし摑づかみにして喉を圧迫する。


    「……名前を教えていただけるなら、殺しはしない」


    「な、まえ……？」


    「言え。言わないと殺す。三秒やろう。三、二──」


    　月つき夜よは危険を察知し、声を上げる。


    「言って！　名前を」


    　その目の前で、女性刑事の血飛沫しぶきが跳はねる。刑事は力なく、テーブルの上に俯うつぶせた。


    　一瞬にして二人の刑事を傷つけた侵入者を、月夜は見上げる。特殊捜査班の防護服を着用しているその人物の顔は、文字となって認識することはできなかった。


    　しかし彼こそが、印南玄紀であることは明白だった。


    「私を見るな、一四番！」


    　その激高に、月夜はびくりと湯飲み茶ぢや碗わんを落とし、目を伏せる。


    　打って変わって声を沈めて、印南は囁ささやく。


    「何度も何度も言ったはずだ。私を見るな。人を見るな。化け物であるおまえが誰かのためにできるのは、それくらいだ」


    　月夜は震ふるえる手で、スカートの裾すそを握る。


    「……私が、憎いの」


    「憎い？　自惚うぬぼれるな。人以外のものにそんな強い感情を抱くものか。虫けらを憎いと思うか？　ミジンコに憎しみを感じるか？　私はただおまえが、嫌いなんだ」


    「私を、殺すの」


    「殺すよ。『ピーター・パン』を、取り返してからな」


    



    
      ×　　　×　　　×

    


    



    　タクシーを降り、日ひ和よりは再び夕ゆう陽ひヶが丘おか高校に戻ってきた。


    　校内に二人の警察官の姿を見つけ、後を追う。胸にはしっかりと『ピーター・パン』を抱いている。その足元を、シュシュが並走した。


    　角を曲がると、ひとりの警察官が応接室の前に立っていた。日和はその後ろ姿に声を掛ける。


    「あのっ！　すみません、事件のことを調べてるんですよね──」


    　日に焼けた、体の大きな警察官だった。日和はその後ろ姿へ声を掛ける。


    「私、事情を知っています！　この学校で、殺人鬼に追われてた……！　ええと。一六冊の絵本が、あるんです。この騒ぎは全部、絵本の仕し業わざなんです。この町で起きてる事件は……女子中学生の連続失しつ踪そうも、バスジャックも、全部絵本に描かれた悪役が原因なんです。私の兄も、悪役に取り憑つかれて死んだ」


    　そう言って日和は、『ピーター・パン』を差し出した。


    「これが、そのうちの一冊。残酷で、最低な絵本なんです。絶対に、読んではいけないんです」


    　しかし警察官はじっと背中を向けたまま、振り向こうとしない。日和は強く訴える。


    「……ある人を見つけてほしいの。黒い髪で、白い肌で、蒼あおい目をした人。早く見つけないと、危険なんです。〝帯おび刀なた月つき夜よ〟って言って、この学校の生徒で……この絵本を、作った人」


    　反応を見せないその背中へ、日和は声を張り上げた。


    「助けてください！　この学校にはまだ、恐ろしい悪役がいる──！」


    「……逃げなさい」


    　警察官は日和に一いち[image: ]べつさえくれることなく、向こうを向いたまま呟つぶやいた。


    「早くここから！　離れなさい」


    「……え？」


    　日和はその顔を見上げる。振り返った警察官の顔の前には、ドクロマークが浮かんでいた。手で押さえた肩口からは、赤黒い血が滲にじんでいる。


    「……！」


    　日和は手を口に添え、悲鳴を飲み込む。


    「……これは、これは。日和さん。わざわざ絵本を持ってきてくれたのか」


    　応接室のドアが開き、警察官の格好をした印いん南なみ玄げん紀きが顔を覗のぞかせる。


    「んなあっ」


    　同時に日和の足元でシュシュが毛を逆立てた。


    　印南は日和の肩に手を添え、応接室へと促した。


    「待てっ！　その子は関係な──」


    　矢や島じまの言葉を、印いん南なみは人差し指を差して止める。


    「矢島忠ただ信のぶ──〝応接室の中に入れ〟」


    　矢島は顔の正面にドクロマークを浮かべたまま、命令に従う。


    　日ひ和よりとシュシュ。それから印南が続いて、応接室のドアは閉まった。


    



    「……日和？」


    　月つき夜よはソファーから蒼あおい瞳を日和へ向け、呟つぶやいた。


    「矢島忠信──〝壁に向かって立っていろ〟」それから能力とは関係なく、戯たわむれにひと言付け足した。「死ぬまで、な」


    　テーブル上に伏せた女性警察官を乱暴に床に落とし、日和を月夜の側そばへ座るよう促す。自身はヘルメットを脱ぎ、拳銃をテーブルの上に置いて、二人の正面に腰かけた。


    「日和、どうしてここへ」


    「……ご、ごめんなさい」


    　月夜の視線から逃げるように、日和は目を伏せた。


    「私たちの手には負えないと思って。大人の人に頼った方がいいと思って。だから、絵本を警察に届けようと──」


    　印南が手を差し出す。


    「さあ、それをこちらへ」


    　ここで拒否したとしても、どうせ命令されるのだろう。一度傷つけられている日和は、印南に逆らうことはできない。


    「盗まれたのは数時間前だというのに、ずいぶんと久しぶりに手にしたように思える」


    　絵本を手にした印南は、表紙に描かれたフック船長を、右の指先でいとおしそうになぞる。それから中身を確認するようにゆっくりと、ページを[image: ]めくった。


    「しかしこうも簡単に取り戻せるとは、少々拍子抜けではある」


    　最後のページに近づくと、煙草たばこの缶ケースから薄緑色の貸出カードを取り出した。


    「愚直な妹に感謝しなくては、か。兄妹とはよく似るものだ。おまえの兄もまた、愚直であったよ。一週間以上も、オオカミに取り憑つかれていることに気づかなかったくらいだ。あれはバカだな」


    　印南はオオカミ化に苦しむ煮に雪ゆき瞑つむりを思い出して、目を細めた。彼は少女嗜し好こうに悩む瞑のカウンセリングを行っていた。瞑は、唯一の相談者に最低の人間を選んでしまったことになる。


    　日和は、膝ひざの上に置いた両手を強く握った。


    「……兄は、バカなんかじゃ──」


    「いいや、バカさ。一週間耐えれば治るという私の噓うそを信じて、本当に耐えきってしまったんだから。滑こつ稽けいだとは思わないか？　自分は噓つきオオカミのくせに、人を信じるなんてなあ」


    「……噓うそ？」


    　最後のページを[image: ]めくるその前にぴたりと手を止めて、印いん南なみは日ひ和よりへ視線を上げた。


    「だがさすがに、焦あせったのも事実だ。貸出期間はとうに過ぎているのに、読み手が一週間以上も悪役ヴイランズに抗あらがうなど沙さ汰たの限りだよ。私はオオカミを手て駒ごまに欲しかったからね。なのに彼の魂はなかなかその体を明け渡してはくれない──」


    　印南は思い返す。欲望に勝てず、とうとう少女を連れ去った瞑つむりを。夕焼けの差し込む雑木林。少女の涙、金切り声。悲鳴は、瞑の咆ほう哮こうひとつで搔かき消された。


    　だがもう数センチ、もう数ミリ手を伸ばせば届くところで、再び彼の魂は抗うのだ。みっともなく足あ搔がくのだ。殺せない。殺してはいけない。


    　印南は、やきもきした。


    「だから彼に傷をつけて、命令した。煮に雪ゆき瞑──」


    



    　──〝その子を、食べてしまえ〟。


    



    　日和の頰ほおを、涙が伝った。


    　瞑は自分が取り憑つかれていることにも気づかず、命令されていることにも気づかず、ただ抑えきれなくなった衝動の末に、少女を殺したと、思い込んだ。


    「だがあのバカはどうしたことか。一人目を殺して、同じように二人目も殺させた。なのにそれでもまだ抵抗していた。可お笑かしいだろう！　一週間だぞ？　堪たえきれるものじゃない。まあしかし最期にはさすがに、我を失っていたそうだがな。残念だよ。一四番。おまえたちが介入してこなければ、私は素晴らしい手駒を手に入れていたのに」


    「……」


    　瞑は自分の罪を許せず、内に潜ひそむ悪心に抗って、最期は自ら死を選んだ。しかしそれが、少女を殺したのが瞑の意志でないのなら。


    「……兄は、死ぬ必要なんてなかった……？」


    　印南は唇を震ふるわせる日和の顔を見て、酷薄に笑った。


    「あいつは私に利用されただけさ。自分の意志では、誰一人殺していない。なあ、私は彼を想うたびに込み上がる笑みを禁じ得ないんだが……。教えてくれないか、日和さん。あいつはなんで死んだんだ？」


    「……っ！」


    　日和は顔を歪ゆがめ、胸を押さえた。呼吸が苦しい。滂ぼう沱だと流れる涙を止めることができない。月つき夜よがそっと、その背に触れた。


    　日和は印南を睨にらみつける。その視界がぼやける。


    「酷ひどい……！　死ぬべきだ。あなたは、死ぬべきだよ……！」


    「そうだな。おまえのような子供の概念から見ると、私のような悪は倒されて然しかるべきだな。殺してくれるのか？　おまえが」


    　印いん南なみは言い捨て、最後のページを[image: ]めくった。


    　貸出カードを入れるためのオレンジの小袋。その側そばに大きく、特徴のある丸文字で書かれていた注文は実に、シンプルなものだった。


    



    　──〝俺は貴様が嫌い。動くな。〟


    



    「あ？」


    　文字は蠢うごめき、印南に襲いかかる。


    　──ギィ、バタン。どこからかドアの閉まる音がして、応接室は透明な壁に分断された。


    　これは、校内に書かれていた落書き──注文。瞬時に理解した印南は、指示通りに動きを止める。視線の先、日ひ和よりが強く、憎しみに満ちた三さん白ぱく眼がんを印南に向けている。


    「……黒猫は、『注文の多い料理店』を借り直したんです。注文を、その絵本の最後に貼はり付けてもらいました。貸出カードを持つあんたは絶対に、そこを見るだろうから」


    「……あ、かっ」


    　印南はほんの僅わずかに唇を震ふるわせて呻うめいた。


    　日和の声が低く、体が大きくなってゆく。髪が、顔が、その体を覆おおう日和の姿が、剝はがれてゆく。変身を解いた笠かさ木ぎ兼かね亮すけは、じっと印南の顔を見つめていた。


    「……どうですか、逆に命令される気分は」


    「……っ」


    　印南は怒りに震え、体中に力を込める。しかしその右腕を兼亮に向けて傷つけることなど、命令することなどできはしない。鎖骨に浮かんだカウントダウンが、始まっていた。


    　兼亮は静かにソファーに座ったまま、動けない印南の指先から貸出カードを奪い、それを『ピーター・パン』の、オレンジの小袋に収めた。


    「……帯おび刀なたさんはやっぱ、驚いてくれないんですね」


    　兼亮は席を立って、隣の月つき夜よへ手を差し出す。月夜はその手を取って、立ち上がる。


    「私は気づいてた。君が入ってきた時から」


    「ああ、そっか。読んだんだ」


    「うん。ごめんなさい」


    　月夜は目を伏せて、小さく頷うなずく。兼亮は『ピーター・パン』を月夜に差し出した。


    「やっと渡せる」と安あん[image: ]どして、微かすかに笑ってみせる。


    「ありがとう」


    　月夜は俯うつむいたまま、それを受け取った。


    　印いん南なみのカウントダウンは残り、一五〇秒。この間、印南は動けない。しかし透明な壁は、印南以外の二人をも囲んでしまっている。動けない点では兼かね亮すけたちも同じだった。


    　兼亮はテーブルの上の拳銃を回収し、その銃口を印南へ向けた。


    「ここで動けないあんたを殺すこともできる。殺しまでしなくても、例えば今あんたを蹴けり飛ばせば、あんたは動いたことになるのかな。恐怖に襲われてしまうのかな」


    「……」


    「……印南さん。──いや、この名前だって、偽名なんだってな。何者でもないあんたの恐怖って何だ。世界が鈍にび色いろに見えるあんたは、これ以上何に恐怖するんだ」


    　印南はじっと、兼亮と月つき夜よを見上げていた。その体は僅わずかに戦慄おののいていたが、忠実に注文を守り、動くことはない。


    「瞑つむりを陥れたあんたは憎い。死ぬべきだと思う。これは本心だ。けど俺は、殺したくない。世界はさ、悲劇ばかりなんかじゃないって、信じたいよ。どんな辛つらくたってさ、きっと誰もが最後には笑えるようにって、そう思う。あんたを殺せばたぶん俺は、笑えなくなる。だから俺は、殺さない」


    　銃口を下ろして、兼亮は月夜に確認する。


    「それで、いいですか……？」


    　月夜は頷うなずいた。


    　兼亮は安心した。やはり彼女は、自分の知っている月夜だ。最低な絵本を作り、子供たちを率いて工場を燃やした化け物、そんなイメージとはかけ離れた、普通の女の子だ。


    　兼亮は印南に告げた。


    「自首しろ、って言いたいところだけど、あんたはそうしないんだろうな。せめてこの町から出て、二度と戻ってくるな。俺たちの目に触れないところで、ひっそりと生きていくんだ。それで許してやる」


    　カウントダウンが、ちょうど一〇〇を切った。


    　これは心理戦だ。兼亮は、月夜を人質に取られた時の一いち郎ろうのやり方を思い出す。彼の心を刺激して動揺を誘うことなどできはしないが、せめて、約束を取り付ける。


    「壁が消えても、そこを動くな。俺たちがこの部屋を出るまで、決して振り返るな。それで助けてやる。約束できるか。できるなら二度、瞬まばたきをしろ」


    　印南はたっぷり間を取ったあとに、言われた通り瞬きをした。


    　兼亮は月夜の手を摑つかみ、応接室の出入り口へと向かった。ドアは、透明な壁の先。


    　背後に、ソファーに座ったままの印南を残し、最後の忠告をした。


    「絶対に、振り返るなよ」


    「……」


    　──ガチャリ。


    　カウントダウンが０になり、どこからか扉の開いた音がした。


    「……甘いな、オオカミ」


    　自由を取り戻した印いん南なみは静かに、口を開いた。


    「おまえの逃がしたこの私が、別の町で誰かを傷つけないと、信じているのか」


    「……振り返るな」


    「そんなものは自己満足だ。自分の視界の中でだけ、自分の目につく人間だけ笑えてればいいと、そう思っているのか？」


    「振り返るなっ！」


    「おまえが笑う、その同じ数だけ、他の誰かが泣いている。悲劇はなくなりやしないさ。それに気づけないガキが、上からものを言うなっ！」


    　振り向きざまに印南は、ペーパーナイフを投げ放った。


    　ナイフは直線を描き、兼かね亮すけに向かって伸びる。


    　しかし振り返った印南の視界に立っていたのは、兼亮ではなかった。


    　巨大な体たい軀くにボロボロの黒い修道服。それから充満する獣のにおい。その人物は、茶色の体毛で覆おおわれた大きな腕を、盾たてにしていた。ナイフの突き刺さった腕をゆっくりと下ろす。腕の先には、黒光りする鉤かぎ爪づめが付いている。


    　深く被かぶったフードの向こうから覗のぞく眼光に、印南は身を震ふるわせた。


    　死んだはずの煮に雪ゆき瞑つむりが、そこに立っていた。


    「変身、か……！」


    　それは兼亮の変身した姿だ。だがそれで何ができる？　正体は知れているのだ。命令するのに問題はない。印南は右手を差して、オオカミの名を呼んだ。


    「笠かさ木ぎ、兼亮ぇぇっ！」


    「どうして、どうしてあんたはそうなんだ！　どうして、信じさせてくれないんだよ。あんただって昔は、明るい未来を夢見た子供だったはずだろ……！」


    　瞑の姿に変身した兼亮は、その大きな腕をがむしゃらに振るった。印南の座っていたソファーが切り裂さかれ、天井に爪つめ痕あとが残る。


    「命令だ──」


    　下がる印南を追って、兼亮は前に出た。殺す。殺してやる。今、こいつを、殺さなければ。


    　その爪先が印南に伸びる。その先端が鼻先に触れる。あと、僅わずかで届くところへ。


    「──〝帯おび刀なた月つき夜よを、殺せ〟」


    　兼亮の体は、印南の命令に従って動きを止めた。牙を剝むき出し、印南へ殺意を向けるその顔の前に、ドクロマークが浮かんだ。


    「ぐああああああああっ！」


    　兼亮は悔しさに震え声を上げた。その顔を見て、印南は口角を吊つり上げる。


    「逃げてっ！　帯おび刀なたさんっ。逃げてくれ！」


    　踵きびすを返し、兼かね亮すけは月つき夜よへと振り返った。その先の蒼あおい瞳が、自分を見つめている。


    　兼亮は強く目を瞑つむり、動きを止めようと全身に力を込めた。


    　──同じだ。月夜の視界に、オオカミの姿が映る。七年前の、一かず希きの姿が重なる。


    「……いやだ」


    　月夜は手を強く握り締めて、恐怖に抗あらがった。


    「……いやだ！　私はもう、逃げない。逃げたくない！」


    　兼亮の肩越しに、印いん南なみは月夜の顔を見る。泣け、喚わめけ、おまえのその顔が見たい。絶望に零こぼれる涙が見たい。これぞ悲劇。心を震ふるわせる物語──！


    　しかし兼亮が鉤かぎ爪づめを振り上げたその時、月夜の顔に、注文が書き込まれた。


    



    　──〝フックは時計ワニが嫌い。逃げ延びろ。〟


    



    「……なん、だと……？」


    　文字は蠢うごめき、その注文を読んでしまった印南へと飛びかかる。


    　その様子を、月夜の側そばから、黒猫が見つめている。


    　──ギィ、バタン。


    「この、クソ猫があああぁぁぁああっ！」


    　突如現れた透明な壁は、兼亮と月夜を分断する。直後にキィンと、オオカミの鉤爪が壁を引っ搔かいた。


    　兼亮の体はそれでも命令に従い、月夜を狙ねらって壁を引っ搔き続ける。


    　印南は床を[image: ]はう水に気がついた。四方八方から流れてくる水は、またたく間に応接室を浸水してゆく。


    「……冷静に、冷静に……！　私は落ち着かなくてはいけない。そうだろう？　アミークス！」


    　印南は、大切な友達である文鳥を捜して声を荒らげる。


    　──カチ、カチ。


    　印南の頰ほおに浮かぶカウントダウンに合わせて、時を刻む秒針の音が応接室に響いた。


    　水かさは増し続ける。ソファーを、床に倒れていた女性刑事を押し流す。壁に閉じ込められた空間は水槽となり、印南と兼亮を水に浸らせる。


    　──カチ、カチ、カチ。


    　印南は嫌な予感に辺りを見渡した。これは、時計の音だ。『ピーター・パン』に登場する時計ワニは、フック船長の握った時計ごと右腕を食べて、その味をしめた。それからしつこく、彼を狙う。だからフックは常に怯おびえている。時の止まったネバーランドで唯ただひとり、時計の音に怯えて生きている。


    「冷静に、冷静に……！　ああ。どこへ行ってしまったんだ、アミークス、こんな時に……！」


    　どんなにその名を呼んでみても、首の骨の折れた文鳥が、ピヨと鳴くことはない。


    　カチ、カチ、カチ──。


    　印いん南なみの背後で派手な水飛沫しぶきが上がり、ワニの巨大な口が大きく開いた。


    「うあああああっ！」


    　印南は後あと退ずさり、ナイフを振るう。しかしペーパーナイフはあまりに小さく、心こころ許もとない。


    



    　兼かね亮すけは変身を解いてゆく。顔が、体が、兼亮のものに戻ってゆく。しかしその腕だけを、兼亮は残した。オオカミの鋭い鉤かぎ爪づめが、透明な壁を削る。その腕に力を込め、止める。


    　顔の正面に浮かんだドクロは消えてなどいない。しかし覚悟を決めて、命令に抗あらがう。


    　壁の向こうから、月つき夜よが蒼あおい瞳を向けている。


    　兼亮の意志を読み取って、小さく首を横に振る。


    「瞑つむり……ごめんな」


    　月夜の姿を見ながら、兼亮は瞑に謝罪した。


    　印南が時間内を逃げ切り、透明な壁が消えれば、オオカミの爪はこの人を引き裂さくだろう。命令通りに、嚙かみ千切るのだろう。だから兼亮は歯を食いしばり、振り返った。


    「俺はあの人を、死なせたくない──。借りるぜ、おまえの腕」

  


  [image: ]



  
    「笠かさ木ぎっ、兼かね亮すけぇぇ！」


    　巨大なワニを背に、印いん南なみは兼亮に右手を指し叫ぶ。


    　兼亮はその声に向かって走った。


    「──命令だ！　〝私を守っ──……」


    　印南が言い切る寸前に、オオカミの爪先は印南の体を貫いた。


    　言葉を飲み込んだ印南の耳元に、兼亮は囁ささやく。


    「……喚わめくな。あんた、──滑こつ稽けいに見えるぜ」


    　印南の口元から鮮血が[image: ]あふれ、零こぼれる。口を開いたワニが印南の背を捉えたその瞬間。その巨大な歯が印南の体に食い込むその瞬間に、印南は兼亮の目を見て、唇を動かした。


    



    　──悪役め。


    



    　印南は、笑った。兼亮の顔が可お笑かしくて堪たまらないというように。この結末を、望んでいたとでも言うかのように。


    　時計ワニは印南の体を水の中に引き[image: ]ずり込む。


    　その直後に轟ごうと風が吹き荒れ、水が引いてゆく。


    　透明な壁が消えた時には、水は完全に消えていた。ワニも、ワニに飲み込まれた印南もどこかに消え、濡ぬれた形跡さえなくなっていた。


    　それと同時に、兼亮の顔の前に浮かんでいたドクロマークが搔かき消える。


    「笠木くんっ」


    　名前を呼ばれ、兼亮は呆ぼう然ぜんと振り返った。


    　月つき夜よが胸に飛び込んでくる。


    「ありがとう。守ってくれてありがとう。死なないでくれて、ありがとう」


    　ぼろぼろと涙を零す月夜に、兼亮は呟つぶやく。


    「……あなたは、泣いてばかりだ」


    　彼女を傷つけないよう広げていた腕の変身を解いた。


    　抱き返すべきところだろうかと、月夜の背に腕を回そうとした。しかしその手は、震ふるえている。指先にはまだ、印南の体を突き刺した感覚が残っていた。内臓を突き破った感触が、命に爪を突き立てた実感が、抱き返すのを躊躇ためらわせる。


    　印南は最期に笑った。誰かが笑う時、別の誰かが泣くのだと、印南は言った。だから自分は、泣きたい気分なのだろうか。


    　これは、悲劇なのだろうか。


    「……帯おび刀なたさん、あなたにはこの世界、何色に見えますか」


    「私は、見えない」


    　月つき夜よは答える。


    「でも、君は見えるよ。ひとりぼっちではないことは、わかるよ」


    　その言葉は、兼かね亮すけを優しく包み込んだ。これでいいんだと、そう言われた気がした。


    　──帯おび刀なた月夜。人の心を読む、笑わない少女。


    　兼亮は知らない。彼女の過去にある悲劇を。化け物と呼ばれた痛みを。


    　しかし兼亮は知っている。その胸の内にある、たくさんの感情を。不器用な優しさを。悲劇を乗り越える強さを。時折見せる、可愛かわいらしさを。


    「帯刀さん」兼亮は少女の名前を呼んだ。


    「隠してもどうせばれるだろうから言います。俺はたぶん、あなたが、愛いとしい」


    　兼亮の胸の中で、月夜の呼吸が止まる。


    「あなたの笑顔が見たい。だから、強くなります。これが、俺の絵本を持つ理由。誰のためでもない、俺が自分で決めた理由です」


    「……私には、そんな価値なんてない」


    「ありますよ。好きな人の笑顔には、命を懸かける価値がある」


    「……バカだ。君はバカだよ」


    　月夜は洟はなをすする。


    　──この人の側そばにいられるなら。兼亮は思った。震ふるえはいつの間にか、収まっていた。そっと、大切に、月夜の肩を抱く。


    　この人の側にいられるなら俺は。


    　悪役でも、構わない。

  



  
    エピローグ　六日後


    



    　重軽傷者一一名のうち、六名が警察官だった。それから救急隊員がひとり。教員がひとり。生徒は二人、入院した。村むら瀬せ一いち郎ろうと、萩はぎ原わらきいろである。


    　顔に亀き裂れつの入った生徒たちは、みな元の通りに戻った。精密検査を施ほどこしてもどこにも異常は見られず、事件を担当した医師は困惑したという。


    　何人かは精神的な衰弱を訴え通院することになったが、症状は概おおむね回復に向かっている。


    　夕ゆう陽ひヶが丘おか高校の学校占拠事件は、被害者、目撃者の証言から、印いん南なみ玄げん紀きが単独で行った可能性が高いと判断された。しかしその動機や手段もわからないまま容疑者は逃亡、そして一一名の重軽傷者以外に、救急車の運転手を含めた四名の殉職者を出してしまうという最悪の形で幕を下ろす。


    　失態を追及された警察は記者会見を開き、誠に遺い憾かんながら──と頭を下げた。


    　しかし警察官の中にも、印南の能力を体感した者がいることを、兼かね亮すけは知っている。


    　矢や島じま忠ただ信のぶ。印南に命令され脱走の手助けをし、応接室にいたあの警察官。壁を向いていたため多くを見てはいなかったのかもしれないが、彼もまた、印南の最期を知っているはずだ。


    　しかし彼は、印南についての証言どころか、月つき夜よや兼亮のことさえも話さなかった。未知なる能力を説明できなかったのか、はたまた上からの圧力があったのか。それは兼亮にも、わからない。


    　ちなみに。


    　炎に包まれた生徒の写真がネット上にアップされ、その画像は【閲えつ覧らん注意】という単語と共に広く拡散されたが、校内に火傷やけどを負った者や焼死体は見つからなかった。これはこの事件の大きな[image: ]なぞのひとつとしてニュースでも報道され、笹ささ森もり伊い吹ぶきは、都市伝説となった。


    



    「さあ、がんがん重ねてくれ。今日は俺のおごりだ」


    　都市伝説の男は気前よく手を叩たたき、声を上げた。


    　六日の休校を経て、夕陽ヶ丘高校には、再び生徒たちが戻ってきた。伊吹が放課後、学校近くのアイスクリーム店へ兼亮たちを連れ出したのは、それからすぐのことだ。命令されたからとはいえ、一度敵に回ってしまったことを、どうしても詫わびたいのだという。


    「なんで、こんなに寒いのにテラスなんかでアイスを……」


    　荷物番としてテラスの丸テーブルを陣取っていた兼亮は、寒さに声を震ふるわせる。


    「韓流ドラマの中でも、外で食べてたからですよ」


    　日ひ和よりが二人分のアイスを持って、兼亮の隣に座る。差し出されたそれは、チョコの上にチョコを重ねた、ダブルチョコアイス。


    「……わあーお。真っ黒」


    　兼かね亮すけは受け取るも、日ひ和よりの持つパステルカラーのアイスを羨うらやましそうに眺めた。


    「あれ、だってチョコ大好きなんでしょ？　オオカミさん。日和のと交換する？」


    「……じゃあ、上段だけ」


    　言うと日和は、自分のアイスを差し出した。


    「上だけ食べて。日和はチョコの上だけ食べる。途中で交換しよ？」


    「……それは、ややこしくないか」


    　兼亮の逡しゆん巡じゆんなどお構いなしに、日和は兼亮のアイスを奪い、上段に齧かじりついた。「つめたいっ」と強く目を瞑つむる。


    　仕方なく日和のアイスに口を付けようとしたその時、足元から見上げる鋭い視線に気づいた。日和と兼亮の間から、黒猫シュシュがじっとこちらを見上げている。


    「……何だよ」


    　兼亮が呟つぶやくと「別に」というふうに、シュシュは置かれたカニかまを食べ始める。


    「こいつが食ってんのも、笹ささ森もりに買ってもらったのか？」


    「うん。猫はアイス食べられないからってわざわざ。いい人だね、伊い吹ぶきお兄ちゃん。よかったねー、シュシュ。おいし？」


    　日和がその背を撫なでると、シュシュは「んなあ」と応えて鳴いた。


    「さらりと懐かい柔じゆうされてるな、こいつら」


    『注文の多い料理店』を返却したシュシュは、もう文字を浮かばせることはない。だが兼亮は今まで通り、この猫をただの猫として接することはできなくなっていた。


    　あの日、シュシュを連れて村むら瀬せ家へ戻る途中、兼亮の視界にしか映らないような小さな文字が、タクシーの車中の窓ガラスに書き込まれた。


    　その特徴のある丸文字を、兼亮は今でも覚えている。


    〝日和がなぜ、貴様をお兄ちゃん、と呼ばないかわかるか。〟


    「……？」


    　兼亮は膝ひざの上の黒猫へ視線を落とす。猫はじっと窓を見つめたまま。その目先の文章が消え、新しく書き込まれる。


    〝そんな関係になりたくないからだ。兄妹のような関係になりたくないからだ。〟


    「……」


    



    〝日和は兼亮が好き。泣かせるな。〟


    



    「……それは、注文か？」


    　兼かね亮すけが小さく尋たずねると、猫はただ「んなあ」とだけ鳴く。ちっとも可愛かわいくはなかった。


    　しかしそれが、最も早はやただの鳴き声だとは思えない。


    　応接室での戦闘時、彼が透明な壁を発生させていなければ、オオカミの爪は月つき夜よを引き裂さいていたかもしれない。この猫に、頭が上がらないのも事実だった。


    「ちーちゃんがさ、謝ってくれたんだよ」


    　アイスクリームをスプーンですくいながら、日ひ和よりはにまにまと嬉うれしそうに言う。


    「〝ちーちゃん〟って、千ち鳥どり？　生い駒こまさんか」


    「そう。『こいつ、めちゃくちゃ頭いいじゃん……』って、びくびくしてるんだよ。ふふ」


    　シュシュは、絵本の能力を借りた最初のうちは、無意識に注文を発していたらしい。注文に千鳥の名前が多かったのは、千鳥のことを、日和を虐いじめる敵だと思っていたからだ。


    　辛からいものを食べろだの、炭酸を飲み干せだの、千鳥に対する悪意が落書きとなって、書き込まれていた。無表情なこの猫が日々そんなことを考えていたのかと知れば、さすがの千鳥も動揺するのだろう。気の毒に、と兼亮は苦笑する。


    「それで日和ちゃんは、生駒さんと仲直りしたのか？」


    「したよ。だって日和が仲良くしてやんないと、ちーちゃんまた家でシュシュのうんこ踏むことになるでしょ？」


    　うがーっと怒る千鳥の様子を思い出したのか、日和はくすくすと笑った。


    「それは偉いな」


    　言って兼亮はその横顔を、じっと見つめた。日和はその視線に気づいて手を止める。


    「何ですか？」


    「いいや。日和ちゃんももう、大人になっちゃったんだなあ、と」


    　兼亮は思い返す。『ピーター・パン』を胸に抱き、研究室を飛び出した日和は結局、兼亮が絵本を持ち続けることを許した。


    「ただし、死なないでください。ちゃんと帰ってきてください。それから……後悔しないでください。正しいのか、間違ってるのか、わからないけど、でも。兼亮さんが決めたんなら、日和は全力で応援するから。だから。頑張ってください。──きっと兄も、そう望んでる」


    　日本庭園の見渡せる廊下で、日和は兼亮を見つめた。


    　兼亮は絵本を持ち続ける。しかし決して死にはしない。決して日和をひとりにはしない。これは何より優先事項だ。日和を泣かせはしないと、太った黒猫と約束したのだから。


    　日和は唇を尖とがらせた。


    「当たり前じゃないですか。日和ももう大人なんです。ちゃん付けなんて失礼ですよ」


    「じゃあなんて呼ぶ？　日和さん？」


    「フックを思い出して寒気がします」


    「じゃあ……日和？」


    　日ひ和よりは目を丸くして、ぼっと頰ほおを赤くした。


    「……おう。ぞくぞくっとしました」


    「寒気してんじゃないか。ちょっと傷ついたよ、今」


    「違うっ。今のは、いいぞくぞくです」


    「なんだ、いいぞくぞくって……」


    　日和はぱくぱくとスプーンを口に運び続ける。


    　店のウィンドウが開き、伊い吹ぶきがアイスを手に駆けてくる。三段。食べ過ぎだろうと呆あきれたが、その後に続く月つき夜よのアイスは、ぱっと見数え切れなかった。六段だ。


    　高くそびえたアイスを倒さないよう、ふるふると震ふるえながら席へ向かう。


    「……欲張り過ぎだろあの人……」


    「……せめてカップにすればいいのに」


    　制服にマフラーを巻いた月夜はやはり無表情のまま、兼かね亮すけの側そばに座った。


    　その隣に腰掛ける千ち鳥どりはといえば一段。懐ふところからテーブルに飛び移ったスノーホワイトが、ぺろりと舌を出してアイスを舐なめる。


    「生い駒こまさんは謙虚なんですね。まだダイエットしてんですか？　幼児体型なのに」


    「幼児体型とかゆうな」千鳥はキッと兼亮を睨にらみつける。「いいのよ。どうせ食べ切れないんだから、この子は」


    　月夜は左手にアイスを、右手にスプーンを握っているものの、そびえるタワーのどこから手を付けていいのかわからず、おろおろとしていた。


    「……カップ、貰もらってきますよ」


    　見かねて兼亮が席を立ったと同時に、日和が「ひ」と悲鳴を上げる。その視線を追った先、舗道を挟はさんだ向かいの茂みから、オンドリの面がじっとこちらを覗うかがっていた。


    「何だありゃあ！　鏡の怪物かっ!?」


    　伊吹がアイス片手に立ち上がり構える。びくりとオンドリの肩が跳はねた。


    「……いや、違うぞ笹ささ森もり。あれは帯おび刀なたさんの〝心を読む能力〟を警戒して顔を隠す、萩はぎ原わらきいろだ」


    「おおっ、尻しりたまごか。よかった、来てくれたんだ」


    「なんであいつがここにいんのよ。入院してたんじゃなかったっけ？」


    　千鳥の疑問に、伊吹が答える。


    「俺が呼んだんすよ。あいつには一番迷惑かけちまったからな。吹っ飛ばしちまって……」


    　ボディに燃えた拳こぶしを叩たたき込まれて宙を舞ったのだ。きいろにもアイスのひとつやふたつ、驕おごってもらう権利はあるのだろう。玄関先での攻防を思い出し、兼亮はぞっとする。


    「あのオンドリ、仲間に入りたそうにしてますよ。どうします？　作戦隊長」


    　兼亮が尋たずねると、千鳥はむうと顔をしかめたまま呟つぶやく。


    「……今日だけは、見み逃のがしてあげるわ」


    「よかった！　おーい尻しりたまご！　こっち来いよ、今日は捕まえないって！」


    　伊い吹ぶきが手を振るとオンドリは顔を明るくし──たのかは定かでないが、顔を上げ、茂みから飛び出した。伊吹に手を振り返し、駆けてくる。


    「はいほー！　みんな、元気だっ──あ」


    　面を被かぶったまま駆けたきいろはテラスの浅い階段に足を引っ掛け、テーブルにダイブした。机上のスノーホワイトが千ち鳥どりの肩に駆け上がる。


    「何してんのよ、こいつは……！」


    「おい大丈夫か、尻たまごっ」


    　木枯らし吹く閑静なテラスに、騒々しい声が響き渡る。


    　月つき夜よの握る六段アイスがバランスを崩くずして、傾く。慌てた月夜はそれを口先で受け止める。


    　兼かね亮すけの見つめるその顔はやはり、無表情のままだ。


    　どうすればこの人は、笑ってくれるのだろうか。


    『ピーター・パン』と『注文の多い料理店』を回収し、伊吹やきいろの持つ絵本を除けば、見つけるべきワーストエンド・シリーズはあと八冊となった。残り、あと半分だ。


    　月夜は、悲劇を嫌う。ハッピーエンドを求める。ならばこの町に散らばる残り全ての絵本を集め、全ての悲劇を回収した時、この人は笑顔を見せてくれるのだろうか。


    　あの事件のあと、兼亮は、〝先生〟と呼ばれる笛吹き男と接触したことを月夜に話していた。夕ゆう陽ひヶが丘おか図書館から一六冊のワーストエンド・シリーズを盗み出し、配り歩いている張本人。


    　彼がかつて、月夜たちのクラスを受け持っていた〝先生〟であることを聞いた。


    「じゃあ、そいつを捕まえれば万事解決ですね」


    　勇む兼亮に、月夜は首を横に振った。亡霊を捕まえるのは困難だよ、と。


    　──〝先生〟は七年前、あの工場で焼け死んだはずだから。


    



    　月夜は唇についたアイスを舐なめ取り、呟つぶやく。


    「……甘い」


    「使います？」


    　兼亮は自然と自分のポケットからハンカチを取り出し、月夜に差し出した。そして体を硬直させた月夜に気づき、はっと腕を引っ込める。しまった。ちょっと馴れ馴れしすぎただろうか。


    「あ……ん、と……あの、ティッシュ取ってきます。あとカップを──」


    　目を回す兼亮の手からハンカチを取り、月夜は僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、顔を上げた。


    　見上げたその蒼い目を、僅かに細める。


    「ありがとう。笠かさ木ぎくん」


    「……どう、いたし、まして」


    　兼かね亮すけは顔を赤くする。心臓が跳はねて、苦しい。この動悸も、読まれてしまっているのだろうか。月つき夜よが俯うつむかず、自分を見てくれたのがこそばゆかった。


    　何より笑おうとしてくれたことが、嬉うれしかった。

  



  
    あとがき


    



    『ケンジントン公園のピーター・パン』は、一般的な『ピーター・パン』以上に詩的で、切ない物語です。お母さんの元へ帰ろうと冒険するピーター・パンの結末は、窓に格子が嵌はまっていて戻れないという、悲しいもの。月夜や一かず希きにとっては、悲劇に映るかもしれません。


    　しかしそんないくつもの悲劇を乗り越えて、大人になってゆく月夜を描きたく思います。


    　キムラダイスケ先生。お忙しい中、素敵なイラストをありがとうございます。一〇歳の千ち鳥どりや月夜が可愛かわいすぎてもう、僕はロリコンだったのかも知れない。


    　担当の濱はま田ださんには、今回も大変お世話になりました。また臨床心理士に関して高たか岡おか杉すぎ成なり先生、警察側の動きに関しては、機動隊員である友人からのお話を参考にさせていただきました。


    　重ねてこの本をお手に取っていただいた読者の皆さまに、謝辞を述べさせていただきます。


    　次巻はいよいよ絵本の作り手たちが動き出します。悲劇に抗あらがう月夜のこれからに、もうしばらくお付き合いくだされば、幸いです。


    



    　創作にあたり、『ピーター・パンとウェンディ』（Ｊ・Ｍ・バリー作、石井桃子訳、福音館書店）、『童話集　銀河鉄道の夜』（宮沢賢治作、谷川徹三編、岩波書店）を参考にさせていただきました。
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    カミツキレイニー


    Kamitsuki Rainy


    



    子供の頃は早く大人になりたいと願っていましたが、大人になった今、気がつけばネバーランドを探しています。〆切りが、やばい、とき、とか。
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